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　シャフリヤール王子が、美しき母と共に城を追われたとき、彼に許ゆるされたのはたったふたつのことであった。

　ひとつは、通用口ではなく、正面玄関から城を出ること。

　もうひとつは、王おう籍せきを抹まつ消しようする代わりに与えられた、必要最低限の生活資金を受け取ること。

　幼おさなき王子の上には、彼を明るく照てらす太陽が──いっそみじめな気持ちになるほどに輝かがやいていた。

　使用人たちが、母と自分の私し物ぶつを露ろ台だいの上から落としてゆく。

　衣類や装飾品にはじまり、食器や花か瓶びんのたぐいは粉こな々ごなに割れ──そしてシャフリヤール王子の勉強道具が地表に叩たたきつけられたとき、ようやく彼も、『王子』としての自分がここで死んだことを理解した。

　剣術の稽けい古このために使い込んだ模も造ぞう刀とう、父王のためにいつか役立てようと少し背伸びをして読んだ、政治や経済の書物──。

　露台から自分たち母おや子こを見下ろす父に届くように、王子は声を張り上げる。

「父上、お待ち下さい──」

　国王は息子むすこの呼びかけに応こたえることはなく、無表情のままであった。

　シャフリヤールが、絶望的な気持ちで父を見上げていると、彼の背中を優しいぬくもりが包んだ。

　母は、いつもと変わらぬ鈴を転がすような声で、

「いいのよ、シャフリヤール。──いいの」

　と、彼の耳元で繰り返した。

　彼の母親は、そうして幼い息子の手を取り、王から与えられた数々の贈おくり物ものをこの場に残し──『白の宮きゆう殿でん』に背を向けた。

　いいものか。きっと父の正せい妃ひが、三番目の妻への寵ちよう愛あいを許さなかったに違ちがいない。父は本当なら、自分たち母子を守るべきであるはずなのに、こんな目に遭あわせるなんて。

　自分にひどい名前をつけるだけでは飽あきたらず、ついには面倒になって自分と母を捨てたのだ。

　あいつは父親でも何でもない。

　絶対に、あの男を許さない。




　サディーンは、開いていた帳面から顔を上げ、彼らしくもない盛大なため息をついた。

　──嫌いやなことを思い出しちまったな。

　気分を変えるために立ち上がり、伸びをする。手首で遊んでいた翠玉エメラルドの腕うで輪わがするりと肘ひじまで下がった。

　それもこれも収しゆう穫かく祭さいの売り上げが完全に赤字だったことが良くない。赤字の帳ちよう簿ぼほど彼の気分を落とすものはほかにないというのに、見れば見るほどげんなりする。抱かかえすぎた在庫、廃はい棄き処しよ分ぶんした飾り菓が子し……。次第に気分は暗くなり、思い出したくもない過去までふっとよぎってしまったのだった。

　──『砂さ海かいの涙なみだ』がなかったら、優勝を逃のがしていたな。

　秘宝の真珠『砂海の涙』のおかげで収穫祭で一番の活躍を認められたギルドは、王宮から賞金が与えられることとなっている。

　次に活動場所を移すに当たって、王宮から出る賞金を当てにしなければならないとは、我ながら情なさけないことである。それでもギルドの食費を削けずらずにすむくらいに蓄たくわえがあったことは幸さいわいであった。

　バザールの初うい陣じんは完全に惨ざん敗ぱいであった。もっと彼の想像の中に、華はな々ばなしい結果があったにもかかわらず、だ。

「残りは全部カイルに任まかせるか……そもそもあいつのが得意だし」

　本人が聞いたら目を吊り上げて怒り出しそうな台詞せりふをさらっと言ってのけ、彼はいそいそと帳簿をまとめはじめた。

　今回は赤字になってしまったものの、賞金と優勝による宣伝効果でこれからいくらでも取り戻すことはできるだろう。

　それに、バクラーシへの手て形がたも、手元にある。

　バクラーシは、隣国ベルシアが自国の技術者を囲い込むために作った商業都市である。入にゆう市しには通行手形が必要なのだが、サディーンはこれをベルシア王国の外がい孫そんでもある異い母ぼ兄けいのアフガットから譲ゆずり受けていた。

　輸出入を極端に制限されたバクラーシの物産はギルドをのし上げるだろう。特に毛織物は入手困難な高級品、しかも王室御ご用よう達たしの特別製だ。たとえ絨じゆう毯たん一枚でも、驚くほどの利り潤じゆんを産うむに違いない。

　バクラーシへたどり着くことさえできれば、あとはこっちのものである。

（移動に必要な金……賞金をわざわざ取りに行かなきゃいけないのが難点なんだがな）

　仕入れはもちろんのこと、ギルトの渡と航こう費ひや人じん件けん費ひを考えると、相当な資金が必要になる。

　帳簿の間からはみ出した書状を、サディーンはそっと開いた。何度も目を通したその文面は、まごうことなき現国王の筆ひつ跡せきで、懐なつかしさと共にやるせない気持ちが込み上げてきたのであった。

　代理を認めてくれればカイルに取りに行かせたのだが──。

　書状は祭りの優勝者に毎年贈られるお決まりの文章で始まったが、最後に必ず長おさのサディーン本人が王宮に出向くようにと締しめくくられていた。

　この書状を届けにきた使者も、サディーン自身が来なければ賞金は渡すことができないというのだから、さすがにカイルに押しつけることはできない。

　サディーンにとって王宮とは、母と共に追われ、兄王子に利用されるために呼びつけられた、ろくな思い出のない場所である。

　表彰式が近づくにつれ、彼の心はどんよりと曇くもっていった。

（いかん。景気の悪い顔は金が逃げる。気分転換しなければ）

　よし。シェヘラのところに行こう。彼女を抱だっこすればすぐに気持ちが回復するはずだ。

　サディーンは書状をぞんざいにしまい込んで、ターバンを巻き直した。

　最近の楽しみは、もっぱら彼の小さな魔法使いである。
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　人目につかぬ、テント村の裏。

　バスコーの手前の集落で天てん幕まくを広げたギルド一行は、表彰式前の最後のひと稼かせぎをするため、西部の町で仕入れた品を並べている最中であった。

　シェヘラはとつとつと、絨じゆう毯たんに向かって説教をする。

「あのね。手伝ってくれるのはとってもうれしいんだけど、あたしは自分の力でこれを運ばないと意味がないの。分かる？」

　絨毯は不ふ思し議ぎそうに体をねじっている。どうやらこれは理解していないらしいと踏ふんで、シェヘラは人差し指を立て、もう一度分かりやすく説明をした。

「品出しは確かに大変だけれど、みんな自分の腕でこれを持っていくのよ。なのにあなたってば……」

　シェヘラがうんしょ、と干ほし果くだ物ものの入った袋を運び、さぁ次の袋を……と振り返ったときには、絨毯がシェヘラの運ぶはずだった荷物を乗せて、得とく意い気げについてきていたのだった。

　父から贈られた魔法の絨毯は、相変わらずシェヘラの魔力を吸っては気ままに行動しているのである。

　最近は、その「気まま」に振り回されてばかりだ。いざというときに助けられることもあるので、怒おこってばかりはいけないとは思うのだが、人のいる場所で飛んだり跳はねたりねじったりされると、さすがに困こまる。

「魔力を勝手に吸わないでっていつも言っているでしょう。どうしておとなしく寝ていてくれないの」

　絨毯はどこ吹く風で、ふよふよとシェヘラの周りを漂ただよっている。

「まだ明るいんだから、丸くなっていてってば！」

　シェヘラがつかまえようと手を伸ばしても、絨毯はさっとよけてしまう。彼女はもたもたと絨毯にからかわれてばかりいるのだ。

（こんなところをお客さんに見られたら大おお騒さわぎになっちゃうのに……！）

「お嬢じようさん。俺とも遊んでくれません？」

　一いつ瞬しゆんどきりとしたが、それは聞き慣なれた青年の声だ。シェヘラはほっと胸を撫なで下ろした。

　サディーンは、白いマントの裾すそをひるがえしてこちらにやってくる。相変わらず迫はく力りよくのある美び貌ぼうに、過か剰じようなほどの装そう身しん具ぐで身を飾かざり、自信に満ちあふれた足取りである。

　一瞬見とれてしまったものの、彼が在庫の山をちらりと見たので、シェヘラはあわてて、口を開いた。

「遊んでいたわけじゃないのよ。その、お仕事をもらったんだけど……」

　サディーンは苦笑した。

「たまたま親切な絨毯が通りかかったんだな」

　魔法の力は人を助けるときに使う、とシェヘラは決めている。サディーンもそのことはよく分かっているようなので、魔法を使って仕事をずるけていたわけではないと、すぐに察さつしてくれたらしい。

「しかし、カイルは鬼おにだな。シェヘラは細っこいのに、こんなに大きな荷物を運ばせようとするとは」

「鬼じゃないよ。みんなができることを、ちゃんとあたしにもできるように教えてくれてるんだもの」

　そう。今はまだ無理でも、数年後には自みずからの店を開けるかもしれない。来たるべきときのために、今は体を鍛きたえ勉強に勤いそしまなくては──。

「商人になるには、早くても二年はかかるってニーダは言っていたし、このくらいで音ねを上げてる場合じゃないわ」

「お前の言う一人前って、店を持つことなのか？」

　サディーンにたずねられ、シェヘラは言葉に詰つまった。

「わ……分かんない」

　そもそも、何のお店を出すのかもまだ定さだかではない。

（今まで必死に、自じ立りつをしなければ、とばかり思っていたけれど……一人前って、いったいどのくらいになればそう言えるのかしら）

「そういうのを考えるのも、ひとり立ちに必要なことだぞ。商売は残念ながら全部が全部成功するわけじゃないからな。店を持ったら当たり前だけど、利り益えきを上げなくちゃならん。商売がへたなら、すぐに潰つぶれちまう。誰にどんなものを売るか、それは誰が必要としているものなのか──考え抜いて最適なものを選んだと思ったのに、アテがはずれることも珍めずらしくない。うちのギルドも、見み誤あやまっては店の看かん板ばんを替えるやつもいるんだ。けど、自分の軸じくがぶれなければ、そうなったときでも対たい処しよのしようはあるからな。シェヘラのなりたいものがどんなものか、ちゃんと考えたほうがいい」

　シェヘラは、ごくりと唾つばを吞んだ。商売がえてして水みず物ものであり、そして運に左右されるものだということも、仲間たちの会話から何となく察していてはいたのである。

　商あきないというものは難しいものなのだ。

　急に自信がなくなってきてしまい、シェヘラは下を向いた。

「どうした。怖おじ気けづいたか？」

「うん……ちょっとだけ」

　毎日、商店の手伝いをしながら旅についてゆくだけでもやっとの自分は、この先大だい丈じよう夫ぶなのだろうか──。

「心配するな。俺を頼たよれって言ったろう。一いつ緒しよに考えるし、何かあれば助けてやる。他の奴やつだって、みんなで助け合って店を出してきたんだ」

「う……うん」

「それに、俺は将来の夫だからな。遠えん慮りよせずに甘えていいんだぞ」

　シェヘラの顔は、ぼんっと赤くなった。

　収しゆう穫かく祭さいの夜に、ふたりで過ごしたときのことを、思い出してしまったのだ。

　真夜中の海岸で、シェヘラは自分から手を伸ばして、サディーンに触れたのだった。

（あ、あれじゃまるで本当に、恋人同士か夫婦みたいだったわ……）

　自分でも何であんなに大だい胆たんな行動をしてしまったのか、分からない。ただ彼を好きだと思ったら、自然に手が伸びていた。

　あのとき以来、サディーンを気がつけば目で追って、耳は彼の澄すんだ低い声ばかり拾ひろっている。

　サディーンの金色の瞳に映った自分の頰ほおは、思わず目を逸そらしたくなってしまうほどに、熱を帯びていると気がついてしまうのだった。

「おーい」

　サディーンがシェヘラの顔の前でぶんぶんと手を振っている。金の指ゆび輪わの残像に、シェヘラははっとした。

「どうした。サディーンとは結婚しないから！　って言わないのか？」

　シェヘラが赤くなったまま動かないので、サディーンはおお、と声を上げた。

「長かった……。これでようやく俺の禁欲生活も幕を閉じるのか。さあまずは結婚式の衣装を揃そろえような。バスコーの風習にのっとって七日間の婚こん礼れいにしよう。花嫁衣装は暖色と寒色からそれぞれ選ぶとして、初日に着るものはやっぱり特別だろ？　前から考えてたんだけど、西の部族の──」

「ま、待って待って!!」

　気がついたらサディーンがアラハバートの刺し繡しゆう技術について語りはじめるところであったので、シェヘラは慌あわてて頭を振った。

「何だよ。言っておくがせっかくの結婚式に地じ味みな衣装はなしだからな。もったいない」

「あ、あたし結婚するなんて言ってないでしょう」

「でも、今しないとも言わなかっただろ？」

　うっ、とシェヘラは言葉に詰つまる。

　彼のことは好きだけれど、だからといってすぐに結婚できるかと言われたら、そうではないわけで……。

「シェヘラ」

「な、なに」

　あまり耳元でしゃべらないでほしい。耳まで赤くなるから嫌なのだ。

「俺は、恩おん人じんより少し上の位置にいるか？」

　以前サディーンに自分のことが好きかどうかをたずねられたとき、シェヘラは「父や自分の恩人であり、大事なひと」と思っている、と答えていた。

　その後に、彼に対する気持ちに恋愛感情が入っているということが、分かったわけだけれど……。

「ただの恩人と、夜の海岸で抱き合ったりしないだろ？」

　確かに、ただの恩人であればそのような触れ合いはしないだろう。あれはシェヘラが彼のことを好きだから、そうしたのだ。

「そ、それは……」

「恩人より上か下。どっち」

　サディーンはやたらと迫力のある顔で聞いてくる。上か下の二に択たく。ならば答えはひとつしかない。

　シェヘラは顔を紅こう潮ちようさせて、

「う……上っ」

「おお！」

　サディーンはらんらんと目を輝かせた。シェヘラは動どう悸きと目まいですぐにでも倒れそうであったが、どうにかこらえた。

「恩人より上ってことは、シェヘラにとって、どんな存在だ……？」

「え、えっとえっと……」

　恩人より上ではあるが、サディーンはシェヘラと恋人同士というわけではない（ニーダによると、恋人同士というのはお互たがいに恋人になりますという意思確認が必要である）。友達という関係も何だか違う気がするし、ギルドの長と見習いでは、距離があるような気がする。

　旅をしながら衣食住を共にして、サディーンはシェヘラにとって家族のような存在になりつつあった。仕事や生活の知恵をシェヘラに教え、時に優しく頭を撫でてくれる。シェヘラも、彼に応こたえたいと思う。サディーンは、ギルドという家族の中で一番好きな人になったのだ。

　シェヘラが口ごもっていると、彼はシェヘラをひざの上に横抱きにしてしまった。サディーンのつけている香料の匂いをぐっと近くに感じて、途と端たんにシェヘラの心臓は早はや鐘がねを打ち始める。

「教えて、シェヘラ」

（だめだ、どきどきして、ぜんぜん考えられない！）
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　彼の鼻先が、髪に当たった瞬間に、シェヘラはまくしたてるようにして話し始めた。

「う、うまく言えないけど……強しいて言うなら、心臓に悪い人だと思う」

「……は？」

「サディーンといると、胸がどきどきして、分かんなくなっちゃうの。あたし口くち下べ手たで、伝えたいことがあっても、全然うまく伝えられないし。サディーンのこと、とっても大切だと思ってるし、サディーンと一緒にいられるのはうれしいけど、というか本当はもっと一緒にいたいけど、お互いお仕事があるから我が慢まんしなくちゃいけなくて、だから……あれ、何て言おうとしたんだっけ」

「分かった。よく分かった。ちゃんと言ってる、大丈夫」

　サディーンはくつくつ笑って、シェヘラの髪に頰ほおずりした。

「俺は心臓に悪い人になれてうれしいよ」

「そ、そうかな……」

「うん。間違いない。俺は今幸せだ」

　断言されて、シェヘラはひとまず口をつぐんだ。……何だかものすごく恥はずかしいことを口走った気がする。もう思い出さない方が、いいかもしれない。

「でも、ちょっと位置づけが微び妙みようなんだよな。心臓に悪い人って言うと俺が突然奇き声せいを上げて物もの陰かげから飛び出してくるような人間に思えないか？」

「そ……それは怖いね……」

　想像してしまったのか、かたわらで絨毯がおろおろとしている。

「すぐに結婚はできないのなら堂々と人前で言える関係になりたいなぁ。たとえば……恋人同士とか」

「こいびと……どうし」

　サディーンがその言葉を持ち出したならば、覚かく悟ごを持って受け入れるように。

　後夜祭ののち、少しだけ頰を赤くさせて宿に戻ったシェヘラに、ニーダは言い聞かせたのであった。




　シェヘラ。あなたの顔を見るに、進展があったのだと思って、話をさせてもらうわよ。サディーンは今まで、特定の恋人を作ったことがないのよ。……まぁ、火遊びはちらほらあったけどさ。詳くわしくは言わないことにするけど。

　だからこそ、彼が恋人同士になりたいと言ったら、ちゃんと了りよう承しようするのよ。それはサディーンの本気のあかしに他ならないんだから。シェヘラが来てから移動しても女のところへ行こうとしない奇跡が起きているの！　ぜひ奇跡を長続きさせてちょうだい！

　え？　恋人同士になったらどうなるのかって？

　今の関係で名前が変わるだけよ。まぁ、ちょおっと今より親密になったするかな、うん。若じやつ干かん。そんな目をしなくても大丈夫だってば。




（……本当、なのかな）

　ニーダの言葉を思い出しながら、シェヘラはおずおずとサディーンを見上げた。

「恋人同士になったら、何か変わるの？」

「そうだなぁ。俺たちの仲が公認になって、みんなが祝福してくれると思うぞ。それに、俺はシェヘラに悪い男が寄りつかないように追っ払う口実ができてだな」

　自分に言い寄ってくるような物好きは、サディーンくらいのものだと思うけれど……。

　ラティーヤ王子に「自分のものになれ」と言われたことならあるが、それはシェヘラというよりも、彼女の魔法目当てである。

「何より今より仲良しになれる。どうだ。友達より仲良しで夫婦ではない、今の俺たちにとって理想の関係なんだ」

「す……すごい」

　とても便利な商品を説明するときのようによどみない彼の口調に、シェヘラは思わず感かん嘆たんの声を漏もらした。

　恋人同士というものはよく分からないが（幼おさない頃両親にたずねたことはあったが、魔人の父は「まだ早い」と言ったし、母は「できたら教えなさいね」と笑っていたので、具体的なことは何も知らないのであった）、そう言われると今の自分たちにぴったりの間あいだ柄がらであるような、気が……。

「それに今恋人同士になればお得なことがいっぱいだ。まずはシェヘラが王宮へ行くのに必要な衣装を俺があつらえることができる。ひとりでは不便な着替えのときも、なんと俺がついてくる。さらに、脱ぬぐときは俺が一枚一枚丁てい寧ねいに……」

「し、真剣に聞いてたのに……！　いらないよそんなおまけ！」

「まぁ……半分くらいは冗じよう談だんだよ。でもどうだ？　恋人になってくれるか？　シェヘラもいろいろと段階を踏んだ方がいいだろ？」

　着替えのあたりが半分のうちの冗談でありますように……と思いながら、シェヘラは考えてみる。

　あたしは、サディーンのことが好きだ。ひとり立ちはしていないので、まだ彼と家庭を持つ気にはなれないけれど、もっと仲良くなりたいと思っている。自分たちの関係に恋人同士という名前がつくことで絆きずなが深まるというのなら、そうしたい。

　シェヘラはかすれるような小さな声で、言った。

「サディーンと、恋人同士に、なる」

「おめでとう!!」

　突然四し方ほう八はつ方ぽうから祝福の叫さけび声が聞こえて、シェヘラはびくっと肩をこわばらせた。

　いつの間にか、物もの陰かげから無数の気配が……。

「いやー！　みんないつから聞いてたの！」

　ニーダをはじめとするギルドの仲間たちが、在庫の後ろからぬっと姿を現した。

　ニーダが、悪びれもせずに答える。

「ごめんシェヘラ。シェヘラが絨毯に気を取られている間に、なんかいろいろおっ始ぱじまったから隠かくれて見てたっていうか」

（それって、ほぼ最初からじゃない！）

「なっ。みんな祝福してくれるって言ったろ」

「サディーン！　みんながいるって、知ってたのね」

「いやほらー……俺いろいろと求きゆう婚こん断られたり贈り物断られたりで、かなりかわいそうじゃないか。だからシェヘラが一度認めたら簡単に撤てつ回かいできないように証しよう人にんがいた方がいいかなと思って、あえて放置してみた」

　求婚を断ったのも贈り物を断ったのも、間違いなくシェヘラ本人であるため、彼女はうっと言葉に詰つまった。

「長かったねぇ。まさかこんなにかかるとは思わなかった。新しい恋人たちに乾かん杯ぱいしよう。宴えん会かいだ宴会」

「ふたりの結婚式より先に第だい一いつ子し誕生に十ディナール」

　誰かの言葉に、みなが空あき箱ばこに銀貨を投げ始めた。あちこちから飛び交う銀貨を見たニーダが、嬉き々きとして叫んだ。

「サディーンがろくにおさわりもできずに数カ月経過に賭かける人はこっちに銀貨をちょうだい！　私はこちらに百ディナールを賭ける！」

「に……ニーダ！　恥ずかしい賭けはやめて！　それにまだ品を出しきってないよ。騒さわいでたら、カイルに怒おこられ──」

　サディーンは、シェヘラの口元にぐっと手を押し当てて、言葉の続きを吞み込ませた。

　天幕の隅から遅おくれてのそりと立ち上がった人物に、その場にいた全員が戦せん慄りつする。

「……作業がいっこうに進んでいないようなので、様子を見にきたんですが、理由が分かって何よりです」

「か……カイル……」

「全員そこに座すわりなさい！」

　絨毯がこそこそとはいずってその場を離れようとする。カイルは容よう赦しやなく絨毯を摑つかみ上げ、在庫の前に連つれて行った。

「これ、運んだのはあなたのようですね。『親切な絨毯』が通りがかったんですから」

（わ、わりと最初の方からいた──！）

　シェヘラは顔を蒼そう白はくにした。

「勉強期間の主人の仕事を奪うばうとは何事ですか。あなたには仕つかえる者の心構えがなっていません。聞いてますか」

「……はたから見ると、あいつやばいな」

　絨毯をぎりぎりとねじ上げて説教をするカイルを見ながら、サディーンはシェヘラにささやいた。

「サディーン！　恋人だからといって見習いを甘やかさないでくださいね。シェヘラザードには新しい肉体労働を与えますのでこちらに来るように」

（に……肉体労働に限定された……！　心なしか当たりが強い気がするわ）

　シェヘラはカイルに引きずられ、テントの組み立てや掃そう除じ洗せん濯たく、ラクダの世話まで手伝わされ、はじめての恋人ができた喜びにひたる時間はいっさい与えられなかった。

　カイルに怒られた絨毯は、翌日まで丸まったままめげていた。
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　白の宮殿、王子の住まう左さ棟とうの一室。

　第一王子アフガットの私室には、アラハバートの地図や古代絵文字の解読書、そしてさまざまな薬品の配合式を書き殴なぐった紙切れが、あたり一面に散ちらばっていた。

　継けい承しよう権けんが戻ると同時に、アフガットは取り上げられた私し財ざいや従じゆう者しやたちをすべて戻されたが、実際に彼がそばに置いたのは、偵てい察さつ部ぶ隊たいのみであった。

　政治はいまだ健在の父が取り仕切っている。アフガットが国の話し合いに参加しなかった間も滞とどこおりなく政務は進んでいた。

　つまり自分は、父に重ちよう用ようされるような存在ではないということに他ならないのであった。

　そのことに悔くやしさを覚えたものの、裏を返せば自由に動くことができるのだと気がついてからは、アフガットの意識はアフラ砂さ漠ばくの地下へと向いた。

　消えた第二王子、ラティーヤに関してである。

　あの地カ下ナ水ー路トは奇妙であった。三代国王の霊れい廟びようと繫つながっており、異い母ぼ弟ていのシャフリヤールいわく、かなり古い時代の基き礎そに近年の修復が加えられているというのだ。

　ラティーヤのそばにいた女は、「ドゥルタヤ族のクルファ」と名乗ったらしい。

　クルファは、地下の墓場を知り尽つくしているようであった。

　あれからドゥルタヤ族に関しての資料を読みあさったが、特とく筆ひつすべき何かを見いだすことができなかった。どこかの時代で、記録が改かい竄ざんされているかのようだ。

　ラティーヤはクルファを信頼しているようであった。となれば、クルファから離れることはしないだろう。……そもそも、薬のおかげで離れたくても離れられない状態であるかもしれない。

　ラティーヤは、もう危ない。地下ではすでに意識の混こん濁だくが見られた。彼を操あやつるクルファも、大がかりな事件を仕掛けた以上は黙だまって引き下がるようなことはしないだろう。彼が王おう籍せきを失ったことを知れば、必ず手を打ってくる。王家に弓を引くべく、捕ほ食しよく者しやが獲え物もののすぐそばで息いきを殺すように、今は静かに機会を狙ねらっているはずだ。

　アフガットは、自身に王位継承権が戻されたことに安あん堵どした反面、第三王子と同列に置かれたことで立場をおびやかされたままであった。

　何としてでも──シャフリヤールより先に、ラティーヤとの確かく執しつに決着をつけたい。父が健在のうちに。

　それに、ラティーヤを追って地下を調べるうちに、気になる問題も浮うき彫ぼりになった。

　問題はこれを、どう処しよ理りするかである。

　アフガットは目を細めた。

　もうひとりの継承権第一位も、この問題をけして避けては通れまい。

　どちらが次代の国王となるか──先は見えない。選ばれるのは、もしかしたら自分ではなく、もうひとりの異母弟であるかもしれないのだから。
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　収穫祭の最終日からはやひと月半が経ち、首都が落ち着きを取り戻した頃。

　まだ祭りを忘れるには早い、と言わんばかりに、華はな々ばなしい表ひよう彰しよう式しきの知らせが、町のいたるところに張り出された。

　収穫祭のおりに見事優勝ギルドを当て、一ひと晩ばんで高額の賭け金をせしめた勝負師たちは、この知らせを耳にするなり己おのれの武ぶ勇ゆう伝でんを酒場でわめきたて、女たちは舞まい姫ひめを飾った美しい真しん珠じゆにふたたび胸をときめかせたのであった。

　大通りに連つらなる建物は王家を讃たたえる鷹たかの紋もん章しようをかたどった垂たれ幕まくで飾られ、この機会を逃のがすまいとする商売人たちが定価に上うわ乗のせした値ねで果物菓子やカフワコーヒーを売りさばいている。

　踊おどり子こたちが王宮へと続く道に花を撒まき、式の始まりを告げた。

　実際に宮殿の中に入ることができるのは限られた資格者だけなのだが──お祭まつり事に目がないバスコーの民たみは城の周りに集まって、それぞれ主役の登場を待った。

　今年の主役は、例年とは一味も二味も違う。

　若く見み目め麗うるわしきギルドの長。そして彼は、現国王の三番目の息子にして城を追われた、『不ふ吉きつの王子』である。

　おまけに収穫祭で舞姫をかどわかした『シャフリヤール』を名乗る犯はん人にんからの予告によって、かつてないほどの好こう奇きの目線を向けられていたのであった。

　もちろん犯人は、シャフリヤール王子本人ではなかったものの、話題を独占するには充分すぎるほどである。

「視線で人を殺せるなら、俺は既すでに即死だな」

　そうつぶやいて、サディーンはやれやれ、と肩をすくめた。彼とシェヘラを乗せた馬はのろのろと先せん導どうに従したがって歩き、のんきそうな鼻息を吹ふく。

　シェヘラは別の馬に乗せてもらおうとしたのだが、サディーンが自分と一緒の馬に乗せると聞かなかったのだ。

　観衆たちは自分でなくサディーンを見ていると分かってはいるものの、突き刺さる視線の多さになんとなく居い心地ごこちが悪くなって、シェヘラはそっと目を伏ふせた。

「……みんな、サディーンを見ているわね」

「いっそのこと馬の腹を蹴けって王宮までひとっ走ぱしりと行きたいぜ。あー見ろ、あんなに遠いぞ宮殿は」

　げんなりした声を上げて、サディーンは視線の彼方かなたにそびえる、いくつもの尖せん塔とうに囲まれた『白の宮殿』を眺めていた。

　真っ白なたたずまいの巨大な宮殿は、砂漠の地に降り立った聖なる生き物のようである。

　前を歩くカイルがじろりとこちらを振り返り、サディーンは如じよ才さいない笑みを浮かべる。

「こえーなあいつ。すぐに俺がたるんだのを見抜いたぞ。背中に目がついているのか」

「……たぶん、違うと思うけど……」

　シェヘラはちらちらと、馬にくくりつけた群ぐん青じようの絨毯を気にしていた。シェヘラと離れるのを嫌いやがって暴あばれ回ったため、こうして持ってきたものの、このような目立つ場所で勝手に動かれたらと思うと、生きた心地がしないのであった。

（うう……ぜったい、おとなしくしててよね……！）

　絨毯も林りん檎ごや望ぼう遠えん鏡きようのように控ひかえめだったら、悩なやむこともないのだけれど……。

　ふと、首をかたむけてサディーンを見上げると、彼らしくない物もの憂うげな表情である。

「どうしたの？　具合が悪い……とか？」

「違うよ。これから表彰式だと思うと、ちょっとな」

　表彰式は、ほかならぬアラハバート国王が執とり行う決まりであるということを、先ほどになってシェヘラも知ったのであった。

　もうすぐ、再び親子が対面するときがやってくる。

「お父様と、お話しできるといいね。この間はそんなに長いこと一緒にいられなかったんでしょう」

「俺の父親はシェヘラのところの親おや父じさんみたいじゃないよ。一緒にいたって、何も話すことはない」

「サディーン……」

　シェヘラが病やまいに伏ふした国王を「どんな怪け我がや病気も治す」命の林檎で助けたのちに、サディーンは一度父王と対面している。

　ただ交かわしたのは儀礼的な言葉ばかりで、親子らしい会話はなかったとのことだが……。

（サディーンは、お父様を憎にくんでいる。お母様とサディーンを城から追い出したから。けれど、サディーンについた不吉の名前は、みんなが思うものと違う意味を持つのに……）

　サディーンが王子時代に名乗っていた名は、シャフリヤール・ディオン・アラハバートである。

　アラハバートにはかつて、シャフリヤールという名の王が存在した。

　三代国王シャフリヤールはアラハバート国民にとって不吉の象しよう徴ちよう。悪政の限りを尽くし、特に国中の乙女おとめを惨ざん殺さつした歴史は現在にいたるまで語かたり継つがれているほどだ。

　サディーンはその不ふ名めい誉よな名を継いだ王子であった。

　けれど──サディーンの父親は、子を貶おとしめるためにその名をつけたわけではない。間にはさまった『ディオン』は打ち消す者──つまり、サディーンの本名の意味は『不吉を打ち消す者』なのだ。

　長らく誤ご解かいしたまま育った彼は、最近になって自分の名の本来の意味を、シェヘラの父、魔ま人じんフーガノーガに教えられた。

　けれどもそう簡単に、長年の溝みぞは埋うまるものではない。

「名前のことも、この機会にちゃんと聞いてみたらどうかしら。そしたらお父様の本当の考えも、分かるかも……」

「そうだな、そのうちな」

　サディーンはそうつぶやいた。

（サディーン……本当は、お父様と話をしてみてほしいのだけれど……）

　シェヘラは彼が城を出たいきさつを詳くわしく知っているわけではない。何も知らない自分が、サディーンの問題に口を出してもいいものなのかを量はかりかねている。

「悪いな。気を遣つかってくれたのに」

　しばらくしてから、サディーンは口を開いた。

「どうしようもないんだ、自分でも」

「サディーン……」

「でも、今はシェヘラや、ギルドの仲間がいる。あのときと同じ俺じゃない。堂々と賞金をもらって城を出るさ。そしたらすぐにバクラーシだ」

　サディーンが首から下げた鎖くさりの先には、ベルシア国の象徴である黒馬が刻まれた銀細工の通行手て形がたがぶら下がっていた。バクラーシ入りを許ゆるされたあかし。

「早く外へ出てみたい。ベルシアは大たい国こくだ。アラハバートよりも刺し激げき的てきで、すごいものが待っているに違いない。だから、少しの辛しん抱ぼうだよな」

「……そうだね。バクラーシがすてきな場所だといいな」

　シェヘラは穏おだやかな声こわ音ねで、そう答えた。

　今は、まだやめておこう。彼と父親の確かく執しつについて触れるのは……。

　サディーンはたぶん、混乱している。ここ数カ月の間に、彼をとりまく環境はめまぐるしく変化した。

　国王が倒れ、次代を巡って彼の異母兄たちは争あらそい、サディーンは利用され巻き込まれた。そして、父王が回復したのちも、その争いは終わっていなかったのだ……。

　ギルドの長の責任も負おいながら、第三王子としての運命と闘わなくてはならない。サディーンが置かれている状況は、そういうことなのだ。

「王宮に行ったら、シェヘラに着せたいものがあるんだ。楽しみにしてろよ」

「い、いいよ。着るものよりも、バクラーシへの旅費が一ディナールでも多い方がいいわ」

「俺の個人的なへそくりから出してるんだから、大丈夫。ギルドの活動資金じゃないよ」

「それでも、受け取れないよ。あたしは自立するまで、贈り物はもらわないって決めていて──」

「恋人同士になってもそれか」

　サディーンは少しばかり不満そうであった。彼がどんなに言っても、シェヘラが神み子こ時代から愛用の長ちよう衣いを着ているせいかもしれない。サディーンはシェヘラがこの衣服を着ることが、気に入らないのである。

（確かに……ちょっとだけ、生き地じが傷いたんできてるけど……まだまだ大事にしていれば着られるんだもの）

　サディーンと同じ馬に乗ることになったとき、ニーダが慌ててシェヘラに厚手の上質なベールをかぶせたので、遠目から見ればそれなりに見えているはずである。

「俺があげた髪かみ飾かざりは？」

「大事にしまってあるの」

　だいたい、この神子服とローズウッドの飾り櫛ぐしは、組み合わせとしてひどくちぐはぐである。頭だけ過か剰じように立派になってしまうのだ。

「うぅーん。シェヘラ、倹けん約やくはかなり重要なことなんだがな。国王の前にその格かつ好こうで、本当にいいと思うか？」

「えっ……あたしも、国王さまの前に出るの？」

　てっきり代表者が賞金を受け取るだけだと思っていた。確かに、くたびれたものを着ていては、失礼に当たるのかもしれない……。

「着飾ることは、一いつ見けんぜいたくをすることに見えるかもしれない。けどな、きらびやかな格好をすることは、見る者を楽しませる──つまり、相手を歓迎したり、もてなしたりする意味があるんだよ。ギルドのみんなも、お得意さまを迎えるときには綺き麗れいなものを着るだろう」

　サディーンは普段から、外見に気を遣っている。腕輪や首飾りだけでなく、上着も数種類持っているようで、毎日組み合わせを変えているのだ。

（おしゃれは、サディーンの趣しゆ味みだと思っていたけど……お客さんを楽しませたいっていう気持ちも、あったのかもしれないわ）

「じゃあみんなが歓迎会のときにくれた衣装を着るわ。それなら持っているし」

　収穫祭のときに身に着けた橙だいだいのトドーレブスは、地下水路に入ったことでぼろぼろになってしまった。

　シェヘラの手持ちの『立派な服』といえば、ギルドの仲間から贈られた透すける青のベールとトーブだけである。

「いや、せっかくだから新しいものを着ろ。青は飾り櫛と合わない。それとも、また宝石を贈ってほしいのか？」

「い、いらない！」

　そんなもの、いくらするか分からないじゃないの！

　シェヘラが慌あわてて断ると、サディーンは苦笑した。

「倹約上手な魔法使いさんは、もちろんトーブを受け取るよな？」

　つまり、断ことわれば宝石を贈られてしまうということになるわけで。

（たぶん、宝石よりトーブのが安い……よね？　サディーンの負ふ担たんになりたくない……）

　彼はそんなことを気にしなくてもいいと言うだろうが、シェヘラは彼のへそくりをいたずらに減らしたくはないのである。

「う……うん。トーブ、楽しみにしてるね。ありがとう」

「受け取ってもらえるようで、うれしいよ」

　サディーンに撫でられて、見物客から悲鳴のような声が上がった。

（はっ……いろんな人に見られてるってこと、忘れてた……）

　彼女が顔を赤くさせている間に、ギルドの一いつ行こうは城の王宮の門をくぐったのであった。




　城の関係者に式典の段だん取どりを確認していたはずのカイルが、妙な顔をしながら自分のもとへ戻ってきたので、サディーンは眉をしかめた。シェヘラを含める女おんな子こどもは先に離り宮きゆうに入るように指示を出しており、ここにいるのはカイルとサディーンだけである。

「あなただけ、離宮ではなく宮殿に入るようにと……」

　声をひそめて、カイルは告げた。

「アフガットか？　この間の事件のことで何か話でも？」

「分かりません。しかし、おかしいことは確かです。指定された部屋は、あなたがかつて暮らしていた場所と同じ。王子の私室ですよ。いくらアフガット王子でも、国王の手前その場所にあなたを通すことはできないのでは……」

　現国王が追い出した王子を、勝手に宮殿で暮らしていた部屋に通せば、国王から不ふ興きようを買うことは間違いない。

　サディーンが出ていったのちに、誰かがその部屋を使ったかどうかは、彼には知るすべがない。けれども、一いつ介かいの商人を泊めるには、不自然な選せん択たくであることは確かであった。

「アフガットじゃないとすると、その部屋を指定したのは……国王ってことか？」

　わけが分からない、とサディーンは白の尖塔を見上げた。中央の宮殿を守るようにいくつもそびえ立つ尖塔は、見えない檻おりの格こう子しのようで、彼を落ち着かなくさせる。

　城を出ることになったあのとき、露ろ台だいから落とされた食器類や紙束、模も造ぞう刀とうに衣服、王子であったときの自分の所有物。それらが尖塔のてっぺんから降ってくるようで──彼は己の愚おろかな妄もう想そうに、辟へき易えきした。

「あの部屋は見たくもない。無視して離宮に行くぞ」

「国王の命令だとしたら、勝手は許されないのでは」

「知るか。何かの手違いじゃないか？　どうせ泊まるのは一晩だけなんだからな」

　──そう、ここにいるのもたったの一晩だけだ。

　自分はもうこの国の王子ではない。ただ賞金をもらいにきただけの、ギルドの商人なのだから。




　王宮にたどり着くと、ギルドの面々は客人用の離宮に通された。

　式典の後にはここで一晩かぎりのもてなしが与えられることとなっている。

　雪花石膏アラバスタで造られた純じゆん白ぱくの壁かべや柱がえんえんと続く廊ろう下かを歩き、真っ白の世界に映はえる赤の絨毯を踏みながら、ギルドの商人たちはめいめい与えられた部屋の豪ごう奢しやさに感かん嘆たんの声を漏らした。

「あたしの部屋は、ニーダと一緒だね」

　シェヘラは絨毯をふかふかの寝しん台だいに置いた。天てん蓋がいつきの、お姫さまが眠るような作りである。柱は花を象かたどったアラベスク文もん様ようが彫られており、乳にゆう白はく色しよくの日よけ布が垂れていた。宿やどでも取らない限り寝台で眠ることはないギルドの生活に、シェヘラも慣なれつつあったので、とてもありがたく感じた。

「すっごい、客間でこれかあ。本物のお姫さまはどんなもので寝ているのやら」

　ニーダはあちこち部屋を物色し、ほうろう細ざい工くで細やかな装飾が施ほどこされた鏡きよう台だいを見つけると、さっそく蓋ふたを開けて髪を整えはじめた。

「本当にね……あっ、絨毯、いたずらはだめよ」

　ぼよん、ぼよん、と絨毯が寝台の上で跳ねている。行進の間中、ぐるぐる巻きの状態を我が慢まんしていたのだから今だけは大目に見ることにして、シェヘラはニーダと共に客間の探検を始めた。

「すごいわ。一室一室にお風ふ呂ろがついてる……。お風呂屋さんに行かなくても、ここで全部済ませちゃうのね、王宮の人は」

「王族は王族で専用の浴場があるそうよ。立派なんでしょうねぇ」

　髪をくくって立ち上がったニーダは、卓たくの上に果物の載った皿を見つけると、木イチゴの実をぽいぽいと口へ放り込んだ。

「残念だったね、サディーンと同室じゃなくて。カイルも頭が堅かたいなぁ」

　彼女にからかわれて、シェヘラは頰にさっと朱しゆを差した。

　部屋割りはすべて、カイルが決めたのである。サディーンは最後までシェヘラを自分と一緒の部屋にしようとねばっていたのだが、ものすごい形ぎよう相そうのカイルににらまれたため、おとなしくなったのであった。

「おーすごい。顔真まっ赤かにしちゃって」

「そ、そんな、同室なんてぜったい無理！」

「恋人同士なんだしいいじゃない」

　一度彼と一緒に眠りこけてしまったことはあるものの、寝息を（もしかしたら寝言も）聞かれたり、身み支じ度たくを整える姿を見られたりするなんて、とてもじゃないが耐たえられそうにない。

「同室だったら、サディーンの貴重な着替えを拝はい見けんできるよ！」

「み、見ないでいい！」

　おたおたしながらニーダから距きよ離りを取るシェヘラに、彼女はぶっと噴き出した。

「シェヘラってからかうと面白いよね。サディーンがいつもべったり構かまってるのが分かる気がする。ね、おまじないの効果はあったんでしょう？　恋人になったんだからさ」

　いたずらっぽく笑って、ニーダは片目をつむった。

　あ、とシェヘラは唇くちびるを尖らせる。

「そういえば、すっかり忘れてた。ニーダ、あたしに噓うそを教えたでしょう」

「噓じゃないわよ。もっと仲良くなりたいって伝えるおまじないって言ったでしょ。普通の女の子なら、ぴんとくるはずよ」

「あ、あれでどんなに恥ずかしい思いをしたか……！」

　収穫祭でサディーンと気まずくなったとき、ニーダは彼女に、髪飾りを渡すようにと助じよ言げんをした。

　感謝の気持ちを伝えるための、習ならわしなのだと言って──。シェヘラはギルドを抜けようとしたサディーンを引ひき留とめるために、ニーダに教えられるまま、髪飾りをサディーンに渡してしまったのである。

　……そのあとのことは、今思い出しただけでも、熱湯の中に放り込まれたような気分になる。

　ニーダは、几き帳ちよう面めんに剝むいていたぶどうの皮を放り出し、卓の上から身を乗り出した。

「えっ!?　恥ずかしいことがあった!?　待って、まず最初にどこに触さわられたか……そこから教えてちょうだい！」

「ふ、ふざけないで！　あんな意味があったなんて、知らなかったから、あたし……」

　なんと、男性に髪飾りを贈るのは「私をあなたのものにしてください」と告白をする、収穫祭の大だい胆たんな言い伝えだったのだ。

　もちろんシェヘラには、そのような願望は、これっぽっちもない。

「え!?　胸から触られた!?　声が小さい聞こえない！」

「そ、そんなことひとことも言ってません！」

　主人が大声を出したので、何事かと絨毯が寝台で遊ぶのをやめてしまった。シェヘラはごほん、と咳せき払ばらいをして、落ち着きを取り戻すために目の前の木イチゴに手を伸ばす。

「と、とにかく何もなかったわ。サディーンだってあたしがそんなことをするはずないと気がついていたもの」

「噓つき。さっき恥ずかしいって言ったくせに。何かあったのに隠す気ね」

　木イチゴをわざと大げさに咀そ嚼しやくして、シェヘラは黙もく秘ひを貫いた。

（実際に、何もなかったようなものだもの。背中に手を回されて、ちょっとささやかれただけで……）

　あのときのサディーンは、どきどきしたけれど、少しだけ乱暴で怖かった。

　今は優しく触れてくる。シェヘラのことを、怖がらせないように。

「実際、どうなのよ。恋人同士になったことだし、そろそろ結婚のこととか考えなくていいの？　バクラーシへ行けばしばらくアラハバートには戻ってこられないわよ。商売が軌き道どうに乗るまで年単位の時間がかかるかも。あっちで結婚してもいいだろうけどさ、やっぱり二人ともアラハバートの人間なんだから、この土地のやり方で挙式したいじゃない」

「結婚はまだ、一人前になってからと思っていて、サディーンも了りよう承しようしてくれているし」

「一人前かぁ。どうすれば一人前になれるんだろうねぇ」

　ニーダも、やっぱり自分のこと一人前って思っていないのかな……。

　彼女の香こう料りよう屋やはとても繁はん盛じようしている。新しいもの好きでおしゃれに目がない彼女は、アラハバートの女性たちの心をがっちりとつかんだ品を工夫しているようで、移動するたびに年頃の少女たちはニーダの露ろ店てんに列をなしているのであった。

「ニーダは、まだやりたいことがあるの？」

「うーん、まぁお店でそれなりに生計立てられてはいるけどさ。これで満足したらもうそこで止まっちゃうじゃない。私は嫌よ、そんな地味な人生は」

　どうやら彼女には、目標があるらしい。

（サディーンも、自分の軸じくを持つことが大事だと言っていた。きっとニーダもそういうものがあるんだ）

「ちなみに、ニーダの一人前って、どういう自分なの？」

　ニーダはよくぞ聞いてくれたとばかりに、胸を反らした。

「そりゃもちろん、シェヘラみたいなうぶな子でも、体に火がついたみたいにむらむらするようなお色気香料を作ることよ」

　シェヘラは盛大にむせる。

「絶対売れるわ……これは売れる。究きゆう極きよくのお色いろ気けの匂においよ。いろいろ試ためしてサディーンにつけさせているんだけど、なんかいまいち効果ないのよねー。シェヘラもまだ無事清きよらかだしなぁ」

「ひ……人を使ってそんな実験を……」

（何か間ま違ちがいがあったらどうするつもりだったのよ！）

　シェヘラがわなわなと口を震わせているのもお構いなしに、ニーダはしれっと言ってのけた。

「とりあえず私の目標は、ふたりの新婚初しよ夜やまでにこのお色気の匂いを完成させることよ。そして私は初めて一人前と言えるようになると思うの。がんばるから待っててちょうだい」

「がんばらなくていい！　別の目標を探してよ！」

「そうかなー。あれば絶対に役立つし夫婦仲も深まるし儲もうかるし、いいことずくめだと思うんだけど……」

　ニーダは腕を組んで、首をかしげている。

（ニーダの目標は……参考になったような、ならなかったような感じだわ。でもとにかく、彼女は自分の納得のいく商品を作りたいってことよね、たぶん）

　まずは自分がギルドで何をやりたいのかを決めた方がいいのかもしれない。ひとり立ちという目標は、漠ばく然ぜんとしすぎているのだ。

「シェヘラがやりたいこと決まったら教えて。サディーンも手伝うだろうけど、やっぱり女の子同士力になれることもあると思うし」

「うん、ありがとう」

　シェヘラは顔をほころばせた。

「シェヘラに助けてもらった命だし、必ず何かさせてよ。お色気香料以外のことで」

　ニーダは一度、熱病で生死の境さかいをさまよった。シェヘラはどんな怪我や病気も癒いやす命の林檎を使い、彼女を助けたのである。

「あのまま死んでたら、きっとあの世に行っても未み練れんたらたらだっただろうからさ。本当にありがとうね、改めて」

「そ、そんなお礼なんていいよ。あたしは林檎の力を借かりただけなんだもの」

　扉とびらを叩く音がする。サディーンが着替えを持ってきてくれたらしい。

「お礼の一いつ環かんとして、着替えを手伝わせてくれるよね」

　ニーダは笑って、サディーンを迎えるために立ち上がったのであった。




　サディーンが用意していた衣装は、植物の曲線を細かな刺繡で施し、透ける緑の紗しやを何枚も重かさねた凝こった作りのものであった。繊せん細さいに重かさねられた生地はシェヘラが動くたびにふわふわと舞って、緑の影になるのである。

　刺繡には目を凝こらすと翠玉エメラルドがちりばめられており、過剰に主張しないながらも贅ぜい沢たくな品であった。

「父さんの煙けむり色いろだ……」

　シェヘラは鏡の前で一回転して、ぱちくりと目を瞬しばたたかせた。

　高価な服は着慣れていないので違い和わ感かんがあるに違いないと思ったのだが、濃こい緑色もふわりとした裾すそも、魔人の煙のようで親しみやすい。

　サディーンが、シェヘラのことを考えて選んだことがよく分かり、思わず胸の奥が熱くなった。

「シェヘラが気に入ったら、絶対同じところで結婚式の衣装をあつらえると思うわよ。この刺繡は今バスコーで流行してる花嫁衣装によく使われるものなのよねぇ」

　着替えを手伝おうか、とサディーンは冗談交じりに言ってきたのであったが、ニーダが容よう赦しやなく部屋から追い出してしまったので、今は廊下で待っている状態である。

（恋人同士になるおまけが、ついてこなくてよかった……）

　着替えにサディーンが同席するなど、気を失ってしまいそうである。

「結局、宝石と同じくらい高くなってしまったかも……」

　シェヘラは翠玉に触れて、溜め息をついた。

　式典という理由がなければ、シェヘラは普段と同じく贈り物を断っていたに違いない。

「シェヘラ。恋人からの贈り物は遠えん慮りよにせずに受け取っておくのが礼れい儀ぎよ」

「でも、これ、サディーンのお金なんだよ」

　彼が苦労して得たものを、当然のようにシェヘラが受け取って、いいのだろうか……。

　働はたらいて、お金を手にすることは簡単ではない。特に要よう領りようの悪いシェヘラは、いつも必死で生活費を稼いでいるのだ。

　いったいどれくらいがんばれば、このトーブ一着分になるのだろうか。

（考えただけでも、気が遠くなりそう……）

　ニーダは真ま面じ目めだなぁ、とシェヘラの背を叩たたいた。

「サディーンは、大枚はたいても痛くないと思うほど、シェヘラのことを想おもっているのよ。彼がシェヘラのために選んだものに遠えん慮りよしてたら、悩なやんで品を選んだ彼がかわいそうよ。ありがたく受け取って、かわいい姿を見せてあげるのが一番のお礼になるわよ」

　シェヘラは鏡の中の自分を見つめる。父さんの優しい煙に包まれたようなトーブを着て、戸と惑まどいがちにこちらを見ている。

　この生地をどうやって選んだのだろう。いくつものトーブを手に取って吟ぎん味みする彼を思い浮かべてみる。

（あたしが、袖そでを通しやすいようなものを一いつ生しよう懸けん命めい、考えてくれたんだ……）

　今回ばかりは贈り物を返せそうになかった。

「これ、ベールをつけないとちょっと露ろ出しゆつが多いな。サディーンの欲望丸出しじゃないの」

　ぶつぶつ言いながらニーダはシェヘラの髪にローズウッドの飾り櫛を留めてくれた。

　しっかりと頭に、揃そろいの刺繡つきのベールも固定する。

　緑の衣装にルビーの飾り櫛で、瞳と同じ柘榴ざくろの花の色合いとなった。

（確かに……ちょっと、胸元が心もとないかも……）

　ニーダの言うとおり、葉の飾りをあしらった肩かた紐ひもは細く、鎖さ骨こつの部分は生地がうっすらと透けていて、少しばかり大胆な衣装であった。

　似合っているか心配になったが（残念ながら、シェヘラは豊ほう満まんからはほど遠い体形をしている）、サディーンが選んでくれたと思うと、うれしい。

「ありがとう。……なんだか、衣装負けしてないかな」

「ぜんぜん。身に着けるものは肌はだになじむものだから、慣れればそんなことも気にならなくなるわよ。はい、できた。待ちくたびれてる恋人に、見せてあげなさい」

　シェヘラはおずおずと、立ち上がった。

　ニーダにうながされ扉を開けると、サディーンは一瞬驚おどろいたような顔をして、そして顔をほころばせた。

「予想以上だ。……かわいい」

　さりげなくだったが、面と向かってそう言われたので、シェヘラはぼっと赤くなった。

　い、いけない。すぐに顔に出るとからかわれる……。

　ニーダが苦笑して、後ろで扉を閉める音がする。

「どうしたんだ、うつむいて。もっとよく見せてくれ」

「あ、うん、ちょ、ちょっと待って」

　奥歯を嚙かみ、できるだけ表情を引き締しめて、シェヘラはぐっと上を向いた。彼女の顔を見るなり、サディーンはぶっと噴き出す。

「ど、どうして笑うの」

「いや、何だかこれから戦場に向かう兵士みたいな顔をしてるから……つい」

（顔……がんばって作りすぎた……）

　どちらにしろ恥ずかしくて消え入りたい気持ちになり、シェヘラは再び床を見つめてしまった。

「悪かった、どんな顔しててもかわいいよ。さあよく見せてくれお嬢さん」

「今顔赤いからやだ……」

「顔赤いなんていつものことだろ」

　い、いつも赤いのねあたし……。

　もういまさらだということに気がついて、シェヘラは朱に染まった頰を見せた。

「こういう格好もやっぱりいいなぁ。特に胸元が最高だ。式典放り出して二人きりで出かけたいくらいだ」

　ベール越しに髪を撫でられて、シェヘラはうわずった声を上げた。

「だめよ、式典のための衣装……だもの。トーブもベールも父さんの煙みたいで、すごくきれいで、もったいないくらい」

「絶対気に入ってくれると思った。そのトーブ、大事にしてくれるな？」

　シェヘラはうなずいた。

　彼が自分のために選んでくれたのだ。一生の宝物にするつもりだった。

（飾り櫛も、宝物になった。サディーンといると、宝物がいっぱい増える。高価なものが増えたからうれしいんじゃなくて、彼との思い出が増えたのがうれしい）

　ニーダが言っていた、金額を気にしなくていいというのは、きっとこういうことなのだとシェヘラは思った。

「ちょっと時間が早いから、離宮の周りを散歩してみるか？　シェヘラの好きそうな建国期の物語の庭があるんだが……」

「い、行きたい！」

　ぱあっと顔を輝かがやかせたシェヘラの手を取って、サディーンは満足そうにほほえんだ。
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「入りましたねえ、三番目の王子さま」

　露台を支える柱をするすると降りて、アリーは愉ゆ快かいそうな声こわ音ねで言った。

　ドゥルタヤ族の特殊能力で、顔は変えている。アフガット王子は継承権を取り戻したのと同時に、かつての環境も取り戻した。そうしてアリーたちは、晴れてアフガット王子の偵てい察さつ部ぶ隊たいに籍せきを戻したのである。

　アリーは気に入りの二十代の顔を、首を振って消し去った。

　王子の前では素顔で行動しているので、露台で猿さるの真似事をしていたのが自分だとばれてはまずいのである。

　アリーは年とし相そう応おうの、薄うすく皺しわの入った目元を細めた。

「これからどうなっちゃうのかな。どっちが王さまになるのか……俺たちの仕事ももうすぐ終わりですかね、先せん輩ぱい？」

　シフラは、黙々と地下水路の模も型けいを作製していた。苛いら立だたしげに、声を荒らげる。

「おい、アリー。お前も手伝え。こういうちまちました作業は苦手なんだ。指が太くてな」

　ならば、ちまちまカフワコーヒーなんぞを淹いれるのはやめればいいのに……。とアリーはそっと独ひとりごちた。

　シフラのかたわらでは、相も変わらず呪のろわれた沼ぬまのようなカフワが、不ふ穏おんな湯ゆ気げを立ち昇らせている。

　せっかく王宮の中にいるのだから、甘い果か汁じゆうの入った冷たいものや、新しん鮮せんな茶葉の香りが漂ただよう飲み物が欲しい。いや、贅沢は言うまい。あの泥どろ水みずを飲まされるくらいなら、いっそのこと海へひとっ走りして、しょっぱい海水をがぶ飲みする。

「どれどれ。アフガット王子の命令ですか」

　殺人級にまずいカフワを勧められる前に、アリーは設計図を手に取った。

「アラハバートの地下の構造を知りたいのかぁ。どこの穴が地上のどの場所に通じてるか、把は握あくしときたいってところですかね。ドゥルタヤの通路を探しているのか」

　北方の遊牧民族、ドゥルタヤ。

　かつては神に最も近い土地と言われた彼らの居住地域は、今は廃はい墟きよとなり果てている。

　不吉王で知られる三代シャフリヤール王を生み出したドゥルタヤの一族は、その没ぼつ後ごに国を追われ、地下へ逃のがれることとなった。

　彼らは『砂すなモグラ』という蔑べつ称しようで呼ばれ、アラハバートの民から激しい迫はく害がいを受けることとなった。それに耐たえかね、王政へ反はん旗きを翻ひるがえし歴史上初の反王政派となった彼らを抑えるため、当時の国王はとある盟めい約やくを持ちかけた。

「直接道を教えてあげられないのが悲しいところだなぁ。俺たちはお役目上、口出しは御ご法はつ度とですもんね」

　次代国王を決定するための『試験』制度。国王の長ちよう子しに次代として不ふ適てき切せつな点が見つかった場合に他の兄きよう弟だいと比ひ較かくし優ゆう劣れつをつけ、現国王と共に選考するこの制度の判定者として、ドゥルタヤは千年にわたって秘ひ密みつ裏りに王家に仕えてきた。

　試験を受ける者たちは、もちろんドゥルタヤの存在を知ることはない。

　アフガットが明らかに間違いを犯おかしていたとしても、彼を観察するアリーたちはいっさいの助言や助力をせず、仮の身分で正体を隠し注意深く見届けるのみである。

　シフラは、模型を作っていた手を止めた。

「クルファが地下で消えたことが気になっているらしい。毎日地図とにらめっこしながら道を足したり消したりの繰り返しだ。新たに手を加えるに耐える地じ盤ばんの調査も同時進行させているようだな」

「はあ。学者連中に丸投げしなくなっただけ進歩だと言いたいけれど、俺たちが観察できる隙すきが減るなぁ。また部屋に忍しのび込んでいろいろと拝はい借しやくするか」

「下へ手たな仕事はするなよ。最近のアフガット王子は気が立っている。巻物の位置がほんの少しずれていただけでも、警備兵を増やすぞ」

　アフガットお抱えの学者たちの顔を真似て近づき、堂々と研究の内容を把握することができなくなってしまったのは痛手である。アフガット王子は用心深い性格をしているので、顔を変えたとしても正体を見破られる可能性は十二分にありうるのだ。

　何度かアフガットの私室に忍び込み彼の様子をさぐったこともあったが、玄人くろうとのアリーですら王子の神経質な性格に舌したを巻いたのであった。──そのわりに、虫やキノコは平気だというよく分からない性せい癖へきの持ち主だが。

「いつまでも地下にこだわって。ラティーヤ王子と、クルファを見つける気ですね」

　第二王子ラティーヤは、ドゥルタヤ族のクルファが連れ去り、行方ゆくえ知れずとなっている。

「現状、手がかりは地下に隠されたシャフリヤール王の廟びようしかないからな。もともとアフガット王子は古いものが好きだし、得意分野だ。ここから弟王子の潜せん伏ぷく先を摑もうとしているんだろう」

「舞姫誘ゆう拐かい事件の犯人を放置しておくわけにはいかないですからねぇ。この問題に、もうひとりの継承権一位はどう向き合うのかな」

　アリーは、先ほど魔法使いの手を引いていた、褐かつ色しよくの肌の王子のことを思い出していた。

　あのシャフリヤール王子は、現在自分が継承権第一位であることを知らないままである。

　この機会に国王は彼を王宮に戻すつもりで、式しき典てんでは代理を許さず、本人をこの場所へ呼びつけたのであった。

「国王になった方がベルシアの姫ひめ君ぎみと結婚かぁ。見た目からして血筋に問題がないのは明らかにシャフリヤール王子だし、アフガット王子不利ですよね」

　シフラは、模型と格かく闘とうしながら、深く溜ため息いきをついた。

「これほど先の読めない次代の観察もないだろうな。それに……クルファのこともある。分かっているな。王子がクルファを見つけ、あいつからドゥルタヤの情報がわたる前に」

「俺たちで始し末まつをつける、でしょ」

　アリーは、さっと顔の作りを変えて、肩を回した。

「ドライドのところへ行ってくる。シャフリヤール王子がいるなら、あいつもついてきているはずだ。クルファを必ず、王族から引き離す」

　彼女の目的は、ラティーヤ王子をあやつり王権を掌しよう握あくすること。そして次期国王の母となり、ドゥルタヤを強大な一族としてのし上げることであった。

「俺たちは、砂モグラだ。これは卑ひ下げでも何でもない。地面の下から国を支える、誇ほこり高き一族なんだぜ。あのバカ女のいいようにされてたまるか」

　ラティーヤ王子はクルファの甘かん言げんに乗り収穫祭を乱みだしたことで、王籍を抹消される。

　代わりに不ふ祥しよう事じで一度は継承権を失った第一王子アフガットが、幼くして追放された第三王子シャフリヤールと共に、次代候補に返り咲く。

「まったく、めちゃくちゃだぜ。この世代はよ」

　アリーは、面倒そうにぼやいた。

　王子たちだけでなく、観察者たちにとっても、今回の式典は重大な転機となる。

　既にそれは、ほんの数時間後に差し迫っていた。
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　シェヘラはサディーンと共に、『水すい晶しようの庭』を歩いていた。

　離り宮きゆうの賓ひん客きやくの目を楽しませるために造つくられたとされるこの場所は、緑ではなく水晶で構成された珍めずらしい庭園である。

　中央にまっすぐ真しん珠じゆ貝がいを散ちらした水路が延び、水中では色とりどりの魚が泳いでいる。

　大小さまざまな水晶があちこちに配され、太陽の光を反はん射しやしてそれぞれにきらめいていた。

「庭というから、植物がたくさんあるのかと思ったけれど、すごくきれいな場所ね」

「緑の庭ももちろんあるけど、ここはちょっと特別なんだよ。俺もガキの頃はよく来た」

　サディーンは巨大な水晶の前にしゃがみ込んで、手て招まねきしてきた。彼の真似をして水晶を覗のぞき込むと、透とう明めいな石の向こうに歪ゆがんだ形の、魔人の姿が見える。

「どうなってるの？　これ」

「木片や鉄で作った魔人を水晶の中に閉じ込めてるんだよ。光の加減で変化を楽しめるようになっているんだ」

　シェヘラは柘榴ざくろの瞳を凝こらして、じっと魔人の姿を見つめる。

（これはおそらく、土の魔人ね。ちゃんと手に植物の種を持っているもの。あれが育つと七なな房ふさの葡ぶ萄どうになるのよ）

「あっ、すごい。魔人の足元、ちゃんと水晶が砕くだかれているわ」

「何か意味があるのか？　これ」

「この魔人は育てた葡萄を人間に横取りされてしまって、怒おこって地面を踏ふみ鳴ならすの。そしたら土がどんどん乾かわいて割れてしまうのよ。人間は大切に育てていた家か畜ちくを、割れ目に取り落としてしまうの」

「知らなかったな。前からなぜこの場所だけ疵きずがつけられているのか不ふ思し議ぎだったけど、そういうことだったのか」

「王宮は、伝説どおりの魔人がいっぱいだわ」

　シェヘラが声をはずませると、サディーンも口元をゆるめた。

「物語が変わってるんだっけ？　シェヘラが話す方が面おも白しろいって、子どもらが言ってたぞ」

　空あき時間に、ギルドの年少の子たちにねだられて、シェヘラは父に教えられた建国期の冒ぼう険けん譚たんを話して聞かせているのである。

　現在のアラハバートに伝わる建国期の伝説は、千二百年の間にさまざまな脚きやく色しよくや要素が盛り込まれ、現在ではまったく別の物語として定着しているのであった。

「あたし、父さんの寝物語を話しているときは楽しいなぁ……」

　シェヘラは口下手であるのだが、子どもたちにとっては彼女が言葉を紡つむぐまでの、ゆったりとした間がわくわくするようである。

「俺にも聞かせてくれよ。子どもらばっかりずるいだろ」

「でもあれは、もともと子ども向けの寝物語で──」

「じゃあ、結婚したときの楽しみにとっておくよ。毎日寝しん台だいで聞かせてもらおう」

　シェヘラは、じわじわと己おのれの顔に熱がせり上がってくるのを感じた。

（だ、だめだ！　お色いろ気け香こう料りようのことは考えないようにしなくちゃ）

　こんなときにかぎって、ニーダの目標が思考の隅すみをよぎって、シェヘラはうろたえた。

　だいたい、自分に結婚だの何だのは、まだ早すぎるのである。

　魔法のことも、ギルドのことも、自分なりの答えを見つけていないのだから。それまでは恋にうつつを抜かしている場合ではない。……彼と一緒にいると、そんな自分が揺ゆさぶられてしまうので、注意しなければ。

「ま、まだ結婚はしないから。ギルドでやるべきことを見つけてからだから」

「はいはい。結婚したら毎日一緒に寝起きして、飯を食べさせ合ったり一緒に風ふ呂ろに入ったりしような！　あ、子どもは四人以上で」

　すがすがしいほどの笑顔でそう告げられて、シェヘラは思わず後ずさった。

（そ、そんなことになったら確実に心臓が爆発して死ぬ！）

　シェヘラは再び顔が林りん檎ごのように紅こう潮ちようしていることに気がついて、慌てて頰ほおを押さえた。

「……やっぱり、早死にするから結婚できない」

「何だよその不ふ吉きつな予言は──」

　サディーンの言葉をさえぎるように、まばらな足音が響ひびいた。

「ご歓かん談だん中ちゆう、失礼いたします」

　シェヘラは思わず、目を見開いた。

　王家を讃たたえる鷹たかの紋もん章しようを身に着けた武ぶ官かんが数人、サディーンの前に膝ひざをついたのである。

（な……何で？　王家の臣しん下かが民間人にそんな礼の取り方を……？）

　まるで、主あるじに忠ちゆう誠せいを誓うしもべのような──。

「国王さまがお呼びでございます。式典の前に一度、お会いになりたいと──」

　サディーンは、冷たい目をして武官たちを見下ろしていた。

　シェヘラに向けていたあたたかな金色の光は消えうせ、明らかな拒きよ絶ぜつの視し線せんである。

「俺には会う用事がない」

「そういうわけにはまいりません。これは勅ちよく命めいです」

　ただならぬ雰ふん囲い気きである。

　シェヘラはサディーンと武官を、おたおたと見み比くらべた。

（国王さまが呼んでいる……もしかして、サディーンと和解しようとしているのかも）

　シェヘラの父である魔ま人じんフーガノーガは、サディーンの本名を愛情あふれた名前であると教えた。

（もし父さんの言うとおり、国王さまがサディーンのことを愛しているなら、彼とお母様をこの城から出したことにも何かきっと、理由があるはず）

　彼はそれを知らなくてはならない。

　サディーンは、せせら笑った。

「勅命か。そうだよな。俺は民間人だ。そう言われて逆さからえるわけがない」

　勅命を無視するような軽はずみな行いをすれば、サディーンだけでなく、彼の属ぞくするギルドにも累るいがおよぶことは明めい白はくであった。

「お連れも、ご一いつ緒しよにとのことです」

「……え？」

　シェヘラは、驚おどろきのあまりサディーンと武官を見比べた。

「あたしも、ですか？」

「はい」

　武官はシェヘラを呼び出す、詳くわしい理由を述のべようとはしない。

（何だろう。心当たりがあるとすれば……あたしが国王さまに林檎の力を使ったことに関してだけれど）

　ともかくここはついてゆくしかない。不安げに瞳を伏ふせると、サディーンはシェヘラの手を、力強く握にぎった。




　無ぶ粋すいなことをしてくれる。

　サディーンはふきげんであった。

　せっかく、シェヘラザードと恋人らしいひとときを過ごしていたというのに。あともう一ひと押おしすれば、サディーンとの結婚生活について彼女の考えを聞けたかもしれなかったというのに（早死にとかわけが分からんことを言われたが）。

　それを、この鷹たか紋もん様ようのごつい武官どもが邪じや魔ましてくれたのである。

　憎にく々にくしげな視線を送りつつ、サディーンは自分の手のひらにすっぽり収まっている、シェヘラの手を握りしめた。

　シェヘラは、ぎゅっと返してくる。

　普段と違う装よそおいのせいか、余よ計けいにかわいく見える。というかちょっと露ろ出しゆつさせすぎたかもしれない。自分が見たかったからあの衣装を選んだのだが、武官がシェヘラに二度ほど目を向けたので、いらっとした。

　王が何の用事で自分たちを呼び出しているのかは知らないが、とっとと済すませてバクラーシへ行きたくてたまらない。

　ベルシアへ渡ってしまえばしばらくはアラハバートへ戻ることはないので、うっとおしい王族たちのいざこざから解放され、商売に集中できるはずである。

　シェヘラには結婚したいという意い思しを伝えたが、彼女は大事な時期を迎えているので、言葉ほどサディーンは結婚を急せくつもりはなかった。──まぁ、放っておくと仕事に夢中になって自分の求きゆう婚こんのことなどすぐに忘れてしまいそうなので、定てい期き的てきに言うつもりだが……。

　自分がバクラーシで商売人としての転てん機きを迎えようとしているのと同じように、シェヘラもシェヘラで、自分を探す時期なのだ。

　からいかいたくなって結婚だ風ふ呂ろだ何だと言ったけれど、彼女を混こん乱らんさせてしまったようである。

（子ども四人が重すぎたかな。とりあえず三人って言っておいて、二人目を産んだあとくらいから追つい加かすれば良かったか）

　一人目はシェヘラにそっくりな女の子がいい。着せたいものは数え切れないほどある。一番かわいいと思うのは、アラハバート西せい方ほうに暮らす少しよう数すう民みん族ぞくの伝でん統とう衣装で、小さな花をちりばめた色いろ鮮あざやかな刺し繡しゆうの貫頭衣ポンチヨである。あれはよく売れた。娘ができたら絶対に着せようと思っていたのだ。

（それを、この鷹紋様が邪魔しやがって……）

　むなしい繰り返しになるので、サディーンは深い溜ため息いきをつき、気持ちを切り替えようとなだめた。だいたい、シェヘラとのあたたかい家庭を想像したあとに、かわいげのかけらもない筋きん骨こつたくましい男を視し界かいに入れるのは、あまりの落らく差さに立ち直れなくなりそうだ。

　武官たちは迷まよわず中央棟の方へ進んでいる。離り宮きゆうを出て、緑あふれる中庭を通り、宮殿の西側、王族たちのための門へ入るつもりなのだろう。

　それは王子であったとき、サディーンがよく利用した順路であった。

（この道みち筋すじだと、国王の用事は『ギルドの商人』にはないってことだな）

　ここ数カ月間、第三王子シャフリヤールとして、目立ちすぎた行動を取っていたことは否いなめない。

　本来は死んだことになっているにもかかわらず、船上で大立ち回りを披ひ露ろうしたり、舞まい姫ひめ誘ゆう拐かい事じ件けんで勝手に名前を使われたり（と、いってもサディーンではなく兄王子ラティーヤがやらかしたことなのだが）、最終的にはその舞姫を救出してアフガット王子に託たくしたりと、死人にしては元気すぎる行動を取っていたことは間ま違ちがいない。

　国王の用事は、おそらくそのあたりにあるのだろう。

（お前は死んだんだと、釘くぎをさしておくってところかな）

　言われなくても、第三王子はとっくに死んでいる。

　サディーン自身そのことはよく分かっていたし、またそうあるべきとも思っていた。

　彼にはもう、家族がいる。移動型商業ギルドで身を寄せ合ってきた仲間たち。それは彼が王子のままでは出会えなかった、かけがえのない宝である。

　そしてサディーンにとって何よりも大事な宝石は、シェヘラザードだ。

　不安そうな顔でサディーンに手を引かれている彼女を、これからの人生すべてを使って守りたいと思っている。

　いまさらその宝を手て放ばなすつもりはない。

　王が言葉にするまでもなく、シャフリヤール王子としての人生は、十年前のこの場所で終しゆう止し符ふを打ったのである。

　ほどなくして彼らは謁えつ見けんの間にたどり着いた。人ひと払ばらいがされているのか、あたりにひと気はない。武官の一人が扉の前で仰ぎよう々ぎようしく声をかけ、扉を開けた。

　ずいぶんと間を置かずにここにやってきたものだなと、サディーンは目の前の光こう景けいを見み据すえた。

　大だい理り石せきの床にまっすぐ延びる赤あか絨じゆう毯たんの向こうに、金きん欄らんの玉ぎよく座ざ。色をつけた象ぞう牙げや鉱こう石せきで『魔人たちの宴うたげ』を描えがいた天てん井じよう画がが広がり、扉と玉座だけのこの空間に華やかさを添そえている。

　もっとも、楽園の情じよう景けいとうたわれる天井画をのんびりと鑑かん賞しようすることは許ゆるされない。

　それよりも先に、玉座から放たれる金色の鋭するどい光が、来らい訪ほう者しやを捉とらえるからである。

　ああ、とサディーンは心の中でつぶやいた。

　変わっていない。見る者すべてを威い圧あつする、黄金色の瞳。

　十年ぶりの親子の再会は、ほんの数カ月前に済すましている。

　シェヘラザードが命をかけて自分の道を切り開いたように。そのとき、サディーンは長年彼を縛しばってきた父親との確かく執しつも、すべてこの場所に置いてきたのだった。

　サディーンがすっとひざを折おり、礼を取ろうとすると、国王は静かに、しかしこの広い空間の隅すみ々ずみまで響ひびきわたる声で言った。

「必要はない」

　サディーンはいぶかしげに、眉まゆをひそめた。

　国王は玉座に座ったまま、赤い絨毯の上に立つ青年を見つめている。
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「お前を呼び出したのは、ほかでもない。ラティーヤのことだ」

　王がそう切り出したので、サディーンは納なつ得とくした。

（ああ、ラティーヤの居場所を知りたいのか。アフガットと一緒にあいつを追っていたからな）

　尋たずね人びとのために、多た忙ぼうな時間をわざわざ割さくとは。

　シェヘラに望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞかせる気はないのか、国王は、かたわらに立つシェヘラの方には目もくれなかった。

　国王は魔法の存在を知っているはずだが、けしてそれに手を出そうとはしない。──必要のないものだと、かつて彼は言ったのである。

「第二王子の居場所は存ぞんじません。私よりも、アフガット王子の方がよく──」

「そんなことはいい」

　王はサディーンの言葉をさえぎり、立ち上がった。

「ラティーヤの王おう籍せきは剝はく奪だつした。もうこの国の王子ではない。それにともない、お前の立場も変わる」

「は……？」

　何で、俺とラティーヤが関係あるんだよ。

　サディーンが疑ぎ問もんを口に出す前に、国王は言い放った。

「お前に王籍と継けい承しよう権けんを戻す。順位はアフガットと同列の第一位。私が死ねば、お前とアフガットのどちらかが『アラハバートの全ぜん知ち』だ」

「意味が分かりません」

　何を言っているのだ、この男は。

　十年前にサディーンは、目の前の男に城を追われたのだ。

（それが今頃になって、王籍を戻すだと？）

　腹の奥から、煮にえたぎるような怒いかりが湧わき上がってきた。

「お断ことわりだ。俺は王族に関わるつもりはない」

「お前に拒きよ否ひ権けんはない」

「いまさらになって、何を言ってやがる！　母さんは城にいたら死ななかったかもしれないのに！　何もかも遅い、俺は王族には失しつ望ぼうしているんだ！　あんたらの一員になれって!?　冗じよう談だんじゃない！」

　サディーンが声を荒らげても、国王は眉ひとつ動かさなかった。そのことが、さらにサディーンの神しん経けいを逆さか撫なでる。

「何もかもアフガットにくれてやる。俺はギルドでやるべきことがある」

「お前がギルドへ戻れば、仲間の商人たちはひとり残らず牢ろうへ繫つなぐこととなる。そこにいる、魔法使いも含めて」

「……何だって？」

　彼がけげんな顔をすると、国王は顎あごを反らした。続き部屋に控ひかえていたらしき側そつ近きんがサディーンのもとへとやってきて、厚い巻物を渡した。古めかしい装飾文字で書かれていたが、古代絵文字ではない。立派な現アラハバート語である。

　それは、法ほう律りつ書しよであった。

「誘ゆう拐かいの罪つみ……？」

「お前はすでに、王位継承権を手にしている。王族は国王の許きよ可かなく行動することは許されない。出しゆつ奔ぽんに加か担たんした者は、王族を騙だまし、誘ゆう惑わくし手の内におく意思があったものとみなす。お前がギルドに戻れば、お前が王族でありながらその事実を無む視しし、国中を連つれ回すギルドの商人たち全員が、罪ざい人にんだ」

「お、お待ちください」

　シェヘラはかたわらで小さく震えていたが、しぼり出すようにそう言った。

「それは……サディーンの意思がどうあっても、彼がギルドに戻ることを……許さないということでしょうか」

「そうだ。世せ話わ係がかりとして気心が知れた者が欲しいなら、ひとりくらいは認みとめる。だが、魔法使いは王国に関わるべきではない。魔人の娘が親したしんできたものは、国を背せ負おう身み分ぶんの者にはもっとも不必要なものだ。言っている意味は分かるな」

　国王は、シェヘラを拒きよ絶ぜつする言葉を口にした。

　シェヘラは蒼そう白はくな表情で、それを受け止める。

　サディーンはかっと頭に血がのぼり、わめき散らした。

「あんた、シェヘラに助けられたくせによくそんなことが言えるな」

「装しよう束ぞくは用意してある。お前に反はん抗こうの意思を見て取った場合、商人たちが滞たい在ざいするのは離宮ではなく地下牢だ。長おさならば、賢けん明めいな判はん断だんをしろ」

「待て、行くな！　俺は継承権なんていらない！」

　王はサディーンの言葉を無視し、謁見の間を去ろうとしている。

「お前個人の問題ではない。アラハバートの未来がかかっている。アフガットがふさわしくないと判断されれば、お前が私の後を継つぐ。逆もまた然しかりだ。実感が湧かずとも、これからお前にふさわしい教育を施ほどこす」

「いらないっつってんだろ、人の話聞けよ！」

「式典が始まる。すぐに支し度たくを始めろ。お前が拒こばめば、商人たちがどうなるか理解できているな」

　王はふたりに背を向ける。

　サディーンは唇を嚙みしめた。血液の、錆さびた味がした。




　シェヘラはしばらく呆ぼう然ぜんと、去ってゆく国王の背中を見送っていた。

　こんなことになるなんて、先ほどまで予想もしていなかった。

（サディーンが……国王になるかもしれない……？　既すでに王位継承権は彼に戻っている。それなら、あたしは──）

　シェヘラが親しんできたものは、国を背負う者には不必要である。国王は彼女にはっきりとそう告つげた。

　親しんできたものとは、魔法のことに他ならない。国王は、魔法使いは国に関わるべきでないと伝えるために、彼女をここに呼んだのであった。

　つまりは──サディーンから、離れるようにと。

　恋人同士の誓ちかいを交わしたばかりのふたりには、酷こくすぎる宣せん告こくであった。

（けれど……もしこれが、アラハバートにとって、サディーンにとって正しい選せん択たくであったとしたら？）

　もともとサディーンは王族である。本ほん来らい彼が身を置く場所は、ギルドではなくこの王宮だ。

「お支度をしましょう。別室へご案内いたします」

　いつの間にか数名の女によ官かんが彼を取とり囲かこんでいた。シェヘラとサディーンの間に壁かべを作るように、彼女たちは割り込んでくる。

「サディーン」

　シェヘラが彼の名を呼ぶと、女官たちは彼女をじろりとにらんだ。一いつ瞬しゆんひるんだものの、シェヘラは続ける。

「王族の衣装を着る……んだよね？」

　国王は、彼がギルドに戻れば仲間を投とう獄ごくすると言った。サディーンは王族として式典に参さん加かする以外のすべがない。彼はけして家族を見み捨すてないはずである。

　サディーンはうなずいたが、早口で言った。

「今だけだ。国王ともう一度話す機会を設けたら、すぐに王位継承権を返へん上じようしたいと伝える。どちらかが国王になるとは言ったが、俺は王おう座ざに座る気がない。胸むなくそ悪い衣装を着たくはないが、仲間が牢ろうに繫がれるほうが、我が慢まんがならないからな」

　サディーンがもう一度説得して、どうにかなる問題なのだろうか。

　国王の意思は堅いように見えた。そう簡かん単たんには、覆くつがえらない。

　シェヘラの思し考こうとはうらはらに、サディーンは力強く言った。

「だからお前も……国王の言ったことは、気にするな。魔法はお前の誇ほこりで、俺はその誇りに甘あまえるような人間にはならない。そして必ず、一緒にバクラーシへ行く。約束だ」

「……うん」

　なんだか奇き跡せきのような約束に思えた。

　けれどシェヘラは、そんな奇跡にすがりたくて、サディーンに力のないほほえみを返したのであった。
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　火であぶったジャクラマールの甘い香りが、薄うす暗ぐらい地下室に広がっている。

　香こう炉ろから立ち昇る緑色の煙けむりが、横たわる青年のすぐそばですっと消えた。

　クルファは、炉に蓋ふたをして、本日の施せ術じゆつを終おえた。

　寝しん台だいに腰掛け、そっとラティーヤの前髪を搔かき上げる。うっすらと汗あせをかいていた。指先で水すい滴てきをなぞって、手のひらを押おし当てる。

　彼女の低い体温が心地ここちよいのか、ラティーヤの表情から硬かたさが消える。

　さて、どうしたものか。

　クルファは目をすがめて、寝ね息いきを立てる王子を見下ろしていた。

　地下に身を隠かくし、はやひと月半。

　当初の計画は狂くるわされたが、手て札ふだはまだ残っている。

　王宮に潜せん入にゆうしていたときに作った駒こまは、定期的にクルファに情報をもたらしていた。

　アフガット・シャフリヤールの両王子が継承権を手にし、そしてラティーヤは王籍すら失った。

　国王は、ラティーヤ王子を最後まで顧かえりみなかった。

　公こう平へいに物事を進めているように見えて、実のところ国王はかなりのシャフリヤールびいきである。

　きっとこの事実は、ラティーヤを苦しめるに十分であろう。

　シャフリヤールの名前の本当の意味を、おそらくラティーヤは知らない。知ったらさらに手がつけられなくなることは分かりきっているので、クルファも教えるつもりはないが。

（この王子は、自分自身の最大の弱みから目を背そむけている。父王が倒れたときに誰より先に兄弟を始し末まつしようとしたのは、自分が一番父親に見み放はなされていると、本ほん能のう的てきに気きがついていたからに他ならないというのに。父親のことなど、どうでもいいかのようにふるまう）

　まるで自身の傷を気け取どられまいとするかのように。

　ラティーヤは子どものときのまま、成長していない。

　彼の時は庭てい園えんを焼いたあの日から止まっている。

　自分が何のために王位を欲ほつしているのかさえ、忘れてしまっているのだから。

（でも、私には関係ない。必ず復ふく讐しゆうを果はたす。そのためにこの王子を利り用ようするのよ）

　誰よりも、彼を見てきた。つまらない『砂モグラ』として。

　けれど今は違う……。

　ラティーヤのまぶたが動く。

　クルファは彼の髪を撫で、そして目を覚さました彼のために笑みを浮かべた。

「ラティーヤさま。そろそろ遊びを始めませんか」

「あそび……？」

　かすれた声で、ラティーヤはつぶやいた。

「そうです。王おう冠かんを奪うばう遊ゆう戯ぎですよ。ご兄弟を、あっと言わせてさしあげましょう」

　クルファが彼の額に唇くちびるを押し当てると、ラティーヤは幸せそうにほほえんだ。





[image: ]






　式典の広間は城内で最もつとも華やかな場所である。

　巨きよ大だいな円えん形けいの吊つり細ざい工くにいくつもの硝子ガラス製せいのランプが取り付けられ、橙だいだい色いろの灯あかりをともしている。天てん井じようの幾き何か学がく模も様ようは、蛍けい国こくから取り寄せた翡ひ翠すいやベルシア産の瑪め瑙のう・碧玉サフアイアで彩いろどられていた。各国の大使をもてなす場所でもあるので、親しん交こう国こくの特産品を見えるところに取り入れた細工らしい。

　緑や青の彩さい度どの高い色硝子と金きん箔ぱくを使ったモザイク装飾の窓枠は幻げん想そう的てきな雰囲気を演出している。

　そのような華やかな場所に不ふ釣つり合いなほど、ギルドの商人たちは暗く沈しずんだ顔をしていた。

　サディーンが宮廷装束を身にまとい、国王が彼の復ふつ権けんについて伝えると、めでたい席であるはずの式典の広間はしんと静まり返り、賞金は当然のごとくカイルに手て渡わたされたのであった。

　サディーン不ふ在ざいのまま大量のごちそうが並ぶ続き間に通され、商人たちはぼんやりと食卓を眺ながめるばかりである。

（サディーンと国王さまは、ここには来ないのね……）

　難むずかしい顔をしていると、ニーダがシェヘラの前に山盛りの料理──羊よう肉にくと林檎を煮に込こんだものや、港に揚あがったばかりの新鮮な魚ぎよ介かいが載った皿をずいと突き出した。

「食べなさいよ。気持ちは分かるけど、食いっぱぐれは損そんよ」

「うん……そうだよね」

　おとなしく皿を受け取って、シェヘラは瞳を伏ふせた。

　このままではサディーンはバクラーシへも行けないし、商品をかついでアラハバート中を巡めぐることだって、できなくなるかもしれないんだ……。

　彼の言葉を信じたいけれど……。

　国王のかたわらに立った彼が、純じゆん白ぱくの装束に身を包つつんでいるさまは、とても自然であったのだ。

　ニーダはシェヘラの横に腰を下ろして、ふるまわれた酒をかたむけた。

「サディーンが王さまになるの、私はありだと思うんだよね」

「え……？」

「そりゃ、寂さみしくなるわよ。もう一緒に旅はできないんだろうし。けど、彼はもともと王子さまだったんでしょ。元いた場所に戻って、王さまになるのもありなんじゃないかって。私たち庶しよ民みんのこと、よく分かってくれるいい王さまになるんじゃないかな。まぁ名前の問題はあるけど、そんなの国こく政せいがうまくいっちゃえば些さ細さいなことでしょ」

「シャフリヤール」という名前の王子が次じ期き国王になってはいけないという決まり事はない。

　どうしても悪い印象を払ふつ拭しよくしたければ、即そく位いと共に名前を変えることだってできるかもしれない──。シャフリヤールではなく、サディーンに。

　サディーンはギルドをとても大切にしているけれど、王宮に残る選択が彼を、アラハバートを良き未来へ導みちびくのなら、シェヘラたちはおとなしく彼をあきらめるしかないのであった。

（もしそうなったら……あたしはどうすればいい？）

　このままでは、サディーンと離ればなれになる。

　彼のことを好きだと、自じ覚かくしたばかりであったのに……。

　シェヘラの食しよくが再ふたたび進まなくなってしまったので、ニーダはあわてて言い足した。

「違うのよ。シェヘラとサディーンが別れたほうがいいなんて思ってないわ。むしろうまくいけばシェヘラは次の王おう妃ひさまかもしれないし、その方がなんかこうのし上がった感じすごいっていうかそれなら私のこと女官として雇やとってくれたら高こう級きゆう官かん僚りよう捉つかまえて私もおいしいっていうか──」

「あたしが王妃なんて、あるわけないよ。もしサディーンが国王になってしまったら、それこそ顔を見ることもかなわない人になる。……ううん、もうすでにそういう人になっているんだよね。王籍が戻っているのだから」

　シェヘラは国の中心に関わるべきではない。ただでさえ、魔法を巡って王子たちの争いに巻き込まれているのだ。国王が彼女を遠ざけようとしたのも、地上から失うしなわれたはずの力が国主に悪あく影えい響きようを及およぼすことを憂ゆう慮りよしたに違いなかった。

「シェヘラ……」

　サディーンとシェヘラの間に、大きな隔へだたりができた。

　昨日まで、一緒にごはんを食べたり笑い合ったりしていたというのに。

　先ほどまで、すぐ近くで話をしていたのに。

　会いたい。

　彼と向き合って、言葉を交かわしたい。シェヘラのたどたどしい言葉を辛しん抱ぼう強づよく待ってくれる彼の、優しい金色の瞳を見つめていたかった。

　むしょうに彼の顔が恋しくて、シェヘラはたまらない気持ちになっていた。
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「すっごいふきげんだったなあ、お前のとこの王子さま」

　アリーはやれやれといった具ぐ合あいに肩を回して、口を閉ざしてうつむくドライドに目をやった。

「継承権欲しがって争う王子なら見てきたけど、継承権捨すてたくてしょうがない王子は初めてお目にかかったぜ」

「王さまは、卑ひ怯きようだ……。自分たちの命を、質に取るなんて……。彼は、ギルドを選べないに決まっている」

　ドライドはギルドの仲間たちが参加しているはずの式典や宴えん会かいにも姿を見せずに、城の隠かくし部屋──ドゥルタヤたちの会議室で、黙もく々もくと暗あん号ごう記き録ろくを作成していた。

　アリーいわく、砂さ糖とうと蜂はち蜜みつとべったべたな果か汁じゆうをいっしょくたにしたような、甘ったるい恋物語に織おり交ぜて──。

「おいっ、俺がいよいよ買いづらくなるからそんな場面入れるなよ！」

　アリーに頭を小こ突づかれるが、先ほどからドライドは彼の注ちゆう文もんに対し無視を決め込んでいる。

「やる気のない王子に継承権を与あたえてどうするんだかねぇ。最初からアフガット王子ひとりにしておけば、こんなことにならずに済すんだのに」

「シャフリヤール王子はもともとやる気がなかったわけではない。城にいた頃は勉強熱心だった。国王との別れ方が、良くなかっただけだ」

「にしたって、カワイソーですよね。強ごう引いんに追い出されたと思えば一いつ方ぽう的てきに戻されて……。これから半年間で失われた十年ぶんの帝王族教育、詰つめ込こまれるんでしょ」

　白の王宮に部屋を与えられたのはもちろん、ただ第三王子に居い候そうろうをさせるためではない。

　民間人として育った彼が王子としての品ひん格かくや教きよう養ようを取り戻すべく、王族を長らく観かん察さつしてきたアリーたちでもぎょっとするような、厳しい内容の学習期間が待ち受けているのであった。

「そりゃ、怒おこりますよ。俺だってキレるね。ぜーんぶ王族の都合で予定してたギルドのことだってパア……」

「ひとりの感情より、国の未来の方が大事だと思わないか。シャフリヤール王子ひとりが我が慢まんすれば、アラハバートが良き国王を得えられるとしたら？」

　アリーは「はっ」と息を吐はいた。

「そんな保ほ証しようはどこにもない。シャフリヤール王子が良い王さまになるっていう確かつ固こたる何かがあれば、納なつ得とくできたかもしれないが」

　現在、アフガット王子とシャフリヤール王子の立場は同列。それは「どちらが王になっても構わない」という意味ではなく、「どちらがふさわしいかを判はん断だんしかねている」ということである。

　王の余よ命めいは、残り半年。それまでに次の冠を戴いただく者を決めなければ、再び王位を巡っての争いが勃ぼつ発ぱつする。

「シャフリヤール王子が国王になったら、ベルシア王女を妻に持つのは彼だろ。どうするんだろうね、魔法使いは。まぁシャフリヤール王子が側そく室しつとしてハーレムに置いてはくれると思うけど」

　黙々と手を動かしていたドライドが、口を開いた。

「シェヘラはきっと……ハーレムには、入らない……」

　アリーが片かた眉まゆを上げる。

「何でだよ。ハーレムで寵ちよう姫きになればギルドで砂まみれになって働く必要もないし、治ち安あんの悪い場所で店を開くたびに魔法の道具を奪うばわれないかビクビクする必要もない。この国の女たちは、進んであの場所へ行きたがる者もいるぜ」

「シェヘラは……そういう人じん種しゆではない。ただ王の愛だけを気にかけるような生き方は、できないはずだ……」

「じゃあ何だ。シャフリヤールが国王になったら、あの二人はお別れかい」

　ドライドは再び口をつぐみ、作業に戻った。彼は答えたくない内容の会話はしない主しゆ義ぎである。

「どちらにせよ、魔法使いの動どう向こうにも十分な注意を払うべきだ。あの娘はクルファが手て駒ごまにしたがっている。国王は魔法使いを第三王子から引き離すように仕し向むけているので、王宮に残ることはないだろう。実家の神殿に帰るか、それともギルドに籍せきを置くか──我々はそれぞれ役やく割わり分ぶん担たんをする必要がある」

　夜が明ければ、彼女は護衛ひとつつかない身で無む防ぼう備びに旅をすることとなる、

　彼女をクルファに獲とられてしまえば、アリーたちにとってもやりづらくなることは間違いなかった。

「初恋は実みのらないっていうけど、本当なんだなあ」

　アリーはすっかり夜のとばりが落ちた窓の外を眺ながめながら、そうつぶやいた。
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　宴うたげが終わると、カイルは予定どおり、明日からバクラーシへ向かうと仲なか間まに告げた。

　彼自身もサディーンを失うことに衝しよう撃げきを受けていたようだが、今はとにかく、ギルドの生活を守らなければならない立場となったのだ。

　サディーンを強引にでも連れて城を出て行きたい気持ちを、カイルは抑え込こんでいた。それは、普段は冷静な彼が落ち着かなく離宮の廊ろう下かを行ったり来たりしている様子や、何度も部屋を覗のぞいては溜め息をつく姿を見ていれば、何も言わずとも、おのずと分かることであった。

　サディーンと共にギルドを支えてきた彼は、いつまでも落ち込んではいられなかった。みなの生活は、今はカイルひとりの背中にかかっている。自分の気持ちはひとまず置いておいて、ギルドの未来のために動き出したのだ。

　反はん面めん、いつまでもぐずぐずとしていたのは、シェヘラザードである。

　国王の言うとおり、魔法を王族たちから切り離さなければならないと思う気持ちと、サディーンのもとを離れたくない気持ちが彼女の中でせめぎ合っていた。

　継承権のことが本当ならば、ちっぽけな少女であるシェヘラにはどうすることもできない。

　ただ、もう一度だけでいい。彼に会いたかった。

　夜はふけてしまう。朝になれば、もうここにはいられない。

（サディーンのそばで過ごせる、最後の夜かもしれないのに……）

　シェヘラはひとり水すい晶しようの庭園の、ひときわ大きな水晶の前に座り込んでいた。考えがまとまらずに、寝しん台だいに入っても目がさえてしまったのだ。昼間サディーンと歩いた庭は、月光を受け透とう明めいに輝かがやいている。

（あたしは、サディーンやみんなと一緒にいたくて、父さんを助けたあとも神殿に戻らないと決めた。けれど、ギルドでひとり立ちをしたいとも思っている。サディーンがこれから王宮で生きてゆくのなら、あたしはここに残ることはできない。あたしは彼の奥さんでも、身の周りの世話ができる人でもないから……そして何よりも、魔法使いだから）

　つまり、シェヘラはここでサディーンとお別れをしなくてはならない。

　彼が国王にならなければ、もう一度共に旅をすることはできるのだろうか？　それとも、彼が国王になるのが、この国のためになる……？

　ふと、月つき明あかりに伸びる影が、シェヘラの思し考こうを中ちゆう断だんさせた。

　彼女は振り返り、あっと言葉を漏もらす。

「国王さま……！」

　そのまま面おもてを伏ふせようとした彼女に、王はやんわりと「顔を上げなさい」とつぶやいた。

　少し離れた場所に、武官が待たい機きしている。すぐそばに彼らを置かないところをみるに、国王はシェヘラに、ごく個人的な話をするためにやってきたようだった。

「あなたには、直接礼をしなければならないと思っていた。命の恩おん人じんだからね」

　シェヘラは国王に林檎を使ったのち、彼と言葉を交わすことなくその場を去さっている。

　王の生せい還かんを待まち望のぞんでいた、アフガットを含め多くの人物が、目を開けた国王の寝台に駆かけ寄よった隙すきに彼女はギルドに戻ったのであった。

「そして、息子たちの非ひ礼れいも詫わびたい」

「い、いいえ……。無事に、父のランプも取り戻せましたし。あたしも、ギルドで今はいろいろと勉強させてもらっています」

「もうひとつ、あなたに謝しや罪ざいしなければならないことが増える。あなたから、『サディーン』を奪うことになる」

　シェヘラの心臓が、どくんと脈みやく打うった。

「朝になったら、仲間と共にここを離れなさい」

　王は、シェヘラを見つめていた。意外なほどに優しげな瞳で、シェヘラはうろたえた。

　この方は、厳きびしく、隙すきのない人であると思っていたのだ。

「サディーンは、あなたに求婚したそうだね」

　サディーンから、その話を聞いたのだろうか？

　疑ぎ問もんはあったものの、シェヘラはうなずいた。

「返事は？」

「まだです。せめてギルドの仕事に慣なれてから、と思っていてそのまま……今は、恋人同士です」

「シャフリヤールが王位を継いだあかつきには、彼にベルシアの王女と婚こん姻いんを結むすんでもらうこととなる」

　ベルシア王女と、サディーンが？

　シェヘラは口を開きかけたが、何も言わずに目を伏せた。

　国王が身分のある妻を正せい妻さいとするのは、当とう然ぜんのことである。

「魔法使いは、王国に関わるべきではない。私はそう考えている」

「……あたしも、そう思います」

　魔法の力は、争いの火ひ種だねになりかねない。それを、アラハバートの中心に持ち込むべきではない。

　王とシェヘラの考えは、この点において一いつ致ちしていた。

「けれどあなたがサディーンと共に生きることを選べば、いやでも魔法と王国は切り離せないものとなる。この国は、既すでに魔人の加か護ごを失っている。そしてあるべき姿に戻ったのだ。──魔人の娘にとっては、生きにくい世の中となった」

　王は言葉を切って、しばし水晶を眺めた。

「この庭は気に入ったか？」

　話題が変わったことに戸惑いながらも、シェヘラはうなずいた。

「なぜ水晶の中に魔人を閉じ込めたと思う？」

「え……？」

「この庭を造った技ぎ師し──もうずいぶんと昔にこの世を去ったが、彼は魔人彫刻の第一人者であった。先々代の王の命でこの庭を作ったが、そのとき技師はこう言ったとされている。『魔人は人の憧あこがれであり、同時に人と相あい容いれぬ世界の生き物──同じ空間に存そん在ざいせぬものだ』と」

　どんなに手を伸ばしたとしても、水晶の中の魔人に触れることはできない。

　おそらくシェヘラをこの庭に案内したサディーンは、そのようないわれを知らなかったのだろう。

　呆ぼう然ぜんと水晶に触れるシェヘラを、王は少しだけ切せつなそうに見つめた。

「私の息子むすこの手が届かない場所で暮らしなさい。何か入り用のものがあれば、手て配はいしてやってもいい。神殿に戻るなら、ふさわしい護衛をつける。ギルドで生きるのも構かまわない。魔法の力がもたらすものに怯おびえながらこの宮きゆう殿でんで暮くらすには、あなたはまだ若く成長過か程ていだ。いずれ、息が詰つまるときがくる。恋は忘れられるが、苦しみはいつまでも残る」

「国王さま……」

　まるで、何もかもを見てきたかのような口ぶりであった。

　シェヘラは、意を決してたずねた。

「国王さまは、恋を忘れられたのですか？」

「……それは」

　げほっ、と喉の奥から割れるような音を出して、国王は背をかがめた。

　彼の唇はみるみると色を失ってゆき、表情は苦しげに歪んでいる。

「国王さま!?」

　胸を押さえ、ひざをついた国王に、シェヘラは慌あわてて取りすがる。

　とても会話ができるような状じよう態たいではない。

（何で……!?　だってあたしは、林檎でご病気を治したはずなのに！）

　控えていた護衛が駆け寄った。早口で侍じ医いの手配を指し示じし、倒れた国王を支える。

「部屋に戻っていてください。国王さまのことは、他た言ごん無む用ように」

　林檎は部屋に置いてきている。シェヘラは弱々しくうなずいた。




　アフガットがシェヘラを呼びに離宮へやってきたときには、既すでに夜明けが迫せまっていた。

　扉を叩くなり真剣な顔つきの彼に腕を摑まれ、「林檎を持ってこい」と告げられると、シェヘラは王の容よう態だいがかんばしくないことを悟さとった。

　彼と顔を合わせるのは収しゆう穫かく祭さい以い来らいであるが、悠ゆう長ちように挨あい拶さつをする暇いとまは与えられなかった。

「以前治したものと、別の病気なのでしょうか」

「今回は心臓の病やまいだそうだ。どちらにせよ、難しい病気であることには間違いない」

　アフガットは離宮から本ほん棟とうに繫がる廊下を慣れた足取りで進む。シェヘラは早足のアフガットについてゆくのに必死であった。

（今回も……魔法を使う？）

　クルファに浴びせられた『傲ごう慢まん』という言葉が、胸をよぎる。そして国王が口にしていた、『魔法使いは王国に関わるべきではない』という言葉も。

　国王は、自身の病に気づいていたのだろうか？　知っていたうえでそう口にしたなら、シェヘラの林檎を求めていないのではないか？

　シェヘラが林檎によって引き延のばす命は、未来にどういった結けつ果かをもたらすのだろうか？

　さまざまな考えにふけっている間に、シェヘラは王の私し室しつにたどり着ついていた。

　魔人たちが酒しゆ宴えんを催す様子を彫った、天井に届くほどの巨大な扉。

　この扉をくぐるのは初めてではない。なぜだかいつも、アフガット王子と共にこの場所を訪おとずれている。

「父上。アフガットが入ります」

　彼が告げると、開かい閉へい係がかりが扉を開いた。

　シェヘラはアフガットにうながされるまま、おそるおそる部屋に足を踏ふみ入いれた。

　天てん蓋がいから下りる紗しや幕まくの向こうに、横たわる人影が見える。アフガットが顎を逸そらすと、心こころ得えたように世話係と医師たちはその場を辞じした。

　ねじれた形の透明な花か瓶びんや、青い染めのタペストリー等の調ちよう度ど品ひんのそばを通り抜け、彼が紗幕を搔き分けると、王は横たわった姿勢のまま、じろりと金色の目を向けた。

「……このような時間に、何の用だ」

　顔色が優すぐれないが、王の声は落ち着いていた。少ししゃがれてはいたものの、威い厳げんはそのまま保たもっている。

　シェヘラは少しだけ、ほっと息を吐いた。

「魔法使いを連れてまいりました。林檎の恩おん恵けいを受けていただきたくて」

「誰がそのようなことを頼んだ」

　拒きよ絶ぜつするような物言いにアフガットは一いつ瞬しゆんたじろいた様子であったが、そのまま続けた。

「……私の判断です。医師の話では、以前から病の兆ちよう候こうが見られていたようですね。なぜ今まで、内密にされていたのです」

「お前がふぬけ顔で魔法使いを連れてくると、分かりきっていたからだ」

　シェヘラはおどおどと、親子の会話を見守っていた。彼女が口を差し挟む隙すきはまるでなかった。

「……そこの娘とは、話の途と中ちゆうであった。アフガット、お前は下がれ。今夜は眠り、私の仕事を引き継ぐための準備をしておけ。シャフリヤールはしばらく勉べん学がくの方で手て一いつ杯ぱい、一時的にお前に国事を託たくす。ただし、愚おろかな真ま似ねをすればすぐに私の耳に入ることを忘れるな」

　アフガットはしばしためらっていたが、王が彼に視線ひとつ合わせようとはしなかったので、あきらめて出ていった。

「悪いが、少しだけ身み支じ度たくを整えさせてくれ。寝室に長なが居いさせては、あなたに不ふ名めい誉よな噂うわさが立つ」

「あ、あたしのことなんて構いません。どうかそのまま寝台に……」

「今から寝たきりでは困るのだよ。あと半年は、生きていなくては」

　夜よ着ぎの上からぞんざいに上着を羽は織おって、王は体を起こした。

　シェヘラの手の中の林檎を見ると、国王は眉を寄よせて、困こまったような顔をした。

「それは、使わないでほしい」

「でも……難しいご病気だと……」

「本来なら、私は先の病で死ぬべきだった人間だ」

　そんな、とシェヘラは声を漏もらした。

　国王は、金色の瞳を細める。そうすると目元はサディーンによく似ており、シェヘラは思わずどきりとした。

「ついてきなさい」

　少し遅れて、数人の護衛が国王の後に続く。彼女は国王の言うがまま、白の宮殿の最上階、露台までたどり着いた。

　バスコーの熱ねつ風ぷうが、ふたりの髪をすくって、海へと流れてゆく。

「恋を忘れたのか、とあなたは聞いたな」

　ふいに国王が口を開いたので、シェヘラは彼が倒れる前に交わしたやりとりを思い出した。

　サディーンと離ればなれになって、ここから出てゆくようにと。恋は忘れられるが、苦しみはそうではないと。

　あのときの続きから、国王は話し始めたのだ。

「……はい」

「芽め生ばえたばかりの恋なら、簡単に忘れられる。あなたくらいの年ねん齢れいなら、一年も経たたぬうちに次の恋を見つけられるだろう」

　だが、と国王は言葉を切った。

「それが愛になってしまえば、もう手て遅おくれなのだ」

「……国王さまは」

　シェヘラは、たどたどしく言葉を切った。それを急せかさずに待つ様子までサディーンとそっくりで、シェヘラはふいに涙が出そうになった。

「愛していたから、忘れられなかったんですね。サディーンと、彼のお母様のことを」

「……今なら、まだ間に合う。あなたはサディーンと約束を交わしていないし、出会ってからまだほんの数カ月だ。もっとあたたかく、家か庭てい向きの男と一緒になって、平へい穏おんに暮らしなさい。あなたの大事にする魔法を、謀ぼう略りやくの渦か中ちゆうにひきずり込むようなことはやめなさい。あなたの父親も、それを望むはずだ」

　まるで本当の娘に言い聞かせるように、彼は言った。

　バスコーを照らす星の下で、シェヘラはゆっくりと国王の言葉を咀そ嚼しやくした。

　国王は、見ず知らずのシェヘラのことを思いやっている。そうして、サディーンから離れることが、シェヘラにとって一番良い未来になると確かく信しんしている。

「私はたとえ今すぐここで死ぬこととなっても、魔法の力を望まない。そして、あなたも知っておいた方がいい。……あなたの魔法は、けして万ばん能のうではないということを」

「あたしの、魔法が……？」

　魔法は、けして万能ではない。

（そう……なぜ治なおしたはずの病気が、違ちがう形で表れはじめたの？）

　それがもし、魔法が関わったことによるものだとしたら。

（もっと……あたしの知らない何かが、あるというの。この力に）

　気づかなければならないものがある。何か大事なものを、あたしは摑つかみかけている。

　シェヘラの中で、一本の細い足場が崩れる音がした。

　体中の魔力が逆ぎやく流りゆうし、沸ふつ騰とうしたように熱くなる。

「……え？」

　シェヘラは一瞬惚ほうけたような表情を浮かべたが、ほどなくしてそれは苦痛に歪ゆがんだ。

「な……に……」
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　胸を押さえ、彼女はその場にうずくまった。

　苦しい。息ができない。肺が、押し潰つぶされそう。

　この感覚には覚えがある。

　以前、海に飛び込んでサディーンを助け出そうとしたときに、彼女の体を襲ったものだ。

　だが今は、陸りくの上だ。国王は彼女に何もしていない。

　景け色しきがかすんでゆく。国王がシェヘラに手を伸ばす。彼の手を取ることもできないまま、シェヘラは意識を手て放ばなした。
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　シェヘラザードはイスプールの神しん殿でんにいた。

　夢の中でここにやってくるのは、もう三度目のことである。

　この夢は、決まって彼女が魔ま法ほうに関する何かに直ちよく面めんしたときにみるものだ。

　ここまでくれば、シェヘラは夢の正しよう体たいに気づかざるをえなかった。

「……父さん。いるんでしょう。出てきて」

　シェヘラは、人影ひとつない『神かみの間ま』の真まん中なかで、父に呼びかけた。

　緑色の煙けむりが、足首を通り過すぎてゆく。

　続けざまに、ぼんっ、と小こ気き味み好よい音。

　もくもくと立ち昇る煙の中で、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの巨きよ大だいな魔ま人じんが、シェヘラを見み下おろしていた。

（あたしは、神殿を出てからもずっと、父さんに見守られていたんだ……）

　魔人はシェヘラの周りをぐるりと一周して、緑の煙をふりまいた。

「シェヘラザード、成長したね。これが私の見せている夢だと、お前も分かったのだな」

「そうよ、父さん。……魔法について、聞きたいことがあるのよ。あたしはさっき、海の中にいるみたいに苦しんでいたの。なぜ？　海かい中ちゆうで、林りん檎ごの雫しずくを飲のんだから？」

「お前がそう思うなら、それが答えだよ。シェヘラ」

　すっと、全身から血が引いてゆくようだった。

「国王さまを癒いやしてさしあげたはずなのに、また病やまいになられていた。林檎の力を使って命を繫つないだとしても、それは一時的なものにすぎないのね？」

「この世の理ことわりを曲げることは、必ずどこかの誰だれかの運命をねじ曲げることになる。お前が今悩なやんでいるのは、そういうことだよ。シェヘラザード。運命を曲げても、結けつ果かは変わらない」

　あたしは、神殿を出てから、何回林檎を使った？

　自分自じ身しんや国王さまだけじゃない。ニーダやアフガットさま、サディーンにも林檎の雫を飲ませている。

「お前は自分の力に対して、答えを出すべきときに近づいているようだ。母さんには話しておくから、神殿に来なさい。夢では長く、会えないからね。絨じゆう毯たんを使ってくるといい」

「魔法を使っても平へい気きなの？」

「魔法を使うことを恐れる必要はない。人にとって本当に恐ろしいのは、もっと別のことだ」

　靄もやがかかったように、父の姿すがたが消えてゆく。どうやら再会は、ここで終わるらしい。

「行くわ。必かならず……もし、あたしが生きていたら」

「お前の死は当分先だよ。父さんには、それが分かる」




　はっと目め覚ざめたときには、シェヘラは天てん蓋がいつきの寝しん台だいに横たわっていた。

　汗あせが、頰ほおを伝ってまぶたの上まで落ちてゆく。

　心配そうな顔で、カイルがこちらを覗のぞき込んでいた。

　シェヘラは飛び起きるなり、彼にすがりついた。

「ニーダは!?　サディーンは!?」

「落ち着きなさい。ニーダは隣となりです」

　シェヘラが顔を向けると、隣の寝台に横たわるニーダが、数人の医い師しに囲かこまれている様よう子すが見えた。

「あなたも、ニーダも、突とつ然ぜん倒たおれたのですよ。王の配はい慮りよで一晩であった離り宮きゆうの滞たい在ざい期間が延のばされることになりました。サディーンや、アフガット王子も原げん因いん不明の異変で現在治ち療りよう中ちゆうです」

「あたしの、せいだ……」

　シェヘラはげほげほと咳せき込んだ。喉のどの奥で塩が絡からんでいるような、妙みような味がする。

（本当に、海の中に潜もぐっていたようだわ）

　これがただの体の異い常じようでないことは、確たしかなことである。

　カイルは水みず差さしをかたむけて、シェヘラに檸れ檬もん水すいを差し出した。

「まる一日眠っていたのですよ。無理はしないで」

「そんなにも……」

　それでも、彼女は目覚めてここにいる。

　シェヘラは、林檎を使用したときに命を落とす運命ではなかったようだ。

「ニーダの方は、まだ目覚めません。熱ねつ病びようではないようですが……。あなたがた、宴うたげで同じものを食べましたか？　一いつ緒しよに倒れるなんて、どう考えても普通では……シェヘラザード!?」

　シェヘラは寝台から起き上がり、魔法の道具を腕うでに抱かかえた。いつの間にか着き替がえさせられていたのか、真っ白な寝ね間ま着きが彼女の身を包んでいる。

「神殿へ帰るわ」

「何を言っているんです、もう少し休んで……」

「父さんが呼んでいる。あたしは行かなくてはならないのよ」

　ニーダの病は、熱病ではない。国王も、以前とは違う病気を発はつ症しようしている。

　このふたりの運命は、大きくねじ曲がっている。

　それがいい方へか、悪い方へかは、予想がつかないけれど。

　父さんは何もかも知っていたのかもしれない。そのうえであたしに、魔法の道具を持たせた。

　あたし自身に、気づかせるために。

「ニーダに林檎は使えないの。これ以上、彼女の運命を曲げられない。あたしは今すぐ魔法の本当の意味を知らなくてはならない」

　シェヘラは絨毯を広げ、足をつけた。突然のことに、絨毯はおたおたと体を震わせている。

「せめて何か口にして、落ち着いてからにしなさい。イスプールまで、そんな状じよう態たいで飛ぶ気ですか」

「時間が惜おしいのよ。助かったはずの命がここで散るかもしれない。何をすれば正しいのか分からない。失うしなわれたものは魔人の力でも、元に戻せない。あたしはもう迂う闊かつに命の魔法を使えない。ひとりじゃ何も選べないのよ!!」

　最後の方は、すでに叫び声に近かった。

　カイルは口をつぐんで、シェヘラが声をからし、肩で息をするさまを見つめていた。

「……サディーンは先に目覚めて、あなたを心配していました。せめて発たつ前に、彼に無ぶ事じを知らせるくらいいいでしょう」

　カイルはシェヘラを抱き上げると、そのまま寝台に放り投げるようにして、ぞんざいに手を離はなした。

　そして、絨毯を拾い上げ、背を向ける。

「……絨毯を返して！」

「あとで、サディーンが持ってきます。これを残したら、そんな体で今すぐ飛びかねない」

「絨毯！　おいで！」

　絨毯は迷まよったように震えていたが、そのままカイルに体を預あずけた。

「周りをよく見なさい、とあなたにいつも言い聞かせていますが、今回ばかりはさらに声を大きくしたいところですね。絨毯の方が、あなたよりよほど冷れい静せいだ。頭を冷やしなさい」

　シェヘラは扉が静かに閉まるさまを、唇くちびるを嚙かんで見つめていた。
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　ここはアラハバートの地下深く、アフラ砂さ漠ばくの北ほく西せい部ぶ。

　北へ逃とう亡ぼうするために掘ほられたドゥルタヤの通路の、出口付ふ近きんである。

　バスコーがまだ首しゆ都とになったばかりの頃、北の信しん仰こうは今よりもよほど根強く残っていた。地下通路には当時の名残なごりのように、いくつもの古こ代だい絵文字が彫ほられている。

　クルファは冷たい視し線せんを、地下へ呼び寄よせた戦士たちに浴あびせた。

　本ほん来らいは一族以外の者たちをここへ連れてくるべきではない。だが、もうラティーヤという例外がいる。

　アリーたちはここへは来ない。王子たちは今首都の王おう城じようでのんきに式しき典てんの真っ最中だからだ。

　ほかのドゥルタヤも、ここへは来ない。なぜなら彼らは、けしてクルファにかなわないからである。

　彼女よりもよほど劣おとった──ただの、家か畜ちくと共に砂さ漠ばくを旅する民に成り果てた。この迷めい路ろ状じようの通路を抜けきるだけの才さい覚かくを持ち合わせていない。

　クルファの罠わなを簡かん単たんに搔かいくぐる才能の持ち主は、アリーたちほかの判はん定てい者しやを除けばもう一族には存在しない。ドゥルタヤに流れる魔人の血が分からないほど薄うすくなってしまったために、年々判定者の人数は減少の一いつ途とをたどっていた。

　ドゥルタヤは近きん親しん婚こんを繰り返し、どうにか王族との盟めい約やくを維い持じするだけの人材を育てようとしているが、それもいつしか絶えてしまうだろう。

　それでは困るのだ──。

　母は、ドゥルタヤであるがために死んだのだから。

　クルファは、古びた椅子にラティーヤを座らせると、戦士の群れを高みから見下ろした。

「みなさま、よくお集まりいただきました」

　クルファが言葉を発すると、ざわざわと耳みみ障ざわりな話し声が、ぴたりとやんだ。

「辺境の土地に住まうみなさまには、今の港中心のアラハバートの政治に思うところがおありでしょう。王族たちはアフラ砂漠の向こう側──山さん脈みやくや国境付近で暮らす民のことなど、気にもかけていないのですから」

　収しゆう穫かく祭さいで舞姫をさらった際に、わざわざ『シャフリヤール』の名を騙かたったことには、ふたつの意味がある。

　ひとつは、国王の愛する第三王子を追い落とすため。

　もうひとつは、アラハバートでくすぶりつつある小さな争あらそいの火ひ種だねを、集約するためである。

「現在、王おう政せいは代だい替がわりとともに揺れています。今こそ私たちの訴うつたえを、愚おろかな王族に分からせてやるべきなのです」

　現国王の治ち世せいは、良きものであるとは言われているが、当然完かん璧ぺきではない。

　大たい国こくベルシアとの外交に重きを置いたやり方は、首都バスコーを豊かにした反面、そのほかの土地に恩おん恵けいを届きにくくさせた。

　国境付近ではベルシアの警けい備び兵へいが我が者顔でのさばり始め、船せん舶ぱくでの行き来が主となった物ぶつ資しの流りゆう通つうにより、辺境に住まう民たみたちは、いつやってくるとも分からない隊商キヤラバンを待ち続けることとなった。山越えのための荷運びもこれにより廃はい業ぎよう。失業者は増え、首都の華やかさなど、この界かい隈わいにはどこにもない。

　しかし、ひとつひとつの火種はまだ小さなもので、大たい火かとするにはきっかけが足りなかった。

「ここにいらっしゃるラティーヤ王子は、王族でありながら、この状況を嘆なげき、国をまるごと変える志こころざしを持っていらっしゃいます。収しゆう穫かく祭さいでシャフリヤールの名をかたり、暗に現在の治世に対する不ふ満まんを表明したにもかかわらず、残念ながらアラハバート王はそれに対し何も考えを示しめしませんでした」

　シャフリヤールの名を騙った、最大の理由。

　反はん王おう政せい派はを、生み出すため。

「これ以上、ベルシアに大きな顔をさせているわけにはまいりません。このままでは、いつかアラハバートはベルシアの属ぞつ国こくとなるでしょう。そのときに国境近くにいる我われ々われの運命は……言わずとも分かりますね」

　ジャクラマールの甘ったるい香りの中で、戦士たちはいきり立つ。

　不満を持つ者は、少し背中を押してやればあとは簡単に転ころがり落おちてゆく。甘い香りで誘ゆう惑わくし、そして地上に放してやるのだ。

（アフガット王子がこの騒さわぎに食いつかないはずはない。せいぜい砂漠の上で踊っていればいい）

　反王政派の討とう伐ばつに夢中になっているうちに、アフガット王子は多くの民を犠ぎ牲せいにすることになるだろう。無能をさらし、後ろ指をさされる醜しゆう態たいが目に浮かぶようだ。

　いずれクルファの仕掛けには気がつくだろうが、そのときにはもう遅い。派遣した手駒が使いものにならなくなるほど、強力な毒を仕込んだ。

（あとは不ふ吉きつの名をついだ、王になる意志のない王子だけが残る。片付けるのは簡単よ）

　クルファがラティーヤの肩を優しく撫なでる。彼は口を開かなかったが、愉ゆ快かいそうにほほえんだ。
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　サディーンはほどなくして、シェヘラの部屋にやってきた。

　彼の肩には幾いく重えにも包ほう帯たいが巻かれている。

　船せん上じようでアフガットと戦ったとき、彼はこの位置に矢を受けていた。そして、海中に身を沈しずめた。

「口の中がまだしょっぱいんだよ、まいったね」

　彼は絨毯を抱えて、そっとシェヘラの寝台に腰を下ろした。

　シェヘラは上うわ掛がけをかぶり、虫のように体を縮ちぢめる。その様子を見て、彼は静かに笑った。

「ずいぶんと丸くなっているね、魔法使いさん」

「……サディーンは、平気なの？　痛くなかった？」

「このとおり、生きてるさ。時間がたてば、たいていのことは平気だ」

「ここに来ても平気なの？」

「ここは王城の中だぞ。いけないことをしているわけじゃない」

　ニーダの意識はまだ戻らなかった。シェヘラの中で、焦あせる気持ちが増してゆく。

「このままニーダが目覚めなかったらと思うと、震えが止まらないの」

　サディーンは上掛けの上からシェヘラの背をそっと撫でた。彼の手のひらの熱さを感じて、シェヘラは涙なみだを浮かべた。

「あたしは、また魔法で大切な人を失うのかもしれない。そう思うと、たまらなくなる。正しいと思っていたものが間ま違ちがっていたんじゃないかって。取り返しのつかないことをしたんじゃないかって」

　かつて自分が友人を失ったこと──。そのことを、シェヘラは一日として忘れたことはなかった。

「お前は、間違ったことなんてしていない」

「どうしてそう言えるの。現げんにニーダはまだ起きない。国王さまだって、違うご病気に……」

　サディーンは容よう赦しやなく、上掛けをめくり上げた。

　彼の顔が見える。宮きゆう廷てい装しよう束ぞくに身を包み、ギルドにいたときとはずいぶん雰ふん囲い気きが違った。けれど、金きん色いろの光を宿やどした真剣な瞳だけは、変わらなかった。

「俺おれはずっと、お前が魔法を使うときを見てきた。その俺が言うのだから間違いはない。シェヘラはいつも他人のために魔法を使った。そこによけいな感情はいっさいなかった。打だ算さんも、好こう奇き心しんも、自分を誇こ示じしたいという気持ちも。間違えようがない。そうだろ？」

　絨毯がばっと体を広げて、シェヘラを抱きしめてきた。

「ほら、こいつもそうだって言っているぞ。使い方を間違えるような魔法使いに、道具がなつくはずがないんだ」

　シェヘラが撫でると、絨毯は房ふさを揺らして喜よろこんだ。そして、突然ぴくりと震え、あたりをうかがうように体を波なみ打うたせる。

「どうしたの？」

　枕まくら元もとに置いていた望ぼう遠えん鏡きようが、輝いた。ニーダの眠る寝台の方をちかちかと照らしている。小こ袋ぶくろに入っていた林檎が同じく光を放っているのを見て、シェヘラは急いでニーダの寝台へと駆かけ寄よった。

「ニーダ！」

　ニーダはうっすらと目を開けて、ぼんやりと宙を見つめていた。

「……もう少し眠っていたいと思ったのに、光がまぶしくて、起きたわ」

　望遠鏡と、林檎の光だ。シェヘラはすっと息を吞み込んだ。

「シェヘラ、泣いていたのね。せっかくきれいにしたのに、台だい無なし。あれ、サディーンがくれた衣装はどうしたの」

「大丈夫なのか、体の具ぐ合あいは？」

　サディーンがたずねると、ニーダは熱があるかもしれない、喉が渇かわいた、とつぶやいた。

「水を取ってくる。お前はニーダについてろ」

　ふたりきりになると、シェヘラは重い口を開いた。

「ニーダ。あなたが倒れたのは、あたしの魔法のせいなのよ。ごめんなさい、あたしのせいで危ない目に──」

「どういうこと？」

　シェヘラは今までのいきさつを、事細かに説明をした。シェヘラが魔法を使って助けた全員が、一度にその反はん動どうを受けたことを。

　ニーダはしばらく、ふんふんとシェヘラの話を聞いていたが、

「なら私は、病気になったけど、シェヘラの魔法がとけてから、自分の力で克こく服ふくしたことになるね」

　シェヘラは目をまばたかせた。

「そういうことでしょう？　シェヘラが泣く必ひつ要ようなんてどこにもない。私は病気に勝ったのだから」

　サディーンが侍医を連れて、部屋へ戻ってきた。

　診しん察さつの様子をふたりして固かた唾ずを吞んで見守る。医師はふうと息を吐いて、明るい声を出した。

「驚おどろいた。いきなり回復するとは。しばらくは休きゆう養ようが必要だが、命に別べつ状じようはないよ」

　安あん堵どのあまり、シェヘラはほうっと息をついた。サディーンもかたわらで胸を撫で下ろしている。

　ふたりはニーダを医師に任せ、ひとまず廊ろう下かに出て外の空気を吸った。

「良かったな、ニーダの目が覚めて」

「あたし、強くなりたい」

　シェヘラは服の裾すそをぎゅっと握にぎりしめて、言葉を続けた。

「ニーダは、あたしが泣く必要はどこにもないと言った。でもあたしは、自分の魔法のことが分からなくて、ニーダを失ってしまうかもしれなくて、不安だった。大事な人を二度と失いたくないの。だからあたしは、魔法と向き合いたい。父さんに会って、確かめたい。そうじゃないと、もうあたしは魔法を使うこともできなくなると思う」

　少なくとも、今のままでは林檎を使うことはできないだろう。いつか本人に病気や怪け我がが返ってきてしまうのであれば。

　もう魔法のことで困こん惑わくしたくない。胸を張って、魔法と付き合いたい。

「もっと魔法と向き合えるくらい、強くなって……変わりたいの」

「そうだな」

「だから、あたしは王宮を出る。──サディーンとは、たぶん、お別れすることになる」

　シェヘラがそう言うと、サディーンは凍こおりついたように動かなくなった。

　今回のことでよく分かった。自分が何を優ゆう先せんするべきなのかを。

「あたしは一度、イスプールへ帰る。父さんのもとで、魔法についていろいろと教わりたいの。中ちゆう途と半はん端ぱなままじゃ、ギルドのみんなにも迷めい惑わくをかけるから。そして、胸を張ってギルドに戻りたい」

「ギルドに、戻るんだよな？　俺だって──」

「国王さまに、魔法は王国に関わるべきじゃないと言われた。そのとおりだと思う。……それに、あたしはここを出なければ何も変われない。一度、仲間から離れなければ」

　国王に告つげられた事実は、シェヘラの胸をえぐるように傷つけた。けれども、否ひ定ていすることのできない真実でもあった。

　サディーンが国王になればふさわしい伴はん侶りよを得えるだろう。たとえならなかったとしても、王宮で国王の補ほ佐さをするなら魔法使いはそばにいるべきではない。

　サディーンと離れたくない。けれど今ならまだ、間に合うかもしれない。これ以上彼と一緒にいたら辛くなるだけだ。何より彼の将しよう来らいを、自分の愛する魔法によって潰すようなことはしたくない。それはサディーンも、魔法も傷つけることになる。

（魔法を捨てることはできない。これは父さんからもらった大事な力で……あたしの、人生だから。この力をひっそりと守っていきたい）

　自分は、魔人の娘だ。魔法使いとしての責せき任にんがある。途と中ちゆうで投げ出すことはしたくない。

　サディーンはしばらく口をつぐんでいたが、ぎゅっとシェヘラの手首を握った。

「今すぐ答えを出す必要はない。何もかもこれからだ。バクラーシへ行って、たくさん稼かせいで、ギルドをもっともっとのし上げて、国で一番の大だい商しよう人にんになって、お前を妻つまにする。始まったばかりなんだ」

「でも、今は」

　彼には王籍が戻っている。バクラーシへ行くことも、商人として働くこともできない。もちろん、魔法使いのシェヘラとの結けつ婚こんは認みとめられないだろう。

「俺はそれだけを信じて、今ここにいるんだ」

　シェヘラは何も言えなくなってしまった。不安で仕方がないのは彼も同じである。突然王籍が戻って、仲間と引き離され、王宮に閉じ込められたのだ。

「それに、魔法についても一緒に考えようと言っただろう」

　収しゆう穫かく祭さいの夜に、彼はそう言ってシェヘラに自分のルビーを渡したのだ。

「お前がイスプールへ行くなら、俺も行く。お前が魔法を使ったのは、俺の父親と、兄、仲間たちだ。俺自身にも。俺はけして無む関かん係けいではないはずだ。お前の魔法を見み届とどける」

「だめ。できない。サディーンは魔法に関わってはいけないの」

「ひとりぼっちで決められるか？　俺と一緒に考えてくれるんじゃないのか？」

　彼はもう、後こう夜や祭さいでシェヘラと一緒に過ごした彼ではない。魔法のこともギルドのことも、一緒に悩なやんでいこうと言ってくれた、サディーンではない。

　決定的に、道が分かれてしまったのだ。

　サディーンはもう、ギルドの商人ではなくなった。

　けれど彼は、自分の居い場ば所しよは今でもギルドにあると信じている。

「もう手て遅おくれだ。お前と俺はとっくに、関わっている。お前が身を隠かくしても、過去を消すことはできない。王族たちは魔法を知らなかった頃には戻れないんだ。それならこれからどうあるべきか、ふたりで考えるべきだ」

　国王は魔法を国に関わらせるなと言う。

　サディーンは魔法と王族は既に関わっており、もうその事実からは逃のがれられないと言う。

（どちらの言うことも、正しい。あたしは……）

　あたしは、どの道を選ぶべきなの？

「俺やお前の立場なんて、全部余よ計けいなことだ。取っ払って考えてみろ。お前はどうしたいんだ」

　シェヘラは、黙り込んだ。

　これからシェヘラは、受け入れがたい運命に直ちよく面めんするかもしれない。ひとりぼっちでは耐たえきれないかもしれない。正直な気持ちを言えば、ただ恐ろしかった。

「ほんとう、は……」

「そのままシャフリヤールと外へ出れば、魔法使いは貴き人じん誘ゆう拐かいの罪つみで死し刑けいだぞ」

　シェヘラの言葉をさえぎるように、冷たい声こわ音ねがあたりに響ひびいた。

　サディーンと揃いの装束を身にまとったアフガットが、入り口にもたれかかってこちらを見ている。

　もとより白かった顔色は青みがかっており、彼の体調がまだ本ほん調ちよう子しでないことは、たやすく見て取れた。
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「ラティーヤが動き出した。アフラ砂漠の北に反王政派の暴徒が出しゆつ没ぼつしている。中央より先は封ふう鎖さされる」

「封鎖って……そんなに深しん刻こくな事態なんですか？」

「集落を占せん拠きよしては、暴ぼう動どうを起こしているらしい。北から避ひ難なんしてきた民を南で受け入れることはしても、南から北へと渡ることはできない。国王の決定だ」

　サディーンは、アフガットのほうを見て早口で言った。

「じゃあ、ギルドは」

「バクラーシへは行けない。海かい路ろを使うならば別だが、混こん乱らんで船は順番待ちだ。しばらく時間がかかる」

　サディーンは唇を嚙んだ。

　出しゆつ航こうを待っている間に手持ちはどんどん減ってゆく。移動して資金を稼かせごうとしても道は封鎖されている。運よくすぐに船に乗り込めたとしても帰国時のアラハバートの情勢次第では商売ができるかどうかも分からず、仕入れの見込みもつけられない。こうなると、八はつ方ぽう塞ふさがりである。

「ギルドを守り、魔法使いと共に北へ行きたいか？」

　アフガットの問いに、シェヘラとサディーンは目を見開いた。

「そりゃ、行きたいに決まっている──どちらも家族の危機なんだぞ」

「けれど父上はきっと、お前の自由を認めないだろう」

　アフガットは、サディーンに向かって分ぶ厚あつい資料を突きつけた。

「これは……？」

「私はラティーヤの動向をずっと調べてきた。ドゥルタヤの抜け道を使って、やつらは巧たくみに砂漠を避さけて行動できる。しかしその出入り口を塞ふさいでしまえば、こちらに利りがある」

　サディーンが資料をめくると、いくつもの地下水路の地図と、その周辺の村そん落らくの情報が記しるされていた。

「この作戦に乗るか？　シャフリヤール。私の手足となって行動することを王に誓えば、お前は城を出ることができるかもしれない。お前は魔法使いと絨毯で北へ向かい、南側から軍を連れた私と共に、ラティーヤを挟はさみ撃うちにする」

「なんで、わざわざ俺にこんな情報をよこす。俺がこれを悪用するとは思わないのか？　一応俺たち、どっちも継けい承しよう権けん一位なんだぜ」

「お前は王位よりもくだらない商売の方が大事なのだろう。愚おろかだからな」

　サディーンは、探るようにアフガットを見た。

「作戦を練ねったのは私だ。お前はそれに便びん乗じようしただけ。父上にそのことが報告されれば、私は王位に近づける。これはただの、私の打だ算さん的てきな申し出だ」

　シェヘラは、ふたりのやりとりを見守っていた。

　サディーンに、アフガット王子の作戦の手伝いをさせる。アフガット王子は指し揮き官かんとして功こう績せきを挙あげるが、サディーンは王子としての才さい覚かくを発はつ揮きすることはできない。

　けれど彼は、アフガットに協力するという名めい目もくでイスプールへ行くことができる。

　反乱を鎮しずめることができれば、サディーンのギルドは陸りく路ろを使って安心して旅をすることもできるのだ。

　サディーンは、迷うそぶりすら見せなかった。

「俺は、家族の危機は自分の手で救う」

「お前の決意はどうでもいい。私は今夜にも出しゆつ立たつする。せいぜい王に懇こん願がんすることだ」

　アフガットはふたりから目をそらし、静かに部屋を出ていった。
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　サディーンの外出許きよ可かが下りたのは、アフガットの出陣から三日後のことであった。全身の隅すみ々ずみまで医師たちに検査され、身動きが取れなかったのである。シェヘラもシェヘラで、疲れがたまっていたのか、医師の判はん断だんでしばらくの休養を余よ儀ぎなくされていた。

「何度もうるせえ大だい臣じんどもが考え直せって言ってきたぞ。いつの間にか俺派のうっとうしい連中が出てきたみたいだな」

　シェヘラは、露台の手すりに触れる彼の背中をそっと見つめながら、絨毯を抱きしめていた。

　これからサディーンとイスプールへ行く。

　おそらく、これはあたしにとって間違いなく転てん機きとなる。

「行くか」

　サディーンがシェヘラに手を差し出してきた。

「大丈夫だ、一緒にいるから」

　シェヘラがおずおずと、彼に手を伸ばす。絨毯はふたりをうながすように、体を広げた。

　林檎と望遠鏡を抱え、シェヘラは彼の手をぎゅっと握って、魔力を込めた。

「行って。──イスプールの、父さんのもとへ」

　絨毯が浮き上がり、風を切って空へ飛び出す。宮殿の尖せん塔とうよりさらに上、星空をすぐそばに感じるほどの高さまで昇ると、サディーンはシェヘラの腰を抱き寄せた。

「ち、近いよ」

「寒い。夜空は風が冷たいから」

　絨毯は速そく度どを速め、ぐんぐんとバスコーの港みなと町まちを抜けていった。アフラ砂漠を迷いなく進み、北の、かつてアラハバートが生まれた場所へとふたりを運んでゆく。

　この速さと高さでは、暴れて落ちたらただではすまない。

　シェヘラはおとなしく、サディーンにされるがままになった。

「……本当に、一緒に来てしまってよかったの？」

　シェヘラがたずねると、しばらく地上の様子を物珍らしげに眺めていたサディーンは、口を開いた。

「絨毯に乗って思い出していたよ。あの町もこっちのオアシスも、行ったことがある。あっちの方ほう角がくにある遺い跡せきには腰が弱いじいさんが住んでいて、近くまで来たら絶対に寄ることにしてるんだ。あっちは、子どもが多い村。小さな服をたくさん仕し入いれてから行くようにしてる」

　サディーンは、遠くの景け色しきを見つめながら、そっと目を細めた。

「王宮の中にいたんじゃ、知りえなかったことばかりだ。俺は外に出されたとき相そう当とう父親を恨うらんだものだが、今は少し、違う気持ちだ」

「……どんな気持ち？」

「ひとつの別れで、千の出会いを手に入れたような気持ちだ」

　サディーンは少しだけ切せつなそうに笑った。

「俺にとって、それは必要なことだった。皮ひ肉にくだけどな」

　あたしもいつか、今この瞬しゆん間かんをそう思えるときが来るのだろうか。

　自分にとって、魔法の道具にとって、何もかもが必要な過か程ていであったのだと──。

「これからも俺の居場所はギルドにある。王宮の、がらんとした部屋をあてがわれてそれがはっきりした。どんなに莫ばく大だいな財産を与あたえられたとしても、仲間には替かえられない。お前のことも、守りたい」

「サディーン……」

「俺はこうして、急にギルドを離れなくてはならなくなってしまった。だからせめて、仲間が無事に旅をできるように道を切り開きたい。アフガットに従うことでそれがかなうなら、俺は協力を惜おしまないさ」

（今の立場から、サディーンは精一杯ギルドを守ろうとしているんだ）

「あたしも……ギルドを守りたい。サディーンと出会って、守ってもらった大切な場所だから」

　人と出会って、触れ合えた場所だから。

　雲を切きり裂さくようにして進む絨毯の上で、ふたりの衣ころもがはためく音がする。

　肩を寄せ合い暖だんを取りながら、ふたりはぽつぽつと取りとめのない話をしては、また口を閉じることを繰くり返かえした。

　サディーンが過か去こにこの国で出会った人々のこと。初めて物を売ったときのこと。幼いサディーンを保護したカイルの父親は厳きびしい人で、サディーンが商人になると決めたときは、三年はバスコーに戻らないようにと言われたこと。

　十歳の元王子の少年が、二十歳の大商人となる頃までの思い出話に、シェヘラは相あいづちを打ち、時に笑みをこぼした。

　シェヘラも少しだけ、自分の話をした。彼に出会う前のシェヘラは、神殿に閉じこもりがちのただの少女であった。

　魔人の父親と神み子この母親のこと以外に、何も話すべきことがなかった。シェヘラは改あらためて、自分の世界がいかに狭せまかったかを知った。

（ぜんぶ、サディーンが広げてくれたんだ。あたしの世界を）

　シェヘラの小さな世界の話に、サディーンはいかにも興きよう味み深ぶかそうに耳をすませて、背を撫でてくれた。

　彼はシェヘラの不安な気持ちを、会話によってなだめようとしていた。

（サディーンと離ればなれになったら、あたしは耐たえられるのだろうか……）

　自分で、サディーンと道を分わかつと決めた。

　けれど、それと自分の感情は、まったく別のことだ。

　これ以上一緒にいたら後が辛くなるだけだというのに、シェヘラはサディーンの腕の中で、時間が止まってしまったら幸こう福ふくなのではないかと思ってしまっている。

（お互い不安な気持ちでいるのに……離れなくちゃいけないなんて）

　彼の腕の温かさや、ときおり髪かみに頰を寄せてくるときのくすぐったさも、余よ計けいに胸を切なくさせた。

　この旅が終わったら、もしかしたらもう彼とは会えなくなるかもしれないのだ。

　懐かしい景色が見えてくる。絨毯は高こう度どを落とし、ふよふよと遺跡の中心に降り立った。

　イスプールの神殿である。

　シェヘラは不安をひとまず、胸にしまい込んだ。今ははっきりさせなければならないことがある。けじめをつけなくてはいけない。

　シェヘラは絨毯にお礼を言って、サディーンと共に降り立った。玄げん関かん口ぐちにひとり、明かりを持った女性が立っている。

「──母さん！」

　シェヘラが叫さけぶと、彼女の母親は笑みを浮かべた。

「お帰りなさい。──サディーンも、ようこそ。何もない場所ですが。フーガノーガは神の間で待っています」

「父さんが……」

「あなたと別れてから、毎日寂しがっていたわよ。早く顔を見せてあげなさい。母さんはおいしいものでも作るから」

　サディーンはにこやかに挨拶をした。

「お久しぶりです」

「ふたりとも、すごい衣装ね」

　シェヘラは、いつ国王と対面してもいいように、王宮では緑のトーブを着て過ごしていた。サディーンが北へ向かうにあたって、同行するシェヘラもいつ何時呼び出しを受けることになるか分からなかったのだ。

（頭がいっぱいで、着替えるの忘れてた……）

　質素倹約の家庭で育ったシェヘラはおずおずと母を見たが、母は微笑むだけで、何も言わなかった。何か事情があると察してくれたようだ。

「あなたたちが結婚したら、私とんでもない身分の子のおばあちゃんになっちゃうのかしら。楽しみにしているわ」

　シェヘラは赤せき面めんして口をぱくぱくさせたが、サディーンはお構いなしで神殿へ足を踏ふみ入れた。

　ここはシェヘラの生まれ育った場所である。

　石を積つみ上あげて造り上げた神殿は、夜になるとしんと冷たく、心が凪ないでゆく。

　久々に里帰りをして、シェヘラはほっと息をついた。何もない土地ではあるが、ここには両親の愛と、アラハバート神しんを信じる者の気持ちがあった。それは彼女を何より安らかにさせた。

　慣なれた通路を進み、シェヘラはサディーンと神の間へと続く扉とびらを開けた。

　緑色の煙が流れ込んでくる。

　もくもくと立ち昇る煙の向こうから、筋骨隆々の黒い肌はだをした魔人がこちらを見つめていた。

「シェヘラ、お帰り。そしてサディーンくんも、いらっしゃい」

　フーガノーガはふたりに声をかけると、「さて」と腕を組んだ。

「夢で話したことは覚おぼえているかな、シェヘラ」

　シェヘラはうなずいて、みっつの道具をそっと床に置く。

「仲間がひとりだけ、ずっと目が覚めなかったの。あたしは生きた心地ここちがしなかったわ」

　サディーンは、フーガノーガの前に一歩進み出た。

「仲間が倒れたのは、シェヘラが林檎を使ったせいではないんですね？　もともと、熱病で意識を失った仲間が──今、その運命を改めて受け入れているだけで」

　フーガノーガは、ゆっくりとうなずいた。

「命や結けつ末まつ──この大きな流れには、われわれ魔人の手が及およぶところではないのだよ」

「──父さん、あたしは迷っているのよ。今までは人を助けるためにこの力を使いたいと思っていた。けれど今は……」

　父は、シェヘラの答えを待っている。

　彼女はゆっくりと続きを喋しやべりだした。

「混こん乱らんしているの。あたしは外に出て、人は不ふ思し議ぎな力がなくとも、世の中を回していけると知った。けれどあたしは、大事な人の危機に魔法を使った。これは正しいことだったのかと」

　林檎の魔法で退けた病気や怪我は、本人にはね返った。

　シェヘラはただ、不思議な力で時間を稼いだだけだ。

「あたしは林檎の魔法の、本ほん来らいの意味にもずっと気がつけていなかった。半はん人にん前まえのあたしが魔法の道具を持つことは、争いの火ひ種だねを生むことになるの？」

「それは違うよ、シェヘラ。お前が成長したから、お前は正しい目線で魔法を見ることができたのだ。魔法は思いやりを持って、他人のために使うこと。父さんはそう言ったな」

「うん」

　それは父から口すっぱく聞かされてきた言葉であった。

「シェヘラ。お前が魔法を使うことは、体力を削けずり、魔力を消しよう耗もうするということだ。そうまでして他人を助けたいと思う気持ちこそが、魔法の源みなもとだ。勇気と思いやりが、お前の魔法なんだよ」

「ゆうきと……おもいやり？」

「かつて人は、魔人を頼たより魔法を利用した。そうして魔人は人間に愛あい想そを尽かして、アフラ砂漠の下へと潜ってしまったのだ。魔人は人の怠たい惰だを知らず、人間は魔法を知らなすぎた。けれど、知っていれば運命も変わったのではないかと、父さんは思う。なぜなら人間は、魔人にはないただひとつの可能性を持っているからだ」

「ただひとつの……可能性？」

「魔人は成長しない。何百年、何千年たっても、もとより持ち合わせた性せい質しつから変わることはないのだ」

　シェヘラは、かつてアフガットが所持していた魔人・ジルータスを思い浮かべた。

　長らくランプに入っていたものの、気まぐれで人に悪さばかりをしていたという魔人である。

「だが人は変わる。いいようにも、悪いようにも。シェヘラ。魔人と人の子であるお前は、魔法を持ちえながら成長することができるのだ。人が成長するには、経けい験けんを積むしかない。敵も味み方かたも、多くの人間と関わるしか」

「多くの人と……関わる」

「神殿の外に出て、お前は思いやりたい人間が増えたのだ。そして道具と共に成長した。道具本来の能力に気がつけるほどにね。最近は絨毯もよく動いていたろう」

　そういえば、とシェヘラは思い出した。やんちゃすぎる絨毯に、手を焼いていたのである。

「怖おそれずに人間と向き合いなさい。それが、お前が魔法と……自分と向き合うための方法だ。父さんがお前に言えるのは、それだけなんだ。なぜなら父さんも、成長を知らない生き物だからね」

（人と向き合うことが、魔法と向き合うことになるというのなら、あたしが神殿に戻って魔法について学まなぼうとするのは、間違いだということになる……）

　ひっそりとした神殿にいるよりも、ギルドの仲間と旅をする方が、よほど人と接せつする機会はある。魔法の力がシェヘラ自身の人としての成長によって変へん化かするというのなら、イスプールにいるべきではない。

（なら、サディーンと離れるのは……？）

　彼という人間、王族の宿しゆく命めいを背せ負おった人と共にいることは？

　突然、母の悲ひ鳴めいが聞こえた。サディーンはシェヘラを腕の中へと抱き寄せる。

　真夜中の神殿に、母の腕を拘こう束そくして現れた来らい訪ほう者しやは、たったひとりの女であった。

「クルファ……」

　まだしも、盗とう賊ぞくの方がましであったかもしれない。

　今はサディーンがいる、そして父も目覚めている。ただの盗賊ならば魔人を見て腰を抜かすであろうし、サディーンが彼らを追おい払はらってくれるだろう。

　母の瞳は正気の輝きを保たもっていた。怪あやしげな薬を使われなかったのだと知って、シェヘラはその事実だけにも安堵する。

　クルファは片手で母の抵てい抗こうを封じていた。

「お姉さん、離してちょうだい。どんなに脅おどされたって、夫も娘も、あなたに渡しません」

「黙だまっていてください。魔人の持ち主の意志を奪いたくはないのですから」

　クルファはシェヘラを一いち瞥べつした。

「あなたがここにいるとは思いませんでした。シャフリヤール王子も」

「……ここに、何をしにきたの」

「魔法の力は次つぎの世よで必要です。奇き跡せきの力によって、人々の信仰を作り出します。そこの親子は、何よりも次じ代だいにとって有用な存在になる」

　シェヘラは父を見上げた。フーガノーガは腕を組み、招かざれる客を難しい顔で眺めている。

「君は、私たちの血をほんの少しだけ持っているね」

　クルファは薄うす青あおの目を細めた。

「そうです。私たちの遠い祖そ先せんは、魔人でしたから。ドゥルタヤといえば、ご存ぞんじでいらっしゃいますでしょう」

「では私やシェヘラにとっても、遠い親しん戚せきのようなものだな。君を守ってくれる人は、いなかったのかい？」

　フーガノーガは、悲しそうな顔をした。

「私は強い。誰に庇ひ護ごされる必要もありません」

「力のことではないよ」

　クルファは意味が分からないとでも言うように、眉まゆ根ねを寄せた。シェヘラはクルファを見み据すえて声を張る。

「母さんを離して。父さんもあたしも、王国にはつかない」

「魔法を公こう的てきなものにしなさい。そうすればあなたも、苦しむ必要はない。魔法はあなた自身です。それを隠して生きなければならないのは、あなたも望のぞまないはず」

「そのために……魔法を利用するというの？」

「力は、人に使われるためにあるのです」

　クルファは当たり前のように、そう言った。

　──この人は、以前のあたしに似ている。

　魔法をねじ伏ふせ従したがえようとしていた、過去の自分に。

（この人を放っておいてはいけない。いつかのあたしみたいに、ひどい過あやまちをきっと後こう悔かいすることになる）

「……あの女を止めれば、反王政派も止まるんだよな」

　サディーンは小声で、シェヘラにささやいた。

「うまいこといけば、地下通路まで連れて行ってもらえるかもしれない」

　サディーンの言葉にシェヘラははっとした。

（アフガットさまは、北から挟み撃ちにしろと言ったけれど……もしかして、これが最大の機会なのかも）

　もとよりアフガット王子の狙いはサディーンを自分の配下とし、王宮から出してしまうことであったので、具体的な指し示じがあるわけではなかった。

　思いがけずクルファと出合ったことは、反王政派を止める手がかりとなるかもしれない。

（そうだ。ここで彼女をただ追い払っても、父さんや母さんが安全というわけではない。ここまで反王政派が来ているということなんだ。昼間に襲われたら、父さんは眠っているはず……）

　クルファにランプをあきらめさせ、反乱を止めなくてはならない。

　ただし、真まっ向こうから反乱をやめるように説せつ得とくしても、彼女は首を縦たてに振ふらないだろう。

（でも父さんは、人は変化できると言った。それは、クルファさんだって）

　敵も味方も関係なく、恐れずにぶつかって……。

　それは経験となり、人を成長させるのである。

　魔法と向き合わなくてはならないというのなら、魔法を利用しようとする彼女とも向き合わなくては。何よりクルファは、不思議な力をラティーヤ王子や反王政派に貸かし与あたえている。

（いにしえの力で彼女が暴走しようとしているのなら、止めなくちゃ。あたしとクルファさんは……同じ、古代の流れを汲くむものだから）

　今ならまだ、止められるかも──

「あたしを連れて行ってもいい。でも両親には、手を出さないで」

　シェヘラは震える声をしぼり出して、そう言った。

　クルファは眉をひそめて、彼女を見る。

「それはラティーヤさまの配下につき、魔法を使用する意志があるということでよろしいですか？」

「それは……」

「俺たちはラティーヤ側がわにはつかない。でも、ひとつだけあんたの得とくになることはある。ラティーヤは、あんたの手に余あまっているだろう」

　サディーンが言葉に詰つまるシェヘラをかばうようにして、前に進み出た。

「ラティーヤに王位継承権はすでにない。国王はあいつを王おう籍せきから抹まつ消しようした。あいつの名のもとに反王政派を集めているとしたら、その事実はあんたにとって打だ撃げきになるはずだ。王籍のない頭かしらに、どこまで人はついていくかな」

　クルファは口を閉とざしたまま、表情は変えていない。

　何も言い返さないということは、サディーンの指し摘てきは間違っていないのだ。

「ラティーヤはすっかりあんたの言いなりになっているが、もうただのお荷物だ。この前の暴れっぷりを見ていれば容よう易いに想像がつく。反乱軍を束たばねるなど、無理だ。お飾かざりとしても使えないうえに、ご機嫌だけは取らなきゃならん。あんたは切せつ羽ぱ詰まっているはずだ」

「それで？」

「俺とシェヘラを連れて行けば、ラティーヤを失ったあとの切り札になる」

　クルファは目をすがめた。

「俺は現在継承権一位。シェヘラには、魔法がある。今なら俺たちはおとなしくあんたについていく。ただし、シェヘラの両親には手を出すな。それが交こう換かん条件だ」

「あなたがたには、どのような得が？」

　クルファについていくとすれば、シェヘラたちにとっても得るものがなければ、不自然である。

「オアシスを占せん拠きよしては、反王政派に好き放題やらせているみたいだな。人質を解放しろ」

「とうとうあなたまで、国王への点数稼ぎをするようになったというわけですね」

「通行止めで迷めい惑わくしてんだよ。ギルドが潰れてしまう」

　クルファはしばし考えていたが、

「……いいでしょう。役に立たない住民よりも、王子と魔法使いのほうが良い人質になる」

　どうやら交こう渉しようは、成立したようである。

　シェヘラは父の方を振り返った。

「父さん、ごめんね。あたし、クルファさんと一緒に行く。でも、魔法のことは心配しないで。父さんの言いつけはちゃんと守るよ」

「何があってもくじけない、お前の長ちよう所しよがあれば困こん難なんも乗り越えられる。気をつけるんだよ」

　シェヘラはサディーンと共に、クルファの後に続いた。

　神殿には、魔人と神子の夫ふう婦ふだけが残される。

「あなた。どうしてふたりを行かせてしまったの？　あなたの力を使えば侵しん入にゆう者しやひとり、どうにでもできたでしょうに」

　妻の非ひ難なんに、フーガノーガは答えた。

「魔法を使って事じ態たいを解決することは、本当の意味での解決にならないよ。それに、子ども同士の問題に、大人が口をはさむものではない。シェヘラは自分で、魔法に対する答えを見つけなければならない。そしてあのドゥルタヤの子も、自分の力で正しい道へと進まなくてはならないんだ。私が介かい入にゆうしては、それを邪じや魔ますることになる。人生は時に、通るべき迷めい路ろというものがあるんだよ」

「私はシェヘラたちが心配で、そんな気持ちにもならなかったわ。あなたはすごいわね。千年以上も生きていると、達たつ観かんしてくるのかしらねぇ」

「……おじいさん扱あつかいはやめてくれ、母さん。本当は私だって、シェヘラのことが心配でたまらないんだから」

　素す直なおじゃないんだから、とシェヘラの母はあきれたようにつぶやいた。
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　これで尋じん問もんするのは三人目である。

　アフガットは、反王政派の男が繫がれている部屋を訪れた。

　比較的大きな農家で暴れ回った男は、その家の納な屋やに押し込められ、焦しよう点てんの合わない目でアフガットを見ている。

（ジャクラマールか。近くの村で捕まった男も、同じであったな）

　地下水路の地図を作成し、どこの水路がどの集しゆう落らくに通るものなのかをあらかじめ把は握あくしていたアフガットは、蟻ありの巣す穴あなの前で待まち伏ぶせするかのように、兵へいたちを手配していた。

　地下の一族を味方につけているということは、思ってもみない抜け道を使って反王政派を動かすはず。ラティーヤが新しく道を造っていないか、地下の構こう造ぞうにばかり目を向けていたのである。それが裏目に出た。

　偵てい察さつ部ぶ隊たいのうち信用のできる部下だけを引ひき連つれて、アフガットは腕を組んだ。

　先ほどから、捕えた男は宙ちゆうを見ながらぶつぶつと、意味のない単語をつぶやいている。

　ジャクラマールの作用は、さじ加減で異ことなる。快かい楽らくを覚えさせるだけのものから、催さい眠みん状態にいたらしめるものまで。

　目の前の男は、かなり強い薬で操あやつられていたらしい。これでは尋問も意味をなさない。アフガットは嘆たん息そくして、部下に告げた。

「アリー。井い戸ど水みずを汲んできたか」

「はい。言われたとおりのものを」

　大量に水を飲ませ、薬の成分を洗いざらい吐はかせるしかない。長ちよう期き的てきに投とう薬やくが続けられていたのならこの方法は意味をなさないが、まだ服ふく用ようして間もないのならジャクラマールをうまく体外へと排はい出しゆつできるはずだ。

　透とう明めいな水の入った桶おけを差し出され、アフガットは眉をしかめる。

「……これは、隣となり村むらのものか？」

「いいえ。すぐそこの井戸ですよ」

　アフガットは指を桶の中に差し入れ、そしてにおいをかぐ。すぐさま指を振って、水すい滴てきを払った。

「この水は使えない」

「どうしてですか？」

「分からないのか。ジャクラマールが入っている。ここもだ！」

　巧こう妙みように色まで隠されている。このような調ちよう合ごうの仕し方かたが可能であるとは。舞まい姫ひめ誘ゆう拐かい事じ件けんの際さいに、緑の色がついているものだと思い込まされていただけに盲もう点てんであった。

　今まで捕らえた反王政派の者たちが現れた場所でも、井戸水は同じように汚されていた。関係のない村人まで知らずに水を飲み、ジャクラマールの成分を体内に取り込んでしまっている。

　まさかここまで大おお掛がかりに、毒を仕し掛かけてくるとは思わなかった。

　最初の駐ちゆう屯とん地ちで休ませた兵たちは、透明に溶け合った毒を飲み、半分ほどが使い物にならなくなってしまった。変色にはさすがに気づいただろうが、これほど巧たくみにジャクラマールが混こん入にゆうされるとなると、アフガットのように試し作さく品ひんを作り続けにおいを覚えた者でなければ判はん別べつできない。そのにおいも、ほんのわずかに漂ただよう程度で、香こう辛しん料りようの強い食べ物と一緒に口にしてしまえばたちまち分からなくなってしまう。

　相手が毒を仕掛けてくることは勿もち論ろん念ねん頭とうに置いていたので、このようなことにならぬよう兵を分散させたというのに──。

　まさか、すべての集落に毒が流されているとは。

「北の村、井戸ぜんぶやられてるってことですか。女とラティーヤ王子だけでそんなことできますかね」

　普通ならば、不可能だ。北の集落はそれぞれ離れており、砂漠を越えながら回らなければならない。井戸のひとつひとつに毒を流すとなると、かなりの時間を要ようする──。

「……いや」

　アフガットはあごに手を当てて、考え込んだ。

　ひとつだけある。一度に、このあたり一帯すべての井戸水を汚す方法が。

「山脈に……水源に毒を流せばいい」

　山脈の湧わき水がどの集落の地下水路へと流れるか、地下の一族である女は完全に把握しているはずである。山から毒を流すとなると、かなり強い成分を仕し込こまなければ村落へいたるまでには薄れてしまうだろう。現在山がどうなっているのか、想像するだけでも頭が痛くなる。

　自分は、取り返しのつかないほどの後れを取ったのだ。

「うっ……」

　繫がれている男がうめいた。アフガットは自分の飲み水を強ごう引いんに男に飲ませる。

「……王族に味方する者は、殺す……」

　男はようやく覚かく醒せいし始めたようだ。

「港、ばかりが優ゆう遇ぐうされる……王族のせいで……」

　アフガットは眉をひそめた。

「そのようにお前に教えたのは誰だ」

　男はさらなる恨み言を連つらねるだけである。王家や港、そしてベルシアへの不満を、怒りを交まじえて吐き出した。

　このあたりの土地は、過か疎そが進んでいる。残された民はわずかばかりの耕こう地ちの収穫を当てにしたり、山で食べ物を調ちよう達たつしながら、暮らしている。

　アフガットが北へ進軍するに当たって調べたときに気がついたことだが、僻へき地ちは港の発展に伴ともない置き去りにされてしまっているのだ。

（しかし水が汚お染せんされれば、収穫もできなくなる。山は一度汚れれば、元に戻すまでにどれくらいの時間を要するか──）

　港こう湾わん政せい策さくに国こく費ひをかける以前──外がい交こうに力を入れる以前は、こういった地域の暮らしを支える人員や金をかけられたのだが、今は減額されている。

　父王は、ベルシアとの外交に力を入れたが、同時に郊外の民に手を伸のばすまでにはいたらなかった。あと十年もあれば、どうにかできたのかもしれないが──。

（これが……国を発展させることで起きた弊へい害がいか）

　国を治おさめるということの難しさを、改めて思い知る。

「お前の背中を押した者がいるはずだ。そいつはどこへいった」

「……イスプールへ……行くと、言っていた」

「イスプール？　なぜ？」

「知らない。俺たちは……次の王が即そく位いするまで、好きなように奪っていいと言われた……村を荒して暮らしていいと……」

　イスプールは、シャフリヤールと魔法使いが向かおうとしている場所だ。あの土地には、魔法使いの父親──ランプの魔人がいる。

　魔人を従えれば、ラティーヤたちはもっと自由に動くことができる。

「隊の飲み水を住民へ配り、井戸は封ふう鎖さしろ。イスプールへ向かうぞ」

「──了解いたしました」

　王都から水を運ぶように伝でん令れいを飛ばすと、アフガットはすぐさまさらなる北へ向かう手はずを調ととのえた。
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　クルファの案内に従って、シェヘラたちは地カ下ナ水ー路トの入り口までやってきた。

（イスプールも、ドゥルタヤ族の地下通路に繫がっているの……？）

　いったい地下にどれほどの規き模ぼの隠し通路があるのだろう。もしかしたら、砂漠の下はすべて……？

　サディーンはシェヘラが歩きやすいように、かさばる絨毯を抱え、始し終じゆうクルファの背中をにらんでいた。

　神殿の外に人影は見当たらない。初めから、クルファひとりでやってきたようである。

　中へ入ると、わずかな水のせせらぎが聞こえる。

　壁の一部を押すと、回転して別の通路へと繫がっていた。

　サディーンは壁の硬さを確かめるように、手の甲こうで軽く叩たたく。

「この穴はあんたひとりで堀り進めたわけじゃないんだろ？　この間の廟びようは高そうな宝石もはめてあったし、ずいぶんと大がかりだな」

「なぜそんなことを気にされるのです」

「商売人の性さがだ。ちなみにいくらした？」

　クルファはサディーンの問いを無む視しした。

「あの」

　沈ちん黙もくが続いたので、シェヘラは以前から気になっていたことを、彼女にたずねてみることにした。

「……何でしょう」

「クルファさんは、どうしてラティーヤ王子に協力するんですか？」

「ラティーヤさまを国王にし、私はいずれ彼の子を産み国母になります。王家にドゥルタヤの血を復活させるのです」

「次じ期き国王の母親になることが目的なら、ラティーヤ王子でなくてもいい。次の国王が決定してから、動けばよかった。……あなたなら、もっと簡単な方法があったはずです」

　クルファはジャクラマールで人を洗せん脳のうできる。ラティーヤに近づいた経けい緯いは分からないが、王宮に閉じこもりきりであった王子に接触できたのだから、次代の王に自分を売り込んで子どもを産むだけでもよかったのではないかと思う。

　実じつ際さい、上流階級の身分のない者でも──サディーンの母のように、王子を身ごもった女性もいる。

「ラティーヤ王子に、特別な何かがあるのですか。それともハーレムに入れない理由があるんですか。それは、違う方法で解決できないんですか」

「できません」

　きっぱりと、クルファは答えた。

「私は地下の一族です。けして表おもて舞ぶ台たいには出られない。あなたも同じでしょう。自分が何者であるか、大勢の人間の前で声を上げることができますか？」

　ドゥルタヤ族は、現在でも迫はく害がいを受けているわけではない。失われた一族とされ、名前を覚えている者も少ない。

　もし彼女が王族に近づけない理由があるとすれば、一族の名ではなく、一族の力にあるのだ。

「……確かに、あたしは大勢の人に、魔法の存在を伝えることはできません。でもそれは、父さんからもらったこの力を大切にしたいから。あたしは父さんの娘で、魔法使いであるということを誇ほこりに思っている。クルファさんは、どうなんですか」

「少なくとも、自分の『役目』をそう感じたことはありません。力を扱えることに関しては、感かん謝しやしていますが」

「なら、その力で人を困こまらせるようなことをするべきじゃない。あなたはただ、堂どう々どうと生きたいだけなんでしょう」

「堂々と、ね。異い端たんの力を持っていても愛されて育った娘は言うことが違いますね。総そうじて甘い」

　クルファはそれ以上言葉を続けることはなかった。

　シェヘラは服の裾をぎゅっと握りしめる。

　彼女は以前、シェヘラを自分と同どう類るいであると言った。だからこそ、何か会話から分かり合えるものがないかと探してみたのだが……彼女の機嫌を損そこねただけのようだ。

「このあたりまで来れば、簡単には出られないでしょうね」

　クルファは石の扉を押して、シェヘラたちを招まねき入いれた。申し訳ばかりの家具が置いてある、小さな休きゆう憩けい所じよのようである。

　ラティーヤの姿はそこにはない。

「ラティーヤはどこにいるんだ？　あんたと一緒にいるんじゃないのか？」

　言ったそばから、何かが割れるような音が響く。近くではなく、音は反はん響きようしているようで、少し遅れて叫び声が聞こえてくる。

「……食事は、あとで運びましょう。おとなしくしていてください」

　クルファが扉を閉じたのちに、サディーンが口を開いた。

「たぶん、今のラティーヤだよな」

「……声はよく似ていたわ」

「あれじゃ本当に、手を焼くな。おとなしくさせるのにジャクラマールを与えなきゃならんが、使いすぎはよけいに心しん身しんを蝕むしばむことになる」

「クルファさんがひとりで……反乱軍をまとめているってことだよね」

　なぜそこまでする必要があるのだろう。ラティーヤをそばに置いている意味は、もうほとんど彼女にはないというのに。

　一族の再さい興こうが目的であると言っていた。だが、アフガットはすでに反乱の動きを聞きつけ、南側から動き出している。

「こんなの、長く続くはずがない。地下に逃げ隠れしていては反乱を起こせないし、地上に出れば国軍が来るはずだわ。ひどいことになる前に、彼女を説得して止めないと」

「どうやってあの女を説得する？　さっきのやりとりを見ていたが、一ひと筋すじ縄なわでいく女じゃないぞ」

　確かに、彼女は目的のためにかたくなになっているようである。

「けれど、シェヘラの質問でひとつ、重じゆう要ようなものはあった。あの女にとってラティーヤは特別かどうか、ということだ」

　クルファはそれに関して、答えることはなかった。

「どういうこと？」

「お前の言うとおり、あの女の力があれば動くのは次期国王が決定してからで良かった。むしろ、その方がいい。次に王になれるかも分からないラティーヤの子より、冠かんむりをかぶった者の子を産んだ方がいいに決まっているんだ」

　アフガットかラティーヤか、もしくはサディーンか……三人の誰かが国を継ついでから、国王を籠ろう絡らくすれば済んだ話なのである。

「あの女は、それにもかかわらずラティーヤについた。以前ラティーヤと何かがあったか、もしくはあいつが王になる確信があった」

「ラティーヤさまが……試験で勝つ、と思っていたのかしら」

　王族の子たちは、『試験制度』というもので王おう冠かんを巡り争っている。次代国王を決定するための試験にラティーヤが勝つ見込みがあったのなら、早いうちから彼に近づいたのはうなずける。

「実際に舞姫誘拐事件の犯人があいつらだったのだから、もちろんそう思っていただろう。試験の内容は自分たちが最初から仕組んだものだったんだからな。けれど、ラティーヤは試験を受けることを認められなかったんだ。そして継承権を剝はく奪だつされた。おかしいのは、試験の後もあの女がラティーヤについているということなんだ」

　ただ自分の子を王位に即つけたいというだけならば、クルファはラティーヤを捨てるべきであった。このような場所で、大事に守る必要はない。

「ラティーヤから俺に乗り替えようというのなら、もっと態度が軟なん化かしてもいいはずだが、変わらない。あくまで俺はラティーヤの代わりとしか考えていないのかもしれない」

「クルファさんは、ラティーヤさまのことが好きなのかな。だから彼を国王にしたくて……」

「それは、ないんじゃないか」

　サディーンは歯切れ悪くそう言った。

「どうして？　だってふたりでずっと一緒に行動してるし、その……。子どもも産むって言ってるよ」

「好きな相手に依い存ぞん性せいのある薬を飲ませたりしないだろ。それに、子どもは別に好きな相手との子でなくても産めるしな」

「……？」

　シェヘラが不思議そうな顔でサディーンを見たので、彼は後ろ頭を搔いて、言い辛づらそうに口にした。

「王子の相手をつとめる者のほとんどは、野や心しん家かばかりだ。あわよくば子を産んで、権力や財産を手に入れようとやっきになってる。恋愛感情よりも、そういうもののために……王子の部屋に通かよう女というのは、珍しくないんだよ。ひとときのために、玄人くろうとがやとわれることもあるし」

　サディーンはかなりぼかしてシェヘラに事実を伝えようとしているようで、回りくどい物の言い方をした。ようやく意味を理解したシェヘラは、うつむいてしまった。母に教えられた「愛さえあれば奇跡の力で魔人の子でも何でも産める！」というのは王宮では当てはまらないようであった。

（そういえば……クルファさんは、ラティーヤ王子にあたしを愛するようにって、けしかけてた。好きだったら、そんなことできないよね……）

　自分がサディーンによその女の人を好きになって、と言うようなものである。それだけは絶対に嫌であった。

「クルファはおそらく、ラティーヤに特別な感情を持っている。だが色いろ恋こい沙ざ汰たではなさそうだ。そこらへんが、クルファを説得するきっかけになるかもな」

　かつかつと、地下に響く足音がする。

　クルファがラティーヤを落ち着かせて、こちらへ戻ってきているのだろう。

「シェヘラ、一度しか言わないからよく聞け。……ラティーヤを、刺さしてしまおう」

　シェヘラは驚き、目を見み張はった。




　サディーンはクルファがやってくるなり、腹の痛みを訴うつたえだした。

「やばい。本当に内臓がよじれそうだ」

　芋いも虫むしのように身を縮ちぢめるサディーンに、クルファは一いつ瞬しゆん、状況を理解するのに時間を要したようであった。

（さ、サディーン……！　演技上手じようず……！）

　シェヘラは不安そうな顔でクルファを見上げる。

「クルファさん、腹痛のお薬を作れませんか？」

「ご自分の林檎で、治なおせばいいのでは？」

　彼女に真実を告げることは、危険かもしれない。けれど魔法は奇跡の力ではないと分かってもらわなくては。

　少しの間シェヘラはためらったが、意を決して答えた。

「あたしの魔法は病を完かん治ちさせるものでなく……一時的に病気や怪我を遠ざけるものなのです」

　クルファは目を見開いた。普段は人形のように無表情の彼女だが、さすがに驚きを隠せなかったようである。

　このことが明るみに出てしまえば、クルファはシェヘラでなくフーガノーガを欲しがるに違いなかったので、少なくとも神殿から離れるまでは黙だまっていなければならなかったのだ。ランプから出ている魔人に、クルファが勝まさることはないとは思うが……。

　クルファはしばし、サディーンとシェヘラを見み比くらべてから、溜ため息いきをついた。

「……お待ちください」

　クルファが引き返し、部屋を出て行く。彼女が鍵を取り出す音を聞きつけるなり、絨毯はさっと扉の隙間にすべり込んだ。クルファが気づかずに去ってゆくと、サディーンは施錠できなかった扉を確かめ、ぎちぎちに挟まった絨毯を「良くやった」と助けてやった。シェヘラはこの隙に、望遠鏡に魔力を込める。

「クルファさんの背中を追って。できるだけ景け色しきは引いてちょうだい」

　望遠鏡の玉ぎよく石せきは強い光を灯ともす。

「シェヘラ、頼む」

「右、左……三つに分かれた通路を中央に、まっすぐ歩く。やっぱりサディーンの言うとおり、薬を作る場所はここから離れている」

　地下水路に入ったとき、水が涸かれずに流れていた。しかし、この部屋にたどり着くまでの通路は土つち壁かべばかりが続いていた。

「あの女が薬を作るには、水が必要になるはずだ。湿しめったところでしか育そだたない薬草は、アフガットの部屋にもあった。何よりクルファは、ラティーヤの手の届くところに薬を置いていない。もし置いてあったら、かんしゃくを起こす前に勝手に飲んでるだろうからな」

（サディーン……すごい。あんな状況だったのに、周しゆう囲いをよく見てる。あたしひとりじゃ、いっぱいいっぱいでそんなことまで考えつかなかった……）

　クルファのもとへ行こうとしたシェヘラに、自分が王位継承権を持つことを売り込んでついてきたのも、彼なりの機き転てんだったのだろう。ラティーヤの代かわりとなれるサディーンを利用するつもりなら、クルファは彼を殺せない。

（今ある情報でこの先どうするべきか、先を読んでるんだ……。勘かんを最大に働かせて）

「悪かったな……魔力を使わせちまって」

　サディーンはやるせない表情を浮かべていた。シェヘラが魔力を使うことは、体力を削るということなのである。

　ほんの少しならば問題はないのだが、以前シェヘラは魔力の使いすぎで倒れていた。彼はいまだに、そのことに責任を感じているようなのだ。

「父さんは魔法を使うことを、恐れなくていいと言った。だからがんばれる」

「もしも、怖くなったら俺がいることを忘れるな」

　サディーンはシェヘラの手をぎゅっと握った。

（あたし、サディーンに助けられてばかりだ……。ひとりぼっちだったら、イスプールへ行く前にくじけていたかもしれない。あたしはサディーンがいたから、ここまで来られたんだ……）

　彼があたしの足りないものを補おぎなってくれるように、あたしも彼の力になりたい。

　今度はあたしが、彼を助ける番だ。

「魔法の望遠鏡。ラティーヤ王子は、どこにいる？」

　シェヘラは再ふたたび、望遠鏡に問いかけた。
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　時代がかった神殿である。

　アフガットは馬を下り、あたりの様子をうかがった。

　魔法使いの故こ郷きようは、想像以上にへんぴな場所であった。村で唯ゆい一いつの立りつ派ぱな建物が彼女の実家であるとは──それも、千年も昔から存在していた場所であるとは、にわかに信じがたい光こう景けいである。

　真夜中の神殿を訪ねる村人はいない。アラハバート神への祈りは、陽ひの高い時間に捧げねばならないとされている。

　アフガットは、偵察部隊からふたりを選んでこの神殿へとやってきた。まだ動ける兵士たちは、村人へ水を配給したり、残りの反王政派たちを追わせたりするために、各地へと派は遣けんした。

　水を携たずさえた応援部隊がこちらへやってくるにはまだ時間がかかる。イスプールでランプと魔法使いの無事を確認したらすぐに本隊へと戻るつもりであった。

　他の部下に任せてもよかったが、魔法のことを知る人物でなければ、いざというときにうまく対応できないだろう。何よりも、相手の使う薬についてはアフガットが誰より詳くわしい自信がある。ドゥルタヤの女がその場にいれば、その場で確かく保ほできるかもしれない。

　神殿の門をくぐる。古びてはいたが、丁てい寧ねいに磨みがかれていた。神み子こがよく仕事をするようだ。

「だ、誰なの」

　アラハバート神の像がそびえる広間にたどり着くと、怯おびえたような女の声が響いた。

　像の後ろから、金のランプを抱えた女がひとり、こちらを覗のぞいている。

「ひょお、美人」

「アリー。黙れ」

　後ろで部下がつぶやいたので、アフガットはにらみつけた。

「お前は魔法使いの母親か。クルファという女がここを訪ねてこなかったか」

「はい……来ました。娘を連れて行ってしまったわ」

　最悪だ──とアフガットは心の中でつぶやいた。おそらく魔法使いとシャフリヤールはぎりぎりまで王宮に留とめ置おかれていたのだろう。そして運悪くクルファと鉢はち合あわせてしまったのだ。

「娘はシャフリヤールと一緒か？　ランプの魔ま人じんはその中にいるのか」

　アフガットがたずねると、女は困ったようにちらちらと視線を動かした。緑色の煙があたりに立ち込めてゆく。

　ぼんっ!!　と小こ気き味みよい音とともに、アフガットの目の前に魔人が現れた。筋骨隆々のたくましい体をした、男の魔人である。

（……母親にも似ていないと思ったが……父親とも、あまり似ていなかったのだな）

　アフガットは目の前の魔人を見上げた。魔人はひげをいじりながら、アフガットを興きよう味み深ぶかそうに見ている。

「これは驚いた！　長いこと生きてきたが、君ほど珍めずらしい王族の子はいない。こんな場所に、いったい何の用事だね」

「クルファという女がここに向かったと踏んで、やってきた。お前の娘を狙っている女だ」

「ああ、その子ならさっきシェヘラと一緒に出て行ったよ」

　アフガットは眉を寄せた。なぜこの魔人は、娘を攫さらおうとする女が現れて、みすみす渡してしまったのだろうか。魔人の力があれば女ひとり、どうにでもできたはずである。

「悪いけど、私はジルータスと性質が異なるのだ。人間界には深く関与しない、これは私の中の決め事だよ」

「人間界のことだと？　お前の娘は、半分は魔人だが」

「けれど地上で生きなければならない。ならば地上の理ことわりに沿そって生きる方法を学ばなければ」

　魔人は娘を育てるために、わざとこの状況を傍ぼう観かんすることにしたらしい。

　ふと、アフガットの中で疑ぎ問もんが芽め生ばえた。

「……なぜ、私がジルータスを使し役えきしていたことを知っている？」

　かつてアフガットが従えていた女魔人は、すでにアラハバートの地上から去さっている。現在アフガットは、魔人のランプを携えてはいない。

「すぐに分かったよ。君は王族の子なのに、肌が白いじゃないか」

「それが何だ」

　気にしていることを真っ向から指し摘てきされて、アフガットは不ふ愉ゆ快かいになった。

「それは、君がいにしえの血を引いていることに他ならないのだよ」

「……？」

「神に愛された子は色しき素そに突然変へん異いが出る、という言い伝えがある。北の民に色が白い者が多いのは、アラハバート神が北方で建国したことに始まっているのだが」

　魔人はゆっくり言葉を切った。

「私の娘を見たことがあるだろう。色も白い。瞳の色も、二色のまだら色。生まれつき魔力を持つ者は、そういった特とく徴ちようを持っているのだよ。君が追っているドゥルタヤの子も、少なからずそうだね」

　クルファは色白に、薄青の瞳である。アラハバートの民の中では、珍しい取り合わせだ。

「君もだ。千二百年前、アラハバートでは魔人と人間が手を取り合い、暮らしてきた。大昔は王族の子が半はん魔ま人じんであったこともあった。特にシャフリヤールの時代は魔人との結びつきが強かったからね。砂漠ができてからは人間のみの世界を築きずいてきたが、たまたま何かの巡めぐり合あわせによって、君には祖そ先せんの血が色いろ濃こく出てしまったのだろう。その証しよう拠こに、君は魔人を従えることができた」

「ランプの魔人は、ランプから目覚めさせれば誰でも使えるものではないのか？」

「そもそも、魔力を持つ者がこすらないと出てこられないように、私が封ふう印いんしたのだよ。ジルータスは快かい楽らくに忠ちゆう実じつなので、ただの人間では制せい御ぎよし切れまい。まぁ当時の君も、うまくは扱えなかったようだがね」

「では、私は本当に……」

　父上の子なのか？

　アフガットは、しばしためらったが、結けつ局きよくたずねなかった。

　魔人に真実を教えられ安心して、いったい何になるのだろう。

　長年追い求めてきた答えを、こんなに簡単に──この、少しとぼけた魔人から得て終わりだというのなら、今まで培つちかってきたものが一体何だったのか、分からなくなる。

　今は過去ではなく、これからをどうにかしなければならないときなのだ。

「ドゥルタヤの女を追いたい。どの方角へ向かったか教えろ」

　魔法使いの母親が、おずおずと答えた。

「塔とうから覗いた限りでは、集落の近くの地カ下ナ水ー路トへ向かったようです」

　この土地の井戸は、毒が流された場所とは別の山脈から水を引いている。神殿を訪れる前に調査したときには、ジャクラマールの混入はなかった。だがクルファが現れた以上、ここも危ないだろう。

「……もうひとつ聞きたい。このあたりの村の生活基き盤ばんはどうなっている？」

「主に耕作ですが、数年前に作物がやられてだめになったこともあります。十年に一度はそのようなことが起こるのです」

　特に十年前に起こった飢き饉きんは、ずいぶんと村人を苦しめたらしい。

　アフガットは、魔人に背を向けた。

「邪魔をした。これから地下へ向かう」

　アリーが小声でたずねる。

「……魔人を持って行かなくていいんですか？」

　ランプの所しよ持じ者しやはか弱い女ひとり。魔人を奪うには、絶ぜつ好こうの機会である。

「いや。魔法の力は万ばん能のうではないということは、すでに林檎の件で分かりきっている。魔法は、使いどころを誤あやまれない。ならばできるだけ放っておくのがいい」

　アリーは驚いたような顔でアフガットを見た。

「間ま抜ぬけな顔をするな。行くぞ」

　ラティーヤが魔人を奪いにきたときのために、神殿に護ご衛えいの兵を手配するように指示しながら、アフガットは真夜中の砂漠をにらんだ。

　地下だ。すべてはそこに繫がっている。
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　頭がぼんやりする。

　何度か幸せな夢を見ては、ときおり悪あく夢むを見る。その繰くり返かえしであった。

　幸せな夢には、いくつか種しゆ類るいがある。自分が宮きゆう廷てい装しよう束ぞくを身にまとい、陽の当たる庭で、笑っているとき。気に入った女によ官かんを初めて手に入れたとき。兄弟たちとの力比べに勝って──いつも、少しずるい手を使っていたのだが──父王が、自分の方を見て穏おだやかに目を細めたとき。

　悪夢は決まってひとつ。濁にごりきった金色の渦うずの中に、沈しずんでゆく夢である。あらゆる声がするが、重かさなり合って聞き取ることができない。やがて、薄青の瞳をした女が、自分をじっと見下ろしていることに気がつく。恐ろしくて彼女の名を呼ぶが、彼女は自分に応えない。

「……クルファ！」

　ラティーヤが必死に叫ぶと、頰に強きよう烈れつな痛みが走った。

「いい加減起きろ」

　ラティーヤは、状況を理解することができずに、息を詰めた。最近は夢と現実の区別がつかなくなることが多く、クルファに何度も「それは夢ですよ」と背中を撫でられているのだ。

　目の前に異い母ぼ弟ていのシャフリヤールと、心配そうに顔を覗き込む魔法使いの少女がいるこの状況は、ラティーヤにとって、判断が難むずかしかった。

（現実？　夢？　悪夢が続いてるのか……？）

「まだ寝ぼけてるみたいだな。もう一いつ発ぱつ殴なぐるか」

「さ、サディーンやめて……！　もう頰が赤くなってるから。だから、もっとやさしく起こした方がいいって言ったのに」

　いつもだったら、そろそろクルファが現れて、ラティーヤを抱きしめながらなだめてくれる頃ころ合あいである。そしてあの薬をラティーヤに飲ませてくれるのだ。いっぱい欲しいと言っているのに、思うような量をくれない。

　シャフリヤールは、自分の方をにらんでいる。

　燭しよく台だいの炎が揺らめき、異母弟の顔を照らしていた。

　なかなかクルファは現れない。ということは、これは現実なのかもしれない。

　ラティーヤは、かすれた声でたずねた。

「何？　お前は死んだんじゃなかったの？」

　そういえば、クルファに兄弟たちがどうなったのか、詳くわしく聞かせてもらっていなかった。

　彼女はいつも、「あなたに必ず王冠が渡るようにいたします。ご心配なさらずに──」とささやいて、そのあとは忙いそがしそうにどこかへ行ってしまうのだ。

「それはこっちの台詞せりふだ。あのうさんくさい女に薬くすり漬づけにされて、何の役にも立たないお前がよく生かしてもらえてるよ」

　ラティーヤはむっとした。彼女は自分を愛していると言っているし、実際夜は寝台を共にしている。確かに今は、体の調ちよう子しが悪いことも多いが──クルファは献けん身しん的てきにラティーヤに尽くしてくれている。忙しくしているのも、体が思うように動かない自分に代わり戴たい冠かんまでの準備を調ととのえているからである。

「お前、もうすぐ捨てられるぞ」

　シャフリヤールがそう言って笑ったので、ラティーヤはいぶかしげに彼を見上げた。

「お前が事件を起こしたことは、すでに国王の耳に入っている。お前の資格は戻らず、結果俺が継承権一位となった。あのクルファとかいう女は、お前のそばにいても得がないと分かって、俺に乗り換えたんだよ」

「でたらめ言うな。クルファは僕ぼくを裏うら切ぎらない」

　そう言ったものの、ラティーヤの胸には動どう揺ようが走る。
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　なぜ、シャフリヤールはこの場にいる？　ここはクルファがラティーヤのために用意した、秘ひ密みつの隠かくれがだ。

　シャフリヤールが歩き回っているということは、クルファが彼に自由を許ゆるしたのである。

　クルファが忙しくしているのは、本当に僕のためだったのか……？

　僕ではなく、シャフリヤールを王にするためであったのか？

　魔法使いの少女が、静かに進み出た。

「ラティーヤさま。国王さまは今、とても難しいご病気です。先日も王宮で倒れられました」

「父上が……？」

「クルファさんのもとを離れて、国王さまにお会いになられてはいかがでしょうか？　舞姫の事件のことを、直接謝罪して──」

「嫌だね」

「でも、早くお会いにならないと、親子の間に溝みぞができたままになってしまいます。自分から正直に、事件についてお話してみては──さいわい、死者は出ていないし、もしかしたら」

　魔法使いは分かっていない。国王はそんなに甘い人間ではない。他国の使者や国民の前で顔に泥どろを塗ぬるような真似をしたのだから、恩おん赦しやなどされるはずもなかった。

「それに、クルファさんは反王政派を集めて活動させています。止めないと、関係のない人まで巻まき込こまれるかも──」

「うるさいな。お前には関係ない！」

　いまいましくてたまらない。クルファはこんなにうるさくなかった。彼女はこの娘を欲しがっているが、自分にはクルファさえいればいい。

「このまま国王さまにもしものことがあったら、ラティーヤさまは後悔なさるのではないですか？　地下にいたときも、危なくなったら国王さまを呼んでいました」

「覚えていないそんなこと。だいたい、そんなの魔法で治せばいいだろ。命の林檎だっけ？　国王が危ないっていうのにその力を使わないなんて、国王が死んであわよくばシャフリヤールが次代を継げばいいと思ってるんだろ。そうしたらお前は毎日後宮で贅ぜい沢たく三ざん昧まいだもんな」

「そんなこと、思ってません！　あたしだって、治せたらいいとは思います。でも林檎の魔法は怪我や病気を完治させることはできないから、だから」

「シェヘラ」

　シャフリヤールは魔法使いの肩をそっと抱いた。

　興こう奮ふんした彼女は、それで少し冷れい静せいになったらしい。それ以上ラティーヤに何かを言うこともなく、口をつぐんでいる。

（魔法使いの林檎は万能の力があると、クルファから聞いたが……。話が違うじゃないか）

　そもそも、クルファはなぜラティーヤの知らないさまざまな情報を、手に入れることができたのだろうか？

　ただの女官にしては、あまりにも出来がよすぎる。巧みにラティーヤの内に入り込み、ラティーヤの望むものを与えてきた。

　彼女は自分を愛していると言ったが、媚こびる態たい度どの中にもどこか冷え冷えとしたものが交まざっていることを、ラティーヤは感じるときがあった。

（父上が死んで、ほかの兄弟が国王になれば、僕は）

　誰にも顧かえりみられなくなる。

　それはラティーヤが何より恐れる、孤こ独どくであった。

「試してみないか」

　シャフリヤールは、ラティーヤの顔を覗き込んでそう言った。

「あの女が何をたくらんでお前に近づいたのかを、知りたくはないか」

　ラティーヤは、ごくりと唾つばを吞み込んだ。




　ラティーヤの言葉に感かん情じよう的てきになってしまったことを、シェヘラは反はん省せいした。

　彼から少し離れた部屋の端はしまで移動すると、サディーンはそっとささやいた。

「大丈夫か？」

　シェヘラは小さくうなずいて、深く息を吸すった。

「ごめんなさい。つい、かっとなっちゃって……」

　魔法の力に戸と惑まどっているさなか、ラティーヤにあのようなことを言われたので、自分でもうまく感情を抑おさえることができなかったのである。

「悪いことを言ったのはあいつの方なんだから、気にするな」

「でも、ラティーヤさまに自分から外に出てほしかったのに……」

「あいつは最初から出る気なんてないだろう。俺は無む謀ぼうだと言ったが、お前はそれでも説得してみよう、ってがんばったんだ。もしかしたら、あいつも今はうなずかなくてもシェヘラの提てい案あんを考えてはいるかもしれない」

「うん……」

「人と向き合うことは、うまくいくことばかりじゃない。分かり合えないことだってある。けど、ぶつかった経験も双そう方ほうに意味をちゃんと与えてくれる。大だい丈じよう夫ぶだ」

　サディーンはシェヘラの肩を抱いて、頭を撫でた。

「これからクルファと話すことになるが、いけそうか？」

「あたし、クルファさんと話したい。クルファさんのことを知りたい。あたしと同じ古代の力を持っているというのなら、恐ろしいことはやめさせたい」

　魔法の力を持って、楽しいこともたくさんあったけれど、後悔したこともあった。

　その後悔を、他人にもしてほしくない。自分の力で止めることができるのなら、止めたい。

「クルファとお前は、不思議なところで繫がっている。俺が言うよりも、お前が話した方がうまくいくかもしれない」

　サディーンはシェヘラを元気づけるように強く背を叩くと、ラティーヤの方を振り返った。

「始めるぞ」
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　つんざくような悲鳴が地下に響いたのは、クルファが薬を調合し終えてすぐのことであった。

（ラティーヤさま……!?）

　彼が目覚めるには早すぎる。薬は日ひ毎ごとに量を足たさずにはいられなくなり、先ほどもねだられるままに彼にジャクラマールを与えたのである。しばらくは幸せな夢を見ていてくれるはずだ。

　足早に彼を隠した部屋へと歩を進める。

　彼女がかけたはずの鍵かぎは壊こわされ、錠じようが床ゆかに落ちていた。舌した打うちをして扉を開ければ、寝台の上にがくがくと震ふるえるラティーヤ王子と、彼を押さえつけるシャフリヤール王子がいた。シャフリヤール王子の部屋に鍵をかけたはずだが、どうにかして外へ出たらしい。

「どういうつもりです」

　シャフリヤール王子は腹痛を訴うつたえていたはずだが、背筋はぴんとまっすぐに伸びている。先ほどのたうち回っていたのは、芝居であったのだ。

　魔法使いは、部屋の隅すみで服の合わせ目を押さえ、震えている。

「ラティーヤがうるさいから、部屋を捜し当てた。ちょっと目を離した隙にこいつがシェヘラに手を出そうとしたから、殺すことにしたんだよ」

「クルファ……たすけて」

　ラティーヤはサディーンに腕を取られ、情なさけない表情でクルファを見上げる。金の瞳は、度たび重かさなる投薬のせいで濁っていた。彼をねじ伏せる者が澄すんだ同色の瞳をしているので、より落らく差さが目立つ。

（面倒なことになった……。地下では私以外の女を調ちよう達たつできなかったとはいえ、今、魔法使いに手をつけようとするとは）

　魔法使いをあてがうにしても、もう少し落ち着いてから、とクルファは考えていたのである。

　ラティーヤを殺されるわけにはいかない。クルファの計画が崩れてしまう。

　しかし、シャフリヤール王子を殺すには惜しい。彼の言うとおり、継承権第一位の価か値ちは大きい。彼を殺してラティーヤを王位につけようとしても、継承第一位はもうひとり──アフガット王子がいる。王子をふたり殺すのは、さすがのクルファも容よう易いでない。何よりアフガットの後ろにはドゥルタヤが二名ついている。戦せん闘とうに持ち込まれてはクルファが圧あつ倒とう的てきに不利だ。ならば手て駒ごまとして取っておくべきである。

　シャフリヤール王子は、兄王子を見下し、せせら笑った。

「いい面つらだな。今までこいつに傷つけられてきた人間は、同じような顔をしていただろうよ」

　クルファはかつて墓はか場ばで、ラティーヤ王子が同じように兄弟を見下ろしていたことを思い出していた。

　不思議なことに、この兄弟たちは他人を追いつめるときにだけ、表情が似るのである。

「余計なことはしないでいただけますか。あなたはおとなしく、時がくるまで地下にいてくださればいい」

「こいつのせいでさんざん迷惑をこうむったからな。収穫祭では名前を勝手に使われ、あやうくギルドの家族を路ろ頭とうに迷わせるところだった。それに、シェヘラを強引に奪おうとした。動けないうちに殺してしまった方がいい。俺の家族に傷をつけられる前に」

（……ドライドの報告では、この王子は温おん厚こうな性格だったはず……これは罠わな……？）

　しかし、魔法使いが傷をつけられそうになったときの彼の豹ひよう変へんぶりは、クルファも目にしている。

　シャフリヤール王子は幼い頃に王宮から追つい放ほうされ、直後に母を失っている。それゆえ彼の『家族』に対する執しゆう着ちやくは人一倍だ。彼の敵は、彼の家族を奪う者である。

（ラティーヤ王子を殺されては……）

　クルファは、表情を読み取られまいと必死に動揺を隠した。

　ラティーヤの代わりはいない。

　彼はクルファの母親を殺した、張ちよう本ほん人にんである。

　クルファの母は優ゆう秀しゆうな判定者としてラティーヤ王子につき、そして彼の放った火に巻き込まれ命を落とした。

　母は最後まで日ひ陰かげの存在であった。

　そして何の因いん果がかクルファも母と同じ王子を観察することとなったとき、彼女の中にひとつの野や望ぼうが芽生えた。

　ラティーヤの陰に生きるクルファが、彼の妻となり、事実上の王権を掌しよう握あくすること。

　それは表舞台にドゥルタヤが立つことを意味している。

（ラティーヤ王子を踏みつけ、形ばかりの国王とすること。陰いんが陽ように成り代わること。それが私の復ふく讐しゆう）

　次代の国王はラティーヤでなければならない。なぜなら彼が、クルファの母親を殺したからだ。

　ラティーヤが、か細い声で泣いた。

「クルファ……」

「今、お助けいたします。私が必ず」

　言ったそばから、シャフリヤール王子が短剣を手に取り、鞘さやを捨てた。からんからん……と寝台の下に転がってゆく鞘を見るなり、ラティーヤの顔はみるみると蒼そう白はくになる。

「さて、ここをすぱっとやればあっけなく死ぬが……」

　銀色の刃やいばを彼の首くび筋すじに当て、シャフリヤール王子は舌なめずりをする。クルファは懐ふところから薬品を取り出した。

「あなたを気き絶ぜつさせることは簡単です。おとなしく──」

　言葉の続きは、突とつ風ぷうにより吞み込むこととなる。

　群ぐん青じよう色いろに金きん糸しの刺し繡しゆうがついた魔法の絨毯が、クルファの体に勢いよくかぶさった。

「……！」

　不意を突かれた。短剣の方にばかり意い識しきを集中させてしまった。

　絨毯に壁ヘ縫い留められ、身み動うごきが取れない。ラティーヤの悲鳴が響きわたる。

　クルファは思わず、口走っていた。

「やめなさい、そいつは私が殺します!!」

「……殺す？」

　シャフリヤール王子は、クルファを見ている。見み極きわめるような目で。

「あんたは、ラティーヤを殺すつもりでそばに置いていたっていうのか？」

「……いいえ」

　一度感情の川が氾はん濫らんしてしまえば、もう止められなかった。クルファは冷え切った薄青の目で、ラティーヤ王子を見た。

「私は彼と共に、王国を築くつもりです。ラティーヤさまは、私の母親を殺したのですから」

　彼女の言葉に、狭せまい地下室の空気はぴんと張り詰めた。




　シェヘラは、クルファとラティーヤを見比べた。

（ラティーヤ王子が、クルファさんのお母さんを、殺した……？）

　思ってもみない理由であった。それならば、クルファは母親の仇かたきと共に行動し、さらには子を生なし王位に即つけようとしていたことになる。

「本当に、ラティーヤ王子がクルファさんのお母さんを、殺したんですか？」

　シェヘラの問いに、クルファは答えた。

「正確には、ラティーヤさまが放った火に巻き込まれ命を落としました。十数年前に離宮が焼けた事件がありましたが、火つけの犯人はラティーヤさまです」

「あの……火事で……」

　ラティーヤは力なくつぶやいた。どうやら、火事があったことには間違いがないようである。

「じゃあ、何でラティーヤさまと今行動を共にしているのですか。それに、クルファさんはラティーヤさまに協力してあげてた。仇に手を貸す目的は、何なんですか」

「国こく母もになりたいからです。誰でもなく、ラティーヤさまの子を産みたかった」

「彼を……愛しているから？」

　クルファは、目を細めた。

「そう見えますか？」

　妖あやしげな笑みを浮かべる彼女に、シェヘラは言葉に詰つまる。

（見えない。やっぱり、違うんだ。でも分からない。どうして──）

　シェヘラは、クルファがすべては一族の再さい興こうのために動いていることを思い出した。

「ドゥルタヤと、ラティーヤさまに関係があるんですね」

「……私の母の力は、一族でも抜きん出ていました。そうしてラティーヤさまをずっと、見守ってきたのです。けれど王子たちは、残念ながら一族の人間よりも劣おとっていました。私は母のような人間が、陰でひっそりと死んでいくことが、我が慢まんならないのです」

「……ラティーヤさまにこだわるのは、クルファさんのお母さんが、ラティーヤさまを見守って死んだから？」

　クルファは返事をしなかった。否ひ定ていもしない。

　クルファの生おい立たちについて、シェヘラは知らないことばかりだ。けれど、大事な人間を失う辛さをシェヘラは知っている。彼女も過去に友人を失ったからである。誰でもない、自分の力によって。

　シェヘラはそのとき自分の力を恐れたが、クルファは力が受け入れられない環かん境きようを憎にくんだのだ。

（私とクルファさんは、同じような経験をして、そして違う道を進んだんだ）

　もし、シェヘラに父がいなかったら──シェヘラに魔法との向き合い方について教えてくれる人がいなかったなら、シェヘラ自身も彼女と同じ闇に落ちていたかもしれない。

　父はクルファを見て、悲しんでいた。きっとクルファを導みちびく誰かがいなかったことを、嘆なげいていたのだ。

　自分には、両親がいた。サディーンやギルドの仲間たちも。けれどクルファには、彼女を理解する人間が誰もいなかったのだ。

（あたしだったら、あたしがクルファさんだったら──）

「いにしえから受け継がれてきた不思議な力は、人を困らせるためのものじゃない」

　シェヘラの言葉に、クルファは片かた眉まゆを上げた。

「クルファさんのお母さんは、どんな気持ちでラティーヤさまについていたの？　隠れて生きなきゃいけなくて、悔しいって思ってた？　クルファさんはそれを、聞いたことがある？」

「母が……？」

「そう。クルファさんがお母さんから力を受け継いだなら、知っていたはずよ。あたしも父さんから魔法を受け継いだとき、大事なことをたくさん教わった。クルファさんのところだって、きっとそうだったはず」

　魔法は他人のために、思いやりを持って使うこと。不思議な力に甘あまえないこと。魔法と向き合いたいなら、自分を知り、人間と向き合うこと。

　魔法は使う者によって、いいようにも悪いようにも変わる。だからこそ、魔人の父はシェヘラに魔法の使い方ではなく、魔法を使うときの心がけを教えたのである。

「あなたには分からない。私の母のことは」

「分からないかもしれない。でも、不思議な力のために不ふ自じ由ゆうをした自分の子が、それを憎んでいたとしたら悲しいってことくらい、分かるわ。もしあたしが人間と戦ったら、父さんはきっと悲しむ」

　クルファのやり方は間違っていると思う。

　けれど彼女なりに、生きにくい思いをしている一族を──死んでいった母親を救おうとしているのだ。

「クルファさんがラティーヤ王子に復讐をしたら、お母さんの誇ほこりはどうなっちゃうんですか。誇りがなければ子どもに力を継がせなかった。クルファさんは、自分の子どもに一族のことを教えてあげられるの？」

「子ども……に」

　低い笑い声が響いた。

　サディーンに押さえられていたラティーヤが、体を震わせている。

「そういうことだったのか。お前は僕のことを、ちっとも愛してなどいなかったんだな」

「そのようなことは、ございません」

「噓うそをつくな。母親を殺した人間を恨まないはずがない」

「──子を授かりました」

　シェヘラは目を見み張はった。その場にいた王子ふたりも、同じ表情でクルファに注ちゆう目もくしている。

「あなたが国王になり、この子が男だん児じであれば、母が見守ってきた王子と、ドゥルタヤの子が表舞台に立つことになる。陽の光のあたるドゥルタヤの子に。子が育てば退たい位いしていただきますが、それまでは私があなたを守り通します。私は千年の悪あく習しゆうを絶たつことができる。あなたには、感謝しているのです」

「……この、女」

　ラティーヤが唸うなり声を上げ、サディーンは慌てて彼を押さえつけた。ラティーヤはむちゃくちゃに暴れ出し、獣けもののような咆ほう哮こうを放っている。

「シェヘラ！　クルファを連れて外に出ろ！」

　サディーンが言うや否いなや、ラティーヤはサディーンの首くび飾かざりを摑み、思い切り引いた。サディーンはうめいて抵抗しようとするが、どこからそのような力が出るのか、とうとうラティーヤは彼を組み伏せてしまった。

（サディーンを置いて、逃げられない！）

「絨毯、クルファさんを離して、ラティーヤさまを止めて」

　絨毯がシェヘラの願いを聞き届けようと体を浮かすが、ラティーヤはサディーンが取り落とした短剣を絨毯に向かって投げつける。絨毯は突つき刺さされ、壁に打ち付けられた。

「絨毯!!」

　絨毯はあわあわと壁でもたついている。

「何が、一族のためだ。愛していると言ったくせに。僕はお前みたいな女に利用される存そん在ざいじゃない」

　クルファは、薄青の瞳をすっと細めた。

　それを合あい図ずに、何かが彼女の中で、切れてしまったかのようであった。

「甘ったれないでください。そんな態度でいるから、出で来き損そこないの兄弟に継承権を取られるのです」

　ラティーヤの表情は歪ゆがんだ。

　クルファは構かまわずに、しゃべり続ける。

「我々は、ずっと王子たちを見てきました。あなたが一番、愚おろかで将来に見込みがなかった。それでも王があなたに継承権を認めていたのは、アラハバートの政治の均きん衡こうを保たもつためです」

「うるさい」

「ベルシア王おう朝ちようの血を引くアフガット王子だけを優ゆう遇ぐうすれば、古こ参さんの家か臣しんから反感を買います。国王はベルシアとアラハバート、双方の皿が傾かたむかないよう、天てん秤びんを均きん等とうにしておくために、あなたの母親──有力大臣家の娘を、二番目の妻に据えたのです」

「黙れ」

「つまりあなたは、ただアフガット王子にたてをつく勢力を押さえつけるためだけに誕生した、都つ合ごうのいい存在──」

「黙れって言ってるだろ!!」

「それに加くわえ、国王は三番目の妻を娶めとった。唯一の、政せい略りやくなど関係のない女を。一番目は国を繫げるために、三番目は愛されるために生まれ、そしてあなたはただ、道具として置かれているだけ」

　クルファはほほえんだ。

「あなたに触ふれられている間、気持ちが悪かったのよ。ずっと」

　ラティーヤは燭台を手に取り、寝台に放った。めらめらと火が燃え移っていく。サディーンが彼を押さえようとするが、火のついた毛もう布ふを放られ、彼は一瞬の時じ宜ぎを逃のがした。

「あっち……おい、ラティーヤ！　やめろ！」

　シェヘラは絨毯から短剣を抜き取り、腕に抱えた。絨毯は体に疵きずがついてしおしおとなってしまっている。

　ラティーヤは燭しよく台だいを振り回しながら、ある一点に狙いを定さだめた。

「一族の力がそんなに大事か。なら、これは我慢できないだろうね？」

　寝台のそばに、小さな棚たながひとつある。ラティーヤが引き出しを開けると、古びた紙の束たばが顔を出した。

　クルファの表情が引きつる。

　ラティーヤはにやりと笑って、そこに火をつけた。たちまち中の紙束ごと、棚は燃え上がってゆく。

「それは……！」

「お前が僕の薬を調合するときいつも見ていた。ジャクラマールは違う部屋に置いていたからって安心していただろう。鍵のかかるこの部屋に置いていたということは、お前の大事なものなんだよね？」

　クルファが棚の方へ駆け寄ろうとしたので、シェヘラは慌てて、彼女の腕を摑んだ。

「行っちゃだめ!!」

「離してください」

　クルファはシェヘラの手を振りほどき、棚に取りすがる。彼女の腕が焼けてゆく。シェヘラは後ろからクルファを羽は交がい締じめにした。

「だめ！　クルファさん、赤ちゃんがいるんでしょう！　無む茶ちやはやめて！」

　クルファの動きがにぶる。シェヘラはどうにか彼女を棚から引き離し、へたり込んだ。

　火ひ柱ばしらが上がった。サディーンはラティーヤに体当たりをし、燭台を叩き落とす。

「いい加減にしろ！　死にたいのか！」

　ラティーヤは、人にん形ぎようのようにぐにゃりと体を曲げて、倒れ伏した。濁った金色の瞳でサディーンを見上げて、手を伸ばす。指先はこっけいなほどに震えていた。

「偉えらそうなことを言えるものか。お前だって、父上から逃げているくせに」

「な……」

「どうせ継承権も強引に戻されたんだろう。和わ解かいしたわけじゃない。いつわりの家族を作ったって、本当に大事なものは埋うめられやしないんだ──僕みたいに」

　サディーンは、何かを言い返そうと、口を開いた。けれど、出すべき言葉が思いつかないようであった。

「何が愛されるために生まれた、だ。お前が愛されるために生まれてたまるか。お前は自分に与えられた宿命から逃げ回って、ギルドなんてものに夢中になってる。本当のバカは、お前だよ。僕じゃないんだ。僕じゃない」

　ラティーヤは、咳き込みながら続けた。

「僕は、父上の子だ。王になるんだ。父上から直接、王冠をもらうんだ。愛されるんだ、みんなに」

　サディーンはぼうっと兄を見下ろしている。その様子に危あやううさを感じたシェヘラは、力いっぱい叫んだ。

「サディーン！」

　その声にはっと目を覚ましたように、サディーンは数回、まばたきをした。小さく笑っているラティーヤの、震える指先を乱暴に摑むと、脅おどすように声を低くした。

「──愛されたいなら、外に出ろ。これ以上暴れるな」

「残念だったね、王冠をもらうのは僕だよ。父上に愛されるのは、この僕だ。逃げてばかりのお前じゃない」

「ああ、俺じゃない。いいから立て。髪が燃えてハゲるぞ」

　サディーンは引きずるようにしてラティーヤを立ち上がらせて、シェヘラのもとへとやってくる。さんざん暴れたラティーヤはぬけがらのようになっており、火柱をじいっと見つめていた。

「悪い。助かった」

　サディーンはシェヘラにそう言うと、上うわ着ぎを脱ぬいでシェヘラの頭にかぶせた。火の粉を避けることはできるが、所しよ詮せん時間の問題であった。

「外に出なくちゃ」

　シェヘラはぐるりとあたりを見回すが、炎は川のように流れ始めており、退たい路ろは完全に塞がれてしまっている。扉まで行くには、両足を犠ぎ牲せいにしなければならないだろう。

　ラティーヤはもはや自分で立つことも難かしく、クルファは煙を吸ったのかぐったりとして、身動きひとつしない。棚の中のものが燃えてしまったことも、彼女にとっては衝しよう撃げきだったのだろう。

「シェヘラ。俺が、お前とクルファをおぶって扉まで運ぶ。往おう復ふくしてラティーヤを助けに行くまでに、なるべく安全なところまで逃げろ」

「そんな、できないよ。サディーンが火傷やけどじゃすまなくなる」

「こんなに火が燃え広がっては、絨毯は焼けてしまうだろう。さすがに三人かつぐのはきついからな。まずはお前とクルファだ」

　シェヘラは涙目になって、首を横に振った。

「嫌だよ。それならあたしはクルファさんをおぶって歩く」

「聞き分けろ。時間がないんだ」

「サディーンは、逆の立場だったらあたしを置いて逃げられるの？　できないに決まってる。死んじゃうかもしれないんだよ。あたしだってサディーンの家族だよ。サディーンを守りたいのに、あたしだけがサディーンの背中に、黙っておぶさっていろって言うの？」

「シェヘラ……」

　絨毯が疵のついた場所をかばいながら、ふよふよと体を広げる。

「燃えてしまうぞ。丸まっていろ」

　サディーンが撫でても、絨毯はいやいやと体を振って、乗るように促うながした。

　房に火の粉がかかり、縮ちぢれてゆく。それでも、主人を守ろうとしているのだ。

「……お前の気持ち、分かったよ。待ってろ。国で一番の絨毯職人のところに、修しゆう繕ぜんに出してやるからな」

　サディーンがシェヘラを絨毯に乗せようとした、そのときであった。

　すさまじい音と共に、扉が前のめりに倒れてゆく。

「え……？」

　突然のことに、シェヘラたちは言葉を失った。

「アフガットさま。いました。このまま取り押さえます」

「火を消せ。証拠になるものがあるかもしれない。ぬかりのないようにやれ」

　現れたのは、黒こく曜よう石せきの髪と瞳をした王子であった。

「アフガットさま……？」

　シェヘラたちはたちまちアフガットの部下により部屋の外に出され、そしてラティーヤとクルファは取り押さえられた。

「女。身分をいつわり王族を操あやつっただけでなく、民を洗脳し反王政派として活動させた。ほかにも余よ罪ざいはいくつもある。極きよつ刑けいはまぬがれないぞ」

　アフガットが、クルファに剣を突きつける。煙でぼうっとしたのか、クルファはよろめいた。アフガットの連れていた男たちが彼女を押さえようとしたので、シェヘラは叫んだ。

「乱暴しないでください！　クルファさんは……おなかに赤ちゃんがいるんです」

　アフガットは目を見開いて、ラティーヤを見た。彼はしきりに宙を見ていて答えられる様子ではない。仕方なく、サディーンが言った。

「残念ながら俺たちは、『おじさん』になるようだ」

　その言葉に、アフガットだけでなく、なぜか彼女を捕らえようとしていたふたりの部下まで、脱だつ力りよくしたような溜め息をついた。
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　クルファとラティーヤは、捕とらえられた。

　彼女が放った反はん王おう政せい派はの暴徒たちも、続々とアフガットの部隊により鎮ちん圧あつされているものの、山さん間かん部ぶから毒どくが広がりつつあることにより予よ断だんを許さぬ状じよう況きようとなっている。

　あちこちに軽い火傷やけどを負おっていたシェヘラを医い師しに預けると、サディーンは邪じや魔まにならないような場所を選んでひとり座り込み、頰ほお杖づえをついた。

（ラティーヤに、痛いところを突かれたな……）

　父王から逃げていると指し摘てきされたときには、何も言い返すことができなかった。

　なぜいまさら自分に継けい承しよう権けんを戻もどそうとしたのか、シェヘラに自分と離はなれるように言い聞かせたのか、もとはといえば、なぜ自分を城から追い出したのか──結けつ局きよくのところサディーンは答えを手にしていないままだ。

　もともと王宮へ向かう道すがらですら、シェヘラが気にしていたにもかかわらず、自分から父への思いを断たち切きっていたのである。

　国王は継承権を戻すと言ったとき以い来らい自分と会おうともしないのに、シェヘラのもとへは、わざわざ足を運んでいる。

（国王は、あれからどんなに申し入れても俺と話す機会すら設もうけようとはしなかった……それは、俺のせいなのか？）

　サディーンが父に歩み寄よるまで待っているというのだろうか。

（勝手に追い出したくせに……けれど）

　自分は城を出されたことを、今となってはそこまで恨うらんでなどいない。外の世界に大事なものができたから。

　父に反発してばかりでなく、自分が城から出てどういった人生を歩んできたのか──共に生きてきた家族のこと、商売のこと、自分の足でアラハバートを歩いたこと。それを伝えたうえで王位のことを考えさせてほしいと言えたならば、今とは結けつ果かが変わってきたのかもしれない。

　正しよう直じきなところ、シェヘラの父親が『他人と向き合うことが人を成長させる』と言ったときには、自分の弱点も同時に突かれたような気分でいたのである。

（結けつ局きよくのところ、俺自身も変わらなければ、家族を守ることもできないんだよな）

　自分は魔ま法ほう使つかいと共にいても大丈夫なのだと父に分かってもらえなくては、永遠にシェヘラとの仲は引ひき裂さかれてしまう。ギルドの家族とも離ればなれだ。そして、父に認みとめられなければ、王籍を返へん上じようしたいという話し合いの席にも着くことはできないのだ。

　突っぱねるだけでは物事は動かない。ならば、たとえ不ふ本ほん意いであっても、王族としての責任を果はたさなければ。

　それに気がつくきっかけを与あたえたのが、王おう籍せきから外はずされ心しん神しんを喪そう失しつしたラティーヤであるとは、皮ひ肉にくなことである。

（俺おれは王おう冠かんをかぶらない。けれど、やらなくてはいけないことは、やってから帰らないとな──家族と共に生きるためにも）

　相手の信しん頼らいを得えるには、確かな実じつ績せきが必要である。これは彼がギルドを起こすうえで学んだことのひとつだ。

　顔を上げ、前方にそびえる山さん脈みやくを見つめる。

　ひとまず、あの場所に彼の『やらなくてはならないこと』がある。
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　シェヘラは清せい浄じような水を受け取り、火傷やけどの手当てを受けたのちに、天てん幕まくの中でサディーンを待っていた。

　駐ちゆう屯とん地ちは殺さつ伐ばつとしている。

　クルファが山脈に毒を流した事実は、病人用の天幕にいればおのずと耳に入ってきた。

　汚お染せんされた水を飲いん用ようした村人の受け入れが始まっている。村から呼ばれた医師が慌ただしく処置に走り、まだ動ける兵士たちは続々と各かく集しゆう落らくへの支し援えんに奔ほん走そうしていた。

（毒を流したのがクルファさんなら、それをどうにかできるのもクルファさんではないだろうか。もう一度彼女と話せる機会はないかしら……）

　彼女との対話は、ラティーヤ王子が火をつけたおかげで途と中ちゆうで切り上げてしまっている。もう一度話す機会が欲しかった。

　天幕を出て誰かにクルファの居場所を聞いてみようとするのと同時に、サディーンが中へと入ってきた。

「肌はだに痕あとは残りそうか？」

「ううん。大丈夫だって」

　サディーンはほっとしたような溜め息をついた。彼はしゃがんでシェヘラの顔を覗のぞき込むと、早口で言った。

「シェヘラ。アフガットが神しん殿でんに護ご衛えいの兵を置いているらしいんだ。お前はいったん神殿に帰れ」

「えっ……」

「ギルドと合流したいなら、知らせを出しておくから。絨じゆう毯たんで飛んでよその町で落ち合ってもいいし、魔法を使わないならその兵士がシェヘラのことを送ってくれるそうだ」

「サディーンは？」

「俺は、ここでやらなくちゃいけないことがあるんだ」

　決意に満みちた瞳ひとみであった。

　シェヘラは困こん惑わくした。

（でも……あたしがここにいるちゃんとした理由、ないんだ……）

　魔法のことを父にたずねるため、そして砂さ漠ばくの通行止めをどうにかするために飛び出してはきたものの、シェヘラは父から答えをもらっているし、クルファが捕つかまったことで封鎖は解とかれるであろう。

　クルファと話したいという動どう機きだけでは、ここにとどまることはできない。

　サディーンはアフガット王子の指し揮き下かに入ることで行動を許ゆるされている。アフガット王子と合流した以上は彼の率ひきいる軍の中に身を置かなくてはならない。

　けれど、シェヘラはただの部外者である。地下で見聞きしたことをアフガット王子に報告すれば、ただちに実家に帰されるのは当然の成なり行ゆきであった。

「サディーンは、アフガットさまのもとでお手伝いをするの？」

「そうだ。やっと自分のやるべきことが分かったんだ」

　サディーンは一度言葉を切って、

「何かあったら大変だから、イスプールへ戻れ。俺はシェヘラの力を借りずに、この問題を解決しなくてはならない。すべてが終わったら、俺は城へ戻るよ」

　シェヘラは、信じられない気持ちで彼の言葉を聞いていた。

　あれだけ父王を拒きよ否ひしてきた彼が、自ら王宮へ戻ると言っているのである。彼の口ぶりから察さつするに、やるべきことがそこにあるのだ。

（サディーンは、王おう位い継けい承しよう者しやとして生きることにしたってこと……？）

　彼が突然考えを変えた原げん因いんは、シェヘラにも何となく察しがついた。炎の中、ラティーヤ王子とのやりとりに、サディーンはひどく衝しよう撃げきを受けていた様よう子すであった。

　国王には時間がない。サディーンが父親と向き合うつもりになったのなら、親子の双そう方ほうにとって良いことなのだろう。

　けれど……。

　彼が国王を目指すというのなら、シェヘラと共にいるのはもちろんのこと、ギルドにも戻ることはない。

（もう、サディーンとはお別れなの？）

　ここで神殿に帰れば、彼と再会することは永えい久きゆうにないかもしれない。

　国王がもし今回の事件を『試験』とみなしているのなら、結果次し第だいで彼が次の国王である。

　こんなにもあっけなく終わりが訪れるとは、思いもよらなかった。しかもサディーン本人が、シェヘラに帰るようにと言っている。いつだって自分のそばにいるようにと、シェヘラの手を引いていたサディーンが。

　父との再会、クルファやラティーヤとの対たい峙じによって一時的に後回しにしていた問題が、シェヘラにのしかかってきた。

「シェヘラ!?　どうした!?」

　サディーンが驚おどろいたような表情で、こちらを見ている。すぐに彼の顔はぼやけ、鼻はなの奥がつうんとなった。

　シェヘラは、ぼろぼろと涙をこぼしたまま、何も言うことができなかった。手のひらで涙なみだの滴しずくを受け止めて、呆ぼう然ぜんとしていた。自分が泣いているという事実を把は握あくするまでに、少し時間がかかった。

（彼の足を引ひっ張ぱりたくない……ならここで泣くべきじゃないのに。どうして涙が出てきてしまうの……）

　サディーンがどう生きるかは、彼が決めることだ。彼が王宮に行くと言ったなら、シェヘラは笑顔で送り出すべきなのだ。──せめて、今だけでも恋人として。

　がんばって何とか言葉にしようと思うのだが、喉のどがひりひりしてうまくしゃべれない。

　シェヘラが泣き出すと思わなかったのか、サディーンはおろおろとしていた。いつも彼が白いマントに忍しのばせている手て拭ふき布ぬのを出そうとしたようだが、今は王おう族ぞく衣い装しようでそんなものは入っていなかった。お気に入りのターバンもない。

　小さく息をつくと、彼はシェヘラの前まえ髪がみをそっと搔き上げた。

　それから、指先でシェヘラの涙をすくって、頰ほおに手を添そえる。サディーンがこつん、と額ひたいを合わせてくると、彼の髪の感触がくすぐったくて、シェヘラは目をつむった。

　サディーンのあたたかい体温が伝わってきて、シェヘラはどきどきと脈みやく打うつ心臓を持て余していたが、同時に寂さみしさでどうしようもなかった心が徐じよ々じよに満たされてゆく。

　シェヘラの呼こ吸きゆうが整うまで、サディーンはそのままじっとしていた。

「……そろそろ、落ち着いた？」

「うん」

　サディーンはゆっくりと顔を離した。

　取り乱してしまったことが恥はずかしい。おずおずと目を開けると、彼は穏おだやかにほほえんで、シェヘラの前髪を丁てい寧ねいに直した。

「どうして泣くんだ。あんなふうに神殿を出ていったんだから一度家に帰って、ご両親を安心させてあげないといけないだろ？」

「だ……だって、サディーンが、王宮に戻るって、あたしには帰れって言うから……」

　サディーンは少し考えるような仕し草ぐさをしてから、「ははあ」と笑って、それからおもむろに顔を近づけた。

「や、近いよ」

「いや、ここは感かん動どう的てきにくちづけでもしておくべきかと思って」

「何でそうなるの！　あたしはここでお別れになるかもしれないって、真剣に……」

　サディーンはシェヘラの髪を手て櫛ぐしで整ととのえながら言った。

「大丈夫。おまえと離れないために、俺は王宮へ戻るんだ」

「え……？」

「俺が逃げてばかりだから、まともに話も聞いてもらえない、俺の守ってきたもののことも分かってもらえないって、気がついたんだ。だからまずは交こう渉しようの席に着けるように努ど力りよくするしかない。山のことも放っておけないしな」

「サディーン……」

「もう俺は自分の問題を他人のせいにしない。少し待っていてくれ。必ず迎むかえに行くから」
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　人は変わる──。いいようにも、悪いようにも──。

　父はそう言った。目の前のサディーンの瞳はいきいきと輝かがやいて、王宮へ向かう前の彼とは別人のようだ。

（サディーンは、良い方向へ向かっているんだ。今回の事件を通して、彼は変わったんだ……）

　あたしも、変わりたい。

　彼が自分と一いつ緒しよにいるために動き出してくれたというのなら、自分も彼に応こたえたい。

　魔法と王族は共にあるべきではないと思い、その考えに従って彼との別べつ離りを考えていた。

　けれど、父はまったく違ちがった答えを自分にくれた。

　かつて魔人と人は相あい容いれずに、別れの道を取った。

　けれど人が変われば、運命も変わったかもしれないと。

（人間と魔人が不幸な結けつ末まつを迎えたのは、昔のことだ。あたしもサディーンも、その過去を知っている。だから魔法と人が共にいられる未来を、作れるかもしれない）

「あたしもここでまだできることがある。サディーンが迎えにくるのを待っているだけは、嫌だ」

「シェヘラ……」

「あたしも国王さまに認みとめてもらえるようにがんばる。大変な思いをしている人もここにいる。クルファさんとも、まだ話せていない。ひとりだけ安全な場所で待ってるだけだなんて、できないよ」

　そ、それにとシェヘラは続けた。

「ふたりで一緒に支ささえ合あうのが、恋人同士だと思う」

　サディーンは穏おだやかに笑って、シェヘラの髪にくちづけをした。




　アフガットの天幕を訪ねたふたりは、まず現在の状況を確認した。

　暴動はほぼ終しゆう息そくし、残された問題はひとつ。

「山間部の除じよ染せんが必要だ」

　アフガットはそう言いながら、山の地図をにらみつけていた。

　クルファは山の源げん泉せんにジャクラマールを流した。彼女の狙いは、アフガットの軍が駐ちゆう屯とんする村の井い戸ど水みずを毒で汚すことである。

　思惑どおりに彼の部隊は井戸水を飲み、半数以上の兵が使い物にならなくなった。

「クルファに解毒させるのは……もう、無理だよな」

　サディーンの言葉に、シェヘラはうつむいた。

　クルファの手には酷い火傷ができていた。もう以前のように腕うでを動かすことができるかは分からない。これでは薬も作れないだろう。

（あたしが、ちゃんと止められれば……）

「俺がラティーヤを押さえられなかったことが原げん因いんだ」

　サディーンはシェヘラの手をぎゅっと握にぎった。暗あんに、責任を感じる必要はないと言っているのだ。

「あたしに何かできることはありますか。林檎は……使うことはできないけれど、他のことで、お手伝いとか」

「いや、林檎を使ってもらいたい」

　アフガットの言葉に、シェヘラは目を瞬しばたたかせた。

「どういうことですか？」

「除染の方法が記されたものがあればと思い地下を調べたが、それらしきものは見つからなかった。ラティーヤが燃やしたものの中に、あの女の『大事なもの』が入っていたそうだな」

　棚に入っていた紙束は、薬に関するものだったのかもしれない。クルファが必ひつ死しで棚たなに取りすがっていたのは、おそらくそれが失うしなわれるのを恐れたからであった。

「ただ、まだ可能性はある。薬の調ちよう合ごう式しきを、すべて崩くずす」

「調合式？」

　サディーンがたずねると、アフガットがおもむろに筆カ記ラ具ムと紙し片へんを取り出して、さらさらと何かを書き連つらね始めた。

「おい、俺古こ代だい絵文字は読めないんだが」

「さ、サディーン。あれ古代絵文字じゃない……」

　アフガットが難しい単語を連ねた紙を見せる。

「この薬は簡単に除じよ染せん薬やくを作れないよう、非常に複ふく雑ざつな調合式のもとで精せい製せいされている。そこを逆さか手てに取る」

「逆手に……？」

「以前私がジャクラマールの亜あ種しゆで試し作さく品ひんを作ったとき、いくつかの成分を加くわえると式が歪んで一部が意味を成さなくなることがあった。ただこの一部がどこに作さ用ようするかが見み極きわめきれず、私は除染薬を作ることができなかった」

　アフガットは難しい顔をするふたりに向かって、続けた。

「それは、本物の毒がほんのわずかしか手元になかったからだ。だが今はある。いくらでも試せる」

「汚お染せんされた井戸水を使うんだな」

　アフガットはうなずいた。

「水源から違ちがう成分の薬を流すことで、劇げき薬やくを中ちゆう和わする。毒として成り立たなくさせる」

　毒の成分を変へん化かさせるために、異い物ぶつを流す……？

「ただこれにはひとつ問題がある。この毒は濃度が高いほど……つまりは山脈付近へ近づけば近づくほど、作用が強まり人じん体たいに強い影えい響きようを及ぼす。ジャクラマールを仕し込こんだ水源一帯は毒まみれのはずだ。たどり着くまで持たないかもしれない」

　井戸にたどり着いている毒で体調を崩す者がいるということは、源泉のあたりにはさらに強い毒が撒まかれているはずである。

　ジャクラマールの甘あまったるい香りは、シェヘラもかいだことがある。たとえ口にしなくても、意識を持っていかれそうになったのだ。

「これは途と方ほうもない賭かけだ。魔法はできるだけ使いたくなかったが、そうも言っていられない。林檎の力で一時的に毒をしのぎ、山に入る」

「ま、待ってください!!　アフガットさまが行かれるんですか？」

「調合するのは私だ。私が行かなければ、不測の事態に対応できる者がいないだろう」

　そんなことをすれば、いつかはアフガット王子に病が返ってきてしまう。

　命の林檎は病やまいを治なおすものではない。一時的に怪け我がや病びよう気きを取り払はらうだけのものである。

　サディーンは、難しそうな声を上げた。

「もうすぐ物ぶつ資しと援えん軍ぐんが来るんだろ。急場はこれでしのいで、他にもっと安全な方法は採とれないのか？　あんたがここまでする理由は何なんだ」

「北の土地のためだ」

　アフガットは立ち上がり、荷に物もつ箱ばこから一枚の紙を取り出した。アラハバート国の地図である。

「地下通路を調べるうちに分かったことだが、アフラ砂漠の中央から北では、生活物資はたまにやってくる隊キヤラ商バン頼だのみ、若者たちに仕事もない。荒こう廃はいしきった場所だ」

　サディーンは目を細めた。それは旅暮らしをしている彼も、気になっていた現実なのだろう。

「必ひつ然ぜん的てきに、この地ち帯たいに住まう者は弱じやく者しやとなる。ドゥルタヤの女が焚たきつけなくとも、遅かれ早かれこの問題は表面化しただろう。速すみやかに手を打つべきだ。それに」

「それに？」

　サディーンはアフガットをちらりと見やる。彼は咳せき払ばらいをして、答えた。

「あの父上が、地方の土地には手が回らなかった。それを私が補ほ佐さしてみたくなった。それだけだ」

　シェヘラは、そっとアフガットの白はく皙せきの肌を見る。

　白い肌は、紅こう潮ちようするとひと目で分かってしまうというのは、アフガットとシェヘラの共通点でもある。

「なら、俺が行く。あんたは薬だけ作ってろ」

　サディーンがそう言うと、アフガットは苛いら立だったように声を上げた。

「聞いていなかったのか。薬の作り方が分かっている人間が行かないと、意味がない」

「分かっている人間に何かあったら、万が一のときに手て詰づまりになる。俺が水源に薬を流し、戻ってきて状じよう態たいを報告する。それからあんたはまたその具ぐ合あいを見て薬を作れるし──」

「時間がかかりすぎる。今こうしている時間にも汚染は進んでいるのだ。何より、お前も私も命を落とした場合、王位を継承できる者は誰もいなくなる。最悪、ラティーヤの子に。父上は子が育つまで生きてはいまい」

「え、縁えん起ぎでもないことを言わないで！　全員が無事で、毒も消せる方法を考えましょう」

　シェヘラがとりなすと、ふたりはふうっと息をついて、難しい顔をした。

「山の毒をどうにかするには、毒の調合式を崩す……。薬を作るのは、この中でアフガットさましかできないと思います。あたしは、もう一度クルファさんに除染の方法を当たってみます。記き録ろくは燃えてしまったけれど、彼女なら覚えているかもしれないし」

「そうだな。調合したのはあいつだし、記憶している可能性はある。クルファの取り調べはしたのか？」

「煙けむりを吸っていたのか、ほどなくして気を失うしなってしまった。見み張はりを数人つけて休ませている。あの女は罪ざい人にんだが、腹の子は王おう家けの子だからな」

「クルファさんが目を覚さましたら……他の人でなく、あたしとお話をさせてもらえませんか」

　シェヘラは、ゆっくり言葉を切った。

「地下で話したとき、あたし言ったんです。自分の子どもに、一族のことを教えてあげられるんですかって。そのとき、彼女は少し揺ゆらいだように見えました。きっとクルファさんの中でも、迷まよいがあるんです。誰でもないあたしと話をさせてください。不ふ思し議ぎな力を受うけ継つぐ者として、彼女と対たい等とうに話をしたいんです」

　アフガットはしばし腕を組んでいたが、

「いいだろう。ただし、護ご衛えいをつけたうえでだ。シャフリヤールも同行しろ。護衛には以前、魔法の道具を探させていた──魔法について知る者をつけるので、内容は気にせず好きなことを話せ」

「ありがとうございます」

　シェヘラがほっと胸を撫で下ろすと、サディーンが身を乗り出した。

「それで、クルファからうまく情報を聞き出せた場合について考るぞ。その場合、薬を作るまでにどのくらいの時間を短たん縮しゆくできる？」

「手当たり次し第だい試す時間そのものがなくなる。原料さえ揃えばすぐにでも取りかかれるはずだ」

「では逆に、聞き出せなかった場合は？」

「一日から……最悪、どのくらいかかるか見当がつかない」

　何の手がかりもなしに複雑に作られた劇薬に対たい処しよしなければならないのだから、時間の当たりもつかないのだろう。

「聞き出せなかった場合は、王おう都とから医者を引っ張ってこられないか？　村人への治療もそうだが、あんたの助手にすればいい。このへんの村医者じゃ限界があるだろ」

「要よう請せいはしている。だが医師は、軍隊のように動けない。強きよう行こう軍ぐんは無理だ」

　訓くん練れんされた軍人ならばここまで数日でたどり着けるところだが、民間人となるとそれなりに時間を要ようする。

　サディーンはそうだな、と言葉を切った。

「とりあえず、いろんな手段を考えておくとして、明日のことを決めよう。俺とシェヘラでクルファから何か聞き出せないか当たってみる。それから、物資はいつ届く？」

「明日には到着するだろう。援軍が輸送してくることになる」

「では俺は、それを村人に配る。近隣の村も全部やられてるんだろ。薬を作るのに、何か必要なものがあれば、探してきてやるよ」

「あたしも、お手伝いします。村の人のお世せ話わに女おんな手でが必要なところがあれば、そちらを優ゆう先せん的てきにお手伝いします」

　アフガットはしばし、手元の紙を見み下おろしていたが、

「やはり山へは私が行く。シャフリヤールは物資を配はい給きゆうし医師を割り振れ。お互いそちらの方が向いているだろう」

「でもな……」

「対村人ではお前のような庶しよ民みん臭くさい人間がいた方がいい。だいたいお前が北へ来たのは、もとより私の反王政派討とう伐ばつの手足となって動くためだろう。命令に逆さからうな。ぐだぐだ言わずに水を運べ。不ふ愉ゆ快かいだ」

「さっきから庶民臭いだの不愉快だの、あんた、もう少し言い方ってものが──」

「あ、あの！　喧けん嘩かしないで」

　シェヘラが叫ぶと、ふたりは再び深く息をついた。

「……とりあえず、すべては明日だ」

　サディーンの言葉を合あい図ずに、三人は眠ることにしたのであった。
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「死ぬーっ!!」

　アリーは叫びながら、芋いも虫むしのようにテントの中を転がった。

「間違いなく死ぬ。俺は死ぬぞ。アフガット王子め正しよう気きか!?　俺は林檎の恩おん恵けいなんて受けられないってのに、山奥までついていかなきゃいけないのかよ」

　ドゥルタヤ族の役目は、王位継承権を持つ者を観察することである。

　つまりは、アフガット王子が毒まみれの山道を登ることになれば、そこをついていかなくてはいけないわけで……。

「アリー、しっかりしろ。死んでも死体から情報を盗ぬすまれないようにしなきゃならんから、今のうちに身元が割れそうなものはそこで焼いておけ」

「先輩、冷たいですよ！　俺の命より俺の死体の心配しないでくださいよ！　俺のクジ運最悪すぎる！」

　アリーが嘆なげいていると、ぬっとふたりの休むテントに現れた男がいた。一いつ瞬しゆん、ふたりはぱちくりと目を動かしたが、やがてぶっと噴き出す。

「ドライド、何だその前髪。気き分ぶん転てん換かんか？」

「……焼けた……。地下の火災に、とばっちり……」

　ちりちりになった前髪の下から薄うす青あおの瞳を覗かせて、ドライドは溜め息をついた。

　シャフリヤール王子を観察するドゥルタヤ・ドライドは、第三王子が北へ行くつもりだと聞きつけると、彼が外出許きよ可かを取りつける前にすぐさま王都を出発した。

　前髪が焼かれたということは、どうにか王子たちに追いついて、観察することができたということなのだろう。

「絨毯で、移動されると……地下を使わなければ間に合わないから……厄やつ介かい」

「ご苦労だったな。クルファと王子たちのやりとりは聞いていたか？」

「だいたいは……。観察者については、クルファは口を割ることはなかった……。けど、もうばれてもおかしくはないと思う……。それよりも、クルファが妊にん娠しんしたこと……」

「まずいな。完全にまずい。国王にとっての最初の孫がいきなり禁きん忌きの子だなんて、王は衝しよう撃げきのあまりすぐにでもおっ死ちんじまうかも」

「縁えん起ぎでもないことを言うな」

　シフラにたしなめられ、アリーはああー、と気が抜けるような声を上げた。

「ラティーヤ王子はさっさと王都に送そう還かんされちゃいましたけど、クルファはまだ駐屯地で監視つき捕ほ虜りよですよね。腕が焼けちまったから、もうあの女は一族の力を使うこともできないが」

「腹に子がいるのが厄介だな。ラティーヤ王子は継承権を失ってはいるが、子は国王の孫に当たる。たやすく処しよ刑けいはできないだろうよ」

　アフガット王子も、彼女の処しよ分ぶんを決めあぐねて、とりあえず撤てつ退たいまで軍に留とめ置おくこととしたのであった。

「クルファの子のことは……産まれるまでは……どうにもできないのだし……しばらく、置いておくべき……」

　ドライドの言葉に、ほかふたりはうなずいた。彼の言うとおり、子が出てくるまでにはまだ時間がある。

「それよりも……これで継承権一位のふたりが残った……どちらが王にふさわしいか……今がたぶん、大事なとき……」

「言われなくても分かってるっつの。じゃあ情報交換いくぞ」

　ドゥルタヤたちは、己おのれが見聞きした王子の情報を、詳細に語り始めた。
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「アフガットさまに、林檎を使っていいのかな」

　シェヘラはランプの中で揺らめく灯を見つめながら、つぶやいた。

　駐屯地のテントの中である。

（アフガットさまは、林檎の能力で退けた病が後から返ってくるということを、納なつ得とくしていたけれど……）

　アフガット王子に協力したいとは思うものの、後のことを考えれば、彼の命の保ほ障しようはどこにもない。

　サディーンは寝ね床どこの準備をしていた。

「正直なところ、五ご分ぶ五ご分ぶだろうな。薬がうまく作れればあいつ自身もそれを自分で服用できるが……まずはクルファを当たるしかない。朝になったら一緒に行こう」

　それにお前は休んだ方がいい、とサディーンは続けた。

「目が真っ赤だし、いつも以上に顔が青白いぞ」

　強い口く調ちようで言われ、シェヘラはきょとんとした目で彼を見上げた。

「目は、もともと赤いんだよ」

「緑みどりのところまで赤くなってるぞ」

　そうなのだろうか。ここには鏡かがみがないので、確かめることができない。

　確かに、いろいろあって──疲れていることには、間違いがない。魔法も何度か使ったうえに、地下に入ってからは緊きん張ちようの連続であった。

（また魔力がなくなって倒れたら、いざというときアフガットさまに協力できなくなってしまう）

　アフガットは、シェヘラの林檎の力を借かりて山へ登ろうとしている。シェヘラが倒れれば、アフガットの計画は意味を成さなくなってしまうのだ。

「分かった。ちょっとだけ、休む」

「いい子だ」

「で、でもね……。サディーンはどこで寝るの？」

「ここ」

　シェヘラはきょろきょろと天幕を見み渡わたして、

「あたしは？」

「そこ」

　サディーンが指を差したのは、彼が準備した寝床のすぐ隣となりにくっつくようにして置かれた、柔やわらかそうな毛もう布ふであった。

「俺は枕まくらだけでいいから、毛布使っていいぞ」

「い、一緒に寝るの？」

「当たり前だろうが。隊が忙しくしてるのに、別の天幕を張はってもらうわけにいかないだろ。病人用にひとつでも天幕の空あきがあった方がいいんだからさ」

　シェヘラは言葉に詰つまった。確かに彼の言うとおりである。突然やってきたシェヘラたちにひとつ天幕を貸してもらえただけでも、感かん謝しやしなければならないのだ。……サディーンが、アフガット王子や他の兵士と同じ天幕を使うという方法もなくはないのだが……。

　毛布も天幕も節せつ約やくした結果、ふたりでひとつのものを使うことになってしまった。

「わ、分かった……。じゃああたし、あっちの隅で……」

「もう一緒に寝たことがあるんだから気にすることなんてないだろ」

　舞まい姫ひめ誘ゆう拐かい事じ件けんの調ちよう査さのおり、茶チヤイ店ハネでうっかり眠ってしまったときのことである。

「変な言い方しないでよ！　あれは不ふ可か抗こう力りよくで……」

「そっちこそ隣で眠るってだけなのにそんなに慌てて、やらしいことでも考えてたんじゃないのか？」

「そんなんじゃない！」

　シェヘラはむっとして、ずんずん毛布のところまで進み、くるまった。そこまで言われたらここで眠らないわけにはいかない。

　結婚前の男女なのだから、別室で眠るのが当たり前だというのに。

（やらしいことなんて考えてない。常識でものを言っただけよ）

　サディーンはくすくす笑って、シェヘラの隣に寝転び、彼女の背中に呼びかけた。

「シェヘラさーん、怒おこってる？」

「怒ってない」

「じゃあこっち見て眠ってくんない？　寝ね顔がおを見たいから」

「いや」

　なぜわざわざ寝顔など見せなければならないのだろう。だいたい、見せたくないし。……よだれ垂たれてるかもしれないし。

　ぶしっ、と彼がくしゃみをしたので、シェヘラは思わず振り返った。

　このあたりは、真夜中になると気温がぐっと下がる。日につ中ちゆうと温度差が激しく、気候に慣なれていない者はたちまち体調を崩してしまうのだ。

　毛布なしで寝るには、今夜は厳きびしい寒さであった。

　シェヘラはおずおずと、サディーンに自分の毛布をかけた。少し距きよ離りがあるので、彼の腕しか隠せない。

「……」

　むっと頰ほおをふくらませて、シェヘラはそっと彼の方へ体を寄よせた。毛布を半分、彼の体にかける。

「シェヘラ。あったかい。ありがとな」

「……うん」

　こうしてひとつのものを一緒に使うというだけで、心があたたかくなるのはなぜなのだろうか。先ほどまですねていた気持ちが噓うそのように穏おだやかになっている。

（これが、人と生きるということなのかもしれないな……）

　クルファやラティーヤ王子にはきっと、本当の意味で毛布を分け合うような人間が、いなかったのだ。

「シェヘラが泣いてくれたとき、実はうれしかった」

　サディーンはぼそりとつぶやいた。

　彼が王宮へ帰ると言ったときのことを思い出して、シェヘラはうつむいた。

「俺と別れるの、平気じゃないんだって思ったら、正直舞まい上あがったよ」

「平気じゃないよ。寂さみしいけど、辛いけど、我が慢まんしなくちゃいけないと思ってたよ」

「イスプールへ一緒に行くのにしぶってたのも、本当は我慢してたから？」

「……うん」

　もうここまできたら、正直に気持ちを言った方がいい。

　胸がばくばくするとか、焦あせってうまく舌したが回らなくなるとか、そんなものは気にせずに。

「サディーンのことが好きだから、離れるのが嫌だったの」

「……」

　サディーンはシェヘラのことを、ぎゅうっと抱きしめてきた。

「えっ、あ、あの」

「──今度は俺が顔赤くなってるだろうから、見ないで」

「サディーンはいつも、あたしの顔を見るのに」

「俺は見てもいいの」

「ずるいよ、自分ばっかり」

　シェヘラは意い地じでも顔を見てやろうと、彼の腕の中でじたじたしていた。そのうちなんだかおかしくなってきて、ふたりして笑った。

　声を出して笑ったこと自体、ひさびさに感じた。

「明日──がんばるね。また一緒に笑いたいから」

「俺も」

　サディーンはシェヘラの背中をさすった。

　彼はいつも、自分の限界を察さつ知ちし、危ないときには支えてくれる。

（あたし……サディーンがいなかったら……倒れてしまっていたかもしれない……）

　どんな困こん難なんの前に立っても、彼と一緒なら乗り越えられる気がする。こうしてお互いに大事なものを分け合って、前を向いてさえいれば。

　彼に与え、与えられる存そん在ざいでありたい。

　シェヘラは力を抜いて、彼に身を任せた。

「……シェヘラ、細いのに意外と柔やわらかいなあ」

「へ、へんなこと言わないで！　もう寝るからね」

　意識して眠れないに違いないと思ったのだが、大きな疲ひ労ろうの前では意識など、ないに等ひとしかったようである。

　シェヘラはいつの間にか、安やすらかな寝ね息いきを立てていた。
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　太陽が昇ると、シェヘラは緊きん張ちようした面おも持もちで、クルファと向かい合っていた。

　クルファの薄青の瞳には、かげりが見えた。まるで、何か大事なものを丸ごと失うしなってしまったかのようだ。

　クルファには監かん視しがついていたが、清せい潔けつな寝ね床どこが与えられていた。自由は許されていないが、不自由すぎることもまた彼女には許されていないのであった。腹はらの子のために。

　アフガットが手配した護衛は、天幕の外に待たい機きしてもらっている。かたわらにはサディーンが立っているが、シェヘラは自ら、「ここは自分に任せてほしい」と願ったので、彼は口出しせずに状況を見守るにとどまっている。

「クルファさん、具ぐ合あいはもう大丈夫ですか？」

「……ラティーヤさまは、生きておられるのでしょうか」

　質問をまったく違った質問で返されたので、シェヘラは戸と惑まどったが、答えた。

「はい。ひと足先に王都へ……」

「そうですか」

　再ふたたび、沈ちん黙もくである。

「クルファさん、山に毒を流したのは、アフガットさまの部隊を全滅させて、反王政派の人間を目立つように動かすためですね」

　クルファは目を合わせようともしない。シェヘラは続けた。

「そうして、アフガットさまに暴徒を抑おさえる力がないと、知らしめるために……。でも、山を傷つければ北の民の生活もまた傷つきます。クルファさんの力で、人を傷つけてしまうのは……あたしも、望のぞみません。同じ魔人の血を持つ者として」

　クルファは、ぴくりと肩を動かした。

「あたしも昔、力の使い方を間違いました。大切なものを失いました。今思い出しても、ずっと後こう悔かいしています。だから、同じ思いをしてほしくないんです。クルファさんだって……一族のことが嫌いやになったのではなく、一族が受け入れられない環かん境きようが嫌だったんでしょう。でもこのままじゃ、ますます受け入れられなくなっていきます」

　シェヘラはたどたどしく、続けた。

「父さんは、人は人と関わることで変われる、って言いました。あたし、あたしでいいなら……クルファさんと一緒に、いい方に変わりたい」

「綺き麗れい事ごとは、うんざりします。私はもう手を動かせない。除染薬も作れません。もう私に構かまう意味などないはずです。それとも、林檎の力で私の腕を一時的に動かせるようにしますか？」

　クルファの言葉は、とてもとげとげしかった。

　けれど、彼女から感情を引き出すことはできた。

「あたしはクルファさんに無理やり、林檎の滴を飲ませるつもりはありません」

　悲しい魔法の使い方をしたくなかった。クルファが自みずから、協力する気にならなければ意味がないのだ。たとえ腕を回復させたとしても、また動かなくなる絶ぜつ望ぼうを抱かかえて、作業を強しいることになる。

「あたし……クルファさんに、傲ごう慢まんだと言われました。あれからずっと考えていました」

　選ばれた者だけに魔法の恩おん恵けいを与えることは格かく差さを生むと。アラハバートの玉ぎよく座ざのそばで、多くの人間のために魔法を使ったほうがいいと。

「あたしは、その言葉で……魔法を傲慢に扱あつかうことは、たやすいのだと知りました。舞姫を助けるためにあたしは魔法をたくさん使ったけれど、もっと考えなくてはいけないって。それはほかでもない、クルファさんがあたしに教えてくれたことなんです」

「あれはただ、あなたを追いつめるために言っただけです」

「それでも、あたしはもう一度考えることができた。自分の力について」

　シェヘラは深く息を吸った。

「除染の方法を、教えてください。クルファさんがお母さんから受うけ継ついだ力を、ここで使うべきときです」

「あなたは？　国王からきっと、王子と関わるなと言われたでしょう。そこにいるシャフリヤール王子とも引き離される。それで満まん足ぞくできますか？　自分の力がそうして差さ別べつされ、大事な人間と離り別べつすることを、我慢できますか？」

「我慢、しません」

　シェヘラの言葉に、クルファは目を見開いた。

「魔法の力が悪いのではなく、それをいいようにも悪いようにも使える……揺ゆらぎやすい心がいけないのだと、知りました。でも人は、ひとりぼっちでは揺らぎます。どうしても」

　だから、とシェヘラは続けた。

「あたしは人と……大事な人と関わっていきたい。もっと深く。魔法の力は使い手の心によっていくらでも変わるから。あたしはいにしえの魔法をたずさえて、今を生きる人間の手を取ります。国王さまにはそれを伝えます。理解していただけるかは分からないけれど、でもぶつかってみなければ始まらないから」

　シェヘラは息いき継つぎをせずに、続けた。

「あたしは人間の中で生きます。人と向き合うことを、恐れません。だからあたしも、……あたしも、いろんな人と毛布を分け合えるような魔法使いになります！」
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「意い味み不ふ明めいですね」

　確かにそうだ。口下手すぎて支し離り滅めつ裂れつだ。興奮しすぎて目に涙まで浮かんでくる。

　うまく伝えられなくて、もどかしくなる。

　クルファはしばしの沈ちん黙もくののちに、目を細めて、口を開いた。

「──北の谷間に、ジャクラマールと対ついをなす属ぞく性せいの花が咲いています。花びらを一度水に浸ひたして成分を抽ちゆう出しゆつすれば、ジャクラマールの核かくとなる調合を崩せる」

　シェヘラははっと顔を上げた。

「それは、何の花ですか」

「アラハバート・ルマーン。北にしか咲かない、古代の花の生き残りです。柘榴ざくろの一いつ種しゆですよ」
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　砂の交じった風が吹きすさぶ。

　シェヘラは渓けい谷こくに立って、じっと谷底を覗のぞき込こんでいた。

（思った以上に……断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだわ）

　ごくりと唾つばを吞のみながら、シェヘラは崖がけの割れ目から伸びる、アラハバート・ルマーンの木に目をやった。こんなところに花が咲いているということ自体、奇き跡せきのように感じる。

「サディーン、本当に絨じゆう毯たんを使わないでいいの？　落ちたら、ただじゃすまないよ」

　泣きそうな声でたずねても、サディーンは自らの腰に命いのち綱づなを巻き付ける行こう為いをやめようとはしない。

「言っただろう。魔法の力を頼たよらずに、俺おれはやるべきことをやると。地下ではお前に望ぼう遠えん鏡きようを使わせてしまった。今度は俺自じ身しんの手で花を取り、アフガットに届けなくては」

　そんなことを言っても、ほかには誰も彼のことを見ていない。魔法に頼らずに物もの事ごとを解決したとしても、国王が見ているわけではない。

（でも、サディーンはずるをしたくないんだ、きっと）

　彼はとてもまっすぐな人なのだ。一度こうと決めたら、必ず貫つらぬき通す。

　心配になって谷までついてきてしまったのだが、ここでシェヘラは何もするなと言われていた。クルファの説せつ得とくのさい、サディーンに同じようなことを頼んだシェヘラは、今度は自分の番とばかりにきゅっと唇くちびるを引き結むすんだ。

　彼は地面に太い杭くいを打ち、命綱を巻き付ける。

（よりによって、谷だなんて……あのときと同じ……）

　シェヘラが友人を失うしなったのは、ここと同じような深い谷であった。

　どうしても辛つらい思い出がよみがえってくる。あのときとは違ちがう、と頭かぶりを振っても、不安は不ふ吉きつに忍び寄る影のように背はい後ごからまとわりつき、気がつくとシェヘラ自身を搦からめ捕とろうとしてくる。

（あたしはあのときから……変わった。だから彼を信じて、見守れる。人間を信しん頼らいし、共に生きられる魔法使いになる）

　必ひつ死しになって自分に言い聞かせる。

「シェヘラ」

　サディーンはせり出した岩に片かた足あしをかけて言った。

「見てろよな」

「……うん」

　これは彼の闘いなのだ。シェヘラは両手を組んで、必死に祈いのった。サディーンの遠い祖そ先せん、アラハバート神しんが彼を守ってくれるようにと。

　足場を探りながら、サディーンは徐じよ々じよに谷底へと進んでゆく。一見順じゆん調ちようそうに見えたが、もちろん彼は岩登りなどしたことはない。試し行こう錯さく誤ごしながら、体を下ろしてゆくので時間がかかる。落ちれば間ま違ちがいなく即そく死しの高さを進むなど、信じられないくらいの恐きよう怖ふ心しんがあるに違いない。

　シェヘラがはらはらと見守っていると、彼女のかたわらに打たれた杭が、ぐんっと音を立てた。

「うわっ」

「サディーン！」

　サディーンが足をかけていた岩が崩くずれたのだ。

　ぱらぱらと、小石が下へ落ちてゆく音がする。

「サディーン、やっぱり戻って！　危ないよ」

「もう少し……」

　彼の指先が柘榴の花をかすめる。足場を失い体が揺ゆれているので、なかなか摑むことができない。

　サディーンは、ぎり、と奥歯を嚙かんだ。

「あきらめるかよ、こんなところで」

　彼は岩壁を勢いよく蹴けった。ふりこの力で、柘榴の木の場所まで一気に近づく。むしり取るようにして花を手にすると、ほうっと息をついた。

　きりきりと綱つなが音を立てている。

　ぶちぶちという音が聞こえ始めたとき、シェヘラの背中から血の気がざっと引いた。

　サディーンは岩壁にしがみつきながら、柘榴の木に手を伸ばす。片手で枝を摑むと同時に、綱がちぎれた。

「サディーン、命綱が」

　彼は言葉もなく、柘榴の花を胸に挿さし息を整えた。それから慎重に手掛かり足掛かりを探し、岩壁を伝い登ってくる。

「シェヘラ……先に花を」

　シェヘラが泣きそうな顔で彼のことを覗き込むと、サディーンは花を掲げた。

　精せい一いつ杯ぱい腕うでを伸ばして、柘榴の花を受け取る。赤い花をそっと抱だきかかえて震えていると、サディーンはひょっこりと崖がけから顔を出して、笑った。

「ほら見ろ。できただろう」

「うん」

　王族衣い装しようはちぎれ、顔は汚れて彼はすっかりぼろぼろだった。けれど今までいちばん、たくましく見えた。

　崖の上にたどり着き、肩で息をするサディーンに、控ひかえていた絨毯が我慢できずにまとわりついた。

「俺、しばらくは何でもできそうな気がする」

　サディーンは焦こげ痕あとのついた絨毯を撫なでながら、空を見上げた。
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　サディーンが花を届けると同時に、アフガットはすぐさま調ちよう合ごうを開始した。

　クルファは林りん檎ごの滴しずくを飲んで自みずから除じよ染せん薬やくを作ろうとはしなかったが、代わりにシェヘラに作業のこつを伝えていた。あれからアフガットが彼女をたずねてもだんまりだったというのは、ふたりが柘榴の花をたずさえて本隊に戻ってから知ったことであった。

　クルファはシェヘラにだけは、心を許したのかもしれなかった。彼女は、魔ま人じんの父の言うとおり人と向き合うことに成せい功こうしたのかもしれない。

　サディーンはバスコーから到とう着ちやくした物ぶつ資しを運びながら、アフガットを待った。

　明け方頃になってようやく薬は完成した。アフガットが登山の準備を始めると、サディーンはいま一度たずねた。

「本当に、あんたが行くのか。俺は今からでも山へ行けるぞ」

「しつこい。水はどうした」

　サディーンの方には目もくれず、アフガットは薬品を瓶びんに流し込み、荷物の中へと詰め込んだ。

「配ったよ、全部。応援もそれぞれの村に派は遣けんした。だから俺が行ったって──」

「頼たのみたいことがある」

　ようやく器具の梱こん包ぽうを終えると、アフガットはサディーンの方をまっすぐに見た。

　サディーンは、その視線と、彼の言葉に思わずたじろぐ。

　アフガットに頼み事をされたことは、今の今までない。あったとしても交こう換かん条じよう件けんつきの交こう渉しようだけである。

　彼がこれから、重要なことを切り出そうとしていることは明あきらかであった。

「ラティーヤがどのようにお前と会話したのか、父上に伝えろ。私はあいつが火をつけておかしくなったところしか知らない。それ以前を見ていた兄弟は、お前だけだ」

「ラティーヤの……」

「あれではもう、まともに会話もできまい。できるだけ詳くわしく父上に伝えろ。あいつは罪ざい人にんで、愚おろか者もので、そして私たちの兄弟だ。分かるな」

　ラティーヤの気持ちを代だい弁べんできる者はいない。すぐそばで見ていた人間以外は。

　そして、自分たちには、血の繫がりがある。兄弟としての責せき任にんが。

「──分かったよ」

　こんなときだけ兄らしいのは、反はん則そくである。

　サディーンはしぶしぶ、うなずいた。
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『白の宮殿』の一角。ドゥルタヤたちの会議室では、二人のドゥルタヤと、いくぶん顔色の優すぐれない国王が向かい合っていた。

　シャフリヤール王子と魔法使いの少女は王おう都とに帰き還かんし、クルファは医い師しの診しん察さつを受けている。腕は一いつ生しよう動かせないという診しん断だんが下されたが、腹の子は無事であった。

　国王はまず、深くため息をついた。

「アリーはどうした」

「アフガット王子と共に、毒の山へ登っていきました。生きていれば戻ってくるはずです」

　シフラが報告すると、王は眉まゆを寄せた。

「大丈夫……です。アリーの兄さんも、アフガット王子も……しぶといから……」

　国王はラティーヤがクルファとの間に子を生なしたこと、そしてラティーヤが彼女に利り用ようされていたこと、第三王子が地下で見聞きしたすべての報告を受けていた。クルファが最終的に、魔法使いの説せつ得とくにより除染に協力したということも。

「現時点で、われわれドゥルタヤが判はん断だんした結けつ果かを、ご報告してもよろしいでしょうか」

「頼む」

　シフラは咳せき払ばらいをして、話し始めた。

「アフガット王子は最初、クルファの策さくにまんまとはめられました。クルファに操られた反はん王おう政せい派はの襲しゆう撃げきに踊おどらされ、山に仕し込こまれた毒に気がつけなかった。その事実は減げん点てん対たい象しようです」

　しかし、とシフラは続ける。

「遠回りをしたことで、思いがけず民の本ほん音ねを聞くことができた。これにより反はん乱らん分ぶん子しが何を思っているのかを、自分の耳で聞き理解することができた。何より成長したのは、イスプールで魔人のランプを目の前にしながら、それを手に取らなかったことです」

「ほう」

「ラティーヤ王子を捕らえてからは、帰還して成せい果かを報告する役目をシャフリヤール王子に託たくし、除染のために駐ちゆう屯とん地ちに残りました。今まで彼に決定的に足りなかったものは、国王としての器き量りようではなく、自分が誰だれの上に立つ者なのかを理解することでした。今回の遠えん征せいで、民たみの目線で物を見ることができるようになったかと思います」

「ずいぶんと評ひよう価かが高いな」

「アフガット王子は、能のう力りよくの使い方がどこかずれていました。生まれに惑まどわされ、囚とらわれていた。だが、ようやく正しい道を見つけられたようです。目標さえ誤あやまらなければ、もともと資し質しつは高い王子です」

　シフラの報告が終わると、次はドライドの番であった。

「シャフリヤール王子は……魔法使いと共に、クルファの説得に当たりました……。クルファが何を考えているのかを……見み極きわめるために、機き転てんを利きかして大だい胆たんな行動を取りましたが……結果的には、ふたりを捕らえることができた……」

「魔法使いと共に、か」

　国王の言葉に、ドライドはうなずいた。

「シャフリヤール王子は……もともと、人の中で輝かがやける人材……誰かを助け、手を差し伸べ……引ひっ張ぱっていく力があります……。ひとりではなく、大事な人間がいてこそ……彼は強くなる。この点は、アフガット王子と大いに異ことなるところです……。機転の早さと、支える強さは……三人の王子の中で最もつとも優すぐれています……ですが」

　個人的に、とドライドは付つけ加くわえた。

「国王というものは……孤こ独どくです。支えるのではなく……支えられる側の人間。そして支えられる人間に、裏うら切ぎられることもある……。シャフリヤール王子は……その点から考えると、少しばかり優やさしすぎる……」

　大おお勢ぜいの人間の中にいてこそ、第三王子は力を発はつ揮きできる。国王の周しゆう囲いには確かに人は多いものの、本当に信用できる人間というのはほんの一ひと握にぎりだ。疑い、切きり捨すてる心も、必要である。

　彼がたったひとりで柘榴ざくろの花の採さい取しゆにあたったことは高い評ひよう価かを得えたが、もとより持ち合わせた資質を見れば、結果はおのずと決まってきた。

　シフラは咳せき払ばらいをして、まとめに入った。

「アフガット王子が無事に帰還することができれば、われわれは次代の国王にアフガット王子を推おしたいと思っております」

　国王はドゥルタヤたちの報告書に目を通す。金の瞳ひとみをひときわ鋭く光らせ、告つげた。

「アフガットは私の力が及ばぬ先を見み極きわめ、そして己おのれの手で補ほ佐さしようとしている。足りないところはあるが、将来に期待しよう──次じ代だいは、アフガットに譲ゆずる」

　しかし、アフガット王子は現在命がけで除染に当たっている最中である。

「つまりは、アリーが戻ってくるかどうかで、次代が決まるというわけだな」

　国王が言うなり、会議室の扉が乱暴に開いた。

「やべー!!　毒がきっつい！　下げ痢りが止まらん!!」

　アリーが蒼そう白はくな顔で、倒れ込んでくる。

「……決まったか」

　国王は王おう冠かんを外し、黄おう金ごんの表面を撫なでた。

　次代の冠かんむりはこうして、次の世代へと受うけ継つがれることになったのである。
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　面会の許きよ可かを得たシェヘラとサディーンは、国王の私し室しつを訪れた。

　国王は、ほんの少しだけ頰ほおがこけたという以外、変化は見受けられなかった。城を出る前と変わらない、鋭いまなざしをしていた。

　ふたりは、国王に布ぬの張ばりの柔やわらかな椅い子すに座るように勧められ、腰を下ろした。人ひと払ばらいがされているのか、女によ官かんひとり見当たらない。

「まずは、遠征ご苦労だったとねぎらっておこうか。魔法使いにも、息子たちはだいぶ助けられたようだな」

　シェヘラはうつむいた。魔法の力をまったく使わずに、今回の事件を解決したわけではない。王子と関わるなと言われたばかりである。

「シェヘラは、俺や村人を助けようとして──」

「お前は少し、黙だまっていろ」

　威い圧あつ的てきに制せいされて、サディーンは不満そうに口を閉ざした。

「私が話したことを、忘れたわけではあるまい。どうしてクルファについて行った？　神しん殿でんでおとなしく、父の陰かげに隠れていれば良かったのでは？　王族たちの争いに身を投とうじたりせずに」

「あ、あたしは」

　シェヘラは緊きん張ちようのあまり声を詰つまらせたが、国王は急せかそうとしなかった。心を落ち着かせて、ゆっくりと言葉を発してゆく。

「クルファさんが──いにしえの力を持つ彼女が、誤あやまった力の使い方をしてしまうことが、気がかりでした。あたしも以前、あることがきっかけで自分の力が信じられなくなったときがあります」

　そして、自分は助けられたのだ。今隣にいる、サディーンに。彼の家族たちに。

「人は、大切な人間のそばにいて強くなれる。だから変わることもできる。クルファさんには、それに気がついてほしかった。あたしは彼女にぶつかって、思いとどまらせたかったんです。魔法の力の源みなもとは、人を思いやる気持ちだって、父に教えてもらったから」

「しかし、その力は今のアラハバートでは必要のないものだ」

　この土地に魔法はもう必要がないというのなら、自分は魔法を手放すべきなのかもしれない。

　けれど、いにしえのことを覚えていたい。人と魔人が、確かに手を取り合っていたということを。

「そうです。人間は人間の力で生きていけます。でも、それは人が支え合っているからでしょう？　そういう意味では、魔法の力の源も、同じってことになります。大事な人を守るため、思いやりの気持ちで使うものだから」

　シェヘラは、唾つばを吞のみ込こんで続けた。

「確かに、この力はアフガット王子にも、ラティーヤ王子にも、欲しいと言われたことがあります。けれどアフガット王子は、もう魔法が万ばん能のうでないことを知っています。彼は──林りん檎ごの滴しずくで山へ行くことを、途と方ほうもない賭かけだと言ったから」

　それに、とシェヘラは続けた。

「ラティーヤ王子も、本当は魔法じゃなくて……人の愛が欲しかったんだとあたしは感じました。本当に恐ろしいのは、魔法ではなく、未み知ちの力に甘あまえた人間が人の温ぬくもりを忘れてしまうことです」

　シェヘラはおずおずと国王を見上げた。先を促うながすように、国王は首を縦たてに振った。

「魔法はすでに失うしなわれたものですが、魔人と人がなぜ分かり合えなかったかを、人は覚えていくべきだと思います。そういった意味ではまったく不必要なものでもない。魔法の力はいらなくても、教きよう訓くんは必要です。教訓を正しく伝えることができるのは、魔法に親したしんだ者だけです」

「なるほどな。その教訓を使い、クルファに除染の手段を白状させたのか」

「あたし……薬も作れないし、難しい政治のことも分かりません。人の世界に触れたばかりで、いつも転びそうになっています。でも、これからもっと成長したい。そして、サディーンや、周りの人を支えていける……このアラハバートを支えていける、ひとりの人間であり、魔法使いで、いたいのです。それには、ひとりじゃ無理なんです」

　シェヘラはすうっと息を吸った。

「あたしはずっと一人前になりたいと思っていたけど、ようやく気がつきました。いろんな人と支え合って、人はひとり立ちできるんだってことに。あたしは、それをサディーンに教えてもらいました。だから、今度はあたしが彼を支えたい。どうか……息子さんを、あたしにください!!」

　国王とサディーンは、お互い面めん食くらったような顔をしていた。

　思わず口走った言葉を反はん芻すうし、シェヘラは顔を紅こう潮ちようさせる。

　これでは──まるで、求きゆう婚こんしてしまったかのようだ。

（でも……サディーンと一いつ緒しよに生きていきたい。彼を支える、家族になりたい。二人で支え合って、一人前になりたい）

　だからどうしても、彼と離れたくはないのだ。

　ちらとサディーンを見ると、彼は口をぱくぱくさせて、シェヘラに何かを言おうとしたようだが、結けつ局きよく言葉にならなかったようである。潤うるんだ目のふちが赤くなっていた。

　そんな表情の彼を見たのは初めてだったので、シェヘラはぱちくりとまばたきをした。なんだか──すごく、いとおしいかもしれない。

　国王は耳まで赤くなった息子むすこに苦笑しながら、

「王位はアフガットに継がせることにした。シャフリヤールは、継承権第二位だ」

「……え？」

「王族は国王の許可がなくては自由に動けない。私はアフガットの回復しだい、退たい位いして残り少ない余よ生せいを謳おう歌かさせてもらうことにする。次の国王に聞いてみることだ。外に出て、一緒になってもいいものかどうかと」

　サディーンは、シェヘラと国王を見み比くらべてから、たずねた。

「でも……俺の王おう籍せきはなくならないんだろ？　継承権二位の人間が外に出てもいいのか？　いろいろ、補ほ佐さとかやることがあるんじゃ」

「お前がいなくても、今まで国は動いていた。城の外に出るなり何なり、好きにしろ」

　王は一度言葉を切って、

「そのためのシャフリヤールだ。誰も王になることを期き待たいしない」

　思いがけず、国王は優やさしい顔をした。

「お前は母親そっくりだ。王宮は窮きゆう屈くつで、たいそう生いき辛づらいだろう。正直私はほっとしている。この結果に」

　シェヘラは、その言葉を聞いてすべてを悟さとった。国王が誰を自分と重ね、サディーンと別れるように言ったのか。そして、サディーンを何のために城から出したのかを。

（国王さまは……最初から、サディーンとお母さんを王宮から出してあげるつもりで……シャフリヤールと名付けたんだ……）

　サディーンは、しばらく口を閉ざしていた。

　シェヘラが様子をうかがおうとすると同時に、彼はかすれる声でたずねた。

「……このあと、少し時間をもらえませんか。話したいことが、たくさんあるのです」

　シェヘラは微笑ほほえんで立ち上がった。

　ようやく親子が失われた時間を取り戻すときがやってきたのだ。

　国王が穏おだやかな笑顔になったのを見届けて、シェヘラは静かに部屋を去さった。
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　夜中まで政せい務むに追われていたアフガットは、ようやく最後の書類を書しよ記き官かんに託たくすと、深く息をついた。

　彼が山に登ってから、半年が経っていた。

　父は床とこに伏ふせることが多くなり、もう長くはないことを悟さとる。

　王の仕事量は想像以上である。特に父の得意とする外交分野は、膨ぼう大だいな量を占しめていた。

（これでは、とても地方に手を回すのは無理だな……）

　しかし、一度やると決めたことを投げ出すのは、アフガットの精神に反はんする。

（ベルシア王家から妻つまをもらって解決できる話ではない。政せい略りやく結婚はあくまで現状の決まり事を強める切り札のようなものだ。誰か外そと向むきに強い人材が必要だな）

　人好きがする性格で、なるべく交こう渉しよう事の得とく意いな人間がいい。そして必要以上に国内のしがらみがなく、かといって弱い立場でもない人間が。

「そんな都つ合ごうのいい人間が……」

　アフガットは頭を抱かかえ、ふと気がつく。

　いる。自分の身内に、ひとりだけ。

　結婚の許ゆるしを出したばかりだが、どうせギルドはバクラーシへ向かうのだから、ついでに仕事をさせればいい。

　書しよ状じようをしたためようとしたそのとき、扉を叩く音がする。

「アフガットさま、よろしいですか」

　アフガットは入室をうながす返事をした。

「何だ、お前たちか」

　アフガットが特に信用してそばに置いている、偵てい察さつ部ぶ隊たいのふたりは、彼の前で深く頭こうべを垂たれた。

「本日を境さかいに、任にんを解といていただきたく参さん上じようしました」

「……何事だ」

「自分たちの役目は終わったのです。あなたが国王になることで、我々『ドゥルタヤ』も、次の世代へと受うけ継つがれる」

　ドゥルタヤ。それはクルファの言う日ひ陰かげの一族。失うしなわれた民たみの──。

「長らく王子たちを観察し、そして相談してきました。次代の国王を決定するために」

「……そういうことだったのか」

　過か剰じように守られたシャフリヤール王の墓。ラティーヤ王子のそばにいて、火災に巻き込まれたクルファの母親。そして試験制度。アフガットの中ですべてが繫つながった。

　千年前の盟めい約やくについて、アリーが詳しよう細さいに説明をした。

「あなたの子が産まれ次第、また次のドゥルタヤを一族で用意しますよ。それまではお別れで──」

「ドゥルタヤの試験制度は、廃はい止しする」

　アリーが言い終わらないうちに、アフガットは言い放はなった。

　アリーとシフラは顔を見合わせ、言い辛づらそうに答える。

「こう言っちゃなんだけど、あんたは試験制度に助けられたようなもんだぞ。王子たちを公平に見る目というのは、あるべきなんだ」

「だが、お前たちが暗あん躍やくしなければいけないおかげで、貴き重ちような人材を失うしなうこととなった。──クルファも、クルファの母親も」

「──一族の力を持つ者は、今は少なくなっています。正しよう直じきなところ、また我われ々われが動かなければならなくなるかもしれないと、懸け念ねんするほどには。我々は、いずれ消えゆく者です」

　だからこそ、クルファは焦あせっていた。力を持つ者が絶たえる前にどうしても表舞台に返り咲こうとしていたのだ。

「とにかく廃はい止しするにせよ続行するにせよ、長老と相談しなけりゃ決められない。長い歴史に根付いた制度をそう簡かん単たんにやめられるわけでもないからな」

　話し合いが必要だというのなら、いつでも臨のぞむ。

　ドゥルタヤをこれからどうするか、取り組みは長期的なものになるだろう。

「……それと、クルファの子は、どうするつもりですか」

　産まれた子は、女の子であった。

　彼女は出産ののちに、王家の地ち下か牢ろうに囚われている。

　王家の子でありながら、地下の一族の子でもあるこの赤あか子ごをどうするかは、アフガットがまず初めに決定を下さなければならない問題となっていた。

　ラティーヤは薬で心しん神しん喪そう失しつ状じよう態たいにされたことを酌しやく量りようされ、死刑はまぬがれたものの、離はなれの塔とうに囚われ、残りの人生を過すごすことが決定づけられている。医い師しの診しん断だん結果をみるに、彼がそうそう長生きもできないだろうということは、アフガットには分かっていた。

　ただ、父が何度か塔を訪ね、ラティーヤと時を過ごしたという話は聞いている。ラティーヤにとって少しでも安らかな時間であったのなら、それ以上のことはない。

「ラティーヤのもとへも、クルファのもとへも、赤子は渡すべきではないな」

　どちらも罪ざい人にんで、囚われの身である。

　子を育てる環かん境きようにはふさわしくない。

「ドゥルタヤが引き取るなら、遊ゆう牧ぼく民族として育てることにしますか？」

　その場合、その子は一族の中でどのような立場に立たされるのだろうか。両親はおらず、母親が禁きん忌きを犯おかし王族の子を生んだということは、大人たちは知った上で接せつすることになるだろう。

　アフガットと同じく──異い端たんの存そん在ざいに。

「私の娘ということにする」

「は？」

　アリーが間の抜けた声を上げた。

「年齢的にも、不自然なことはないはずだが」

「だって、アフガットさま、これから結婚控ひかえてるでしょ。コブつきって心しん証しよう悪いんじゃ……」

　クルファは、ドゥルタヤが日ひ陰かげの存在であることを嘆なげいていた。

　弟は、愛を求めて離り宮きゆうに火をつけた。

　せめて収穫祭のときにラティーヤを捕まえることができたなら、彼は人間らしさを失うことはなかったかもしれない。この結果を招いたのは自分にも責任がある。

　国王として、国を乱したふたりをかばい立てすることはできない。けれど──ふたりが生なした子を、日なたで育てるくらいは、許されるはずである。

　それがせめてもの、つぐないになるのなら。

「正せい妃ひを迎える前に子を作る王もいる。幸さいわい子は女だし、跡あと継つぎ問題には関係ない。文もん句くはないだろう」

「母親は誰ってことにするんですか。まさかクルファにするわけにいかない」

「そのへんの、適てき当とうな女官だ」

「アフガットさま、女官遊びなんてしてないでしょうに……女より本に夢中だって、権力者どもは嘆いてましたよ」

　女は扱あつかいが面めん倒どうなので、進んで関わり合いたいとは思わない──シャフリヤールのところの魔法使いのように『自じ立りつ』を目標としている女なら、少しは興きよう味みを持てたかもしれないが。

「せめてベルシアの王女が、魔法使いのような娘だといいですねえ」

　アリーに含ふくみのある物言いをされたので、アフガットは眉まゆをひそめた。

「……いや、せめてもう少し……ふくよかな方がいい」

「さりげなくどこ見てたんですか」

　アリーは、あきれたような声を上げた。
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「へぶしっ」

　派は手でにくしゃみをして、シェヘラは身を震わせた。

「ちょっと、大丈夫？　緊きん張ちようして体調崩くずした？」

「ごめん、ニーダ。大丈夫よ」

　シェヘラは鏡の向こうから心配そうにこちらを覗き込むニーダに、ほほえんでみせた。

　このところ働きづめだったため、風か邪ぜをひいてしまったのかもしれない。

　シェヘラはちらりと、積つみ上あげていた絵物語の山に目を向けた。ニーダと共同の天てん幕まくには入りきらず、結けつ局きよくこうして控ひかえのテントにまで持ち込むことになってしまった。

　──ドライドは、ギルドから去った。「書くべき物語がなくなった」と言って。

　シェヘラや仲間たちは何度も引ひき留とめたが、彼の意い志しは堅かたかった。そして、シェヘラに大量の絵巻物と、商売道具を残していった。

　シェヘラがこれから起こす商あきないに必要だろう、とすべて譲ゆずってくれたのだった。

「ドライドのことは残念だったけれど、やりたいことが見つかって、良かったわね。またあいつとどこかで会ったらたくさん話をすればいいわ」

「そうだね。まだまだあたしの分は在庫が少ないから、しばらくはドライドの残したものを売ることになると思うし。お客さんの感想を預あずかって、どこかで伝えられたらいいな」

　シェヘラは物語屋を引ひき継ついだ。父から受け継いだ伝説を、正しく人に伝えるために。

　魔ま人じんが去さった教きよう訓くんを伝えること。できれば、説教じみていない形で、面おも白しろく話を聞いてほしい。

　日にち夜や巻物に物語を起こし、もうすぐ十分な品が揃そろうのである。

「あら。きれいな金きんの冠かんむり。お姉さんたち、髪かみは下ろしてこれをつけてあげてください」

　ニーダは宝石細ざい工くの花と蔦つた模も様ようをあしらった大ぶりの冠を見て、笑えみを浮かべた。

　後ろでアフガットが派は遣けんした女官たちが、せわしなく準備に取りかかっている。

「あの……。こんなにたくさん、人をよこしてもらって良かったのかな。ニーダに何もかもやってもらうわけにもいかないけど……」

「何言ってるの！　私は好きでやっているのよ。それにシェヘラはもう国王の義ぎ妹まいになるんだから、遠えん慮りよしないでご厚こう意いを受け取ったら？」

　そう。今日はサディーンと婚こん礼れいを挙げる、記念すべき日である。

　サディーンたっての希望で、式は王族が行うような格式ばったものではなく──海に面めんした美しい土地に天幕を張って、かがり火で花嫁の登場を祝う、バスコーで行われる一般的な形式の結婚式となった。

　七日間にわたって行われるこの結婚式を挙げたら、ふたりは夫ふう婦ふとなるのである。

「めでたい！　七日間も宴うたげだなんて！　私もお祝いに、お色気の匂においをサディーンに渡しておいたから。今晩は期待しておいてね」

「な、何てもの渡してるの！　やめてよ！」

「いろいろと試して最強の香かおりになったわ。この半年間の集しゆう大たい成せい、見せてあげるわよ。バクラーシへ行ったらこれで荒あら稼かせぎしてやるわ」

　ギルドはこの半年間、北の土地に水や物ぶつ資しを運び続けた。王家の依い頼らいで仕事を請うけ負おい、そして山さん脈みやくや村人の様よう子すを報告した。サディーンの、「アラハバートの情じよう勢せいが落ち着いてからバクラーシへ行きたい」という願いを、みな快こころよく受け入れた。

「サディーンも気合入れて七枚の婚礼衣い装しようを揃えたしねぇ。楽しい七日間になりそう」

　シェヘラが王宮で着たトーブを気に入ったと知るや否や、サディーンは同じ仕し立たて屋やにとりわけ立派な婚礼衣装を注ちゆう文もんしたのであった。

　シェヘラが今身に着けているものは、金の刺し繡しゆうでふちどられた群ぐん青じよう色いろのトーブである。袖そでや襟えり元もとに精せい緻ちな飾かざり紋もん様ようがあしらわれ、望遠鏡の玉ぎよく石せきに似せた緑や青の宝石が夜空に輝かがやく星のごとく胸元にちりばめられている。林りん檎ごの葉を模もした刺繡のベールをかぶると、たちまち華やかな衣装となった。

「群青に金の刺繡、青や緑の宝石、そして林檎をかたどったベール。これ以上の婚礼衣装はないわね」

「全部、あたしの魔法の道具の特徴を取り入れてくれたんだわ……」

　魔法をたずさえて、人間の王子と結婚することにしたシェヘラのために。

　透すけるベールの下には、少しうるんだ柘榴ざくろの瞳ひとみが覗いている。

　絨じゆう毯たんもお揃いの林檎の飾かざり紐ひもで体を縛っている。普段は縛られるのを嫌がるはずだが、心なしかうれしそうだ。サディーンが絨毯職人に依い頼らいして、この日のためにぴかぴかの毛に生まれ変わったのである（繕つくろわれている間は、普通の絨毯のふりができたらしいので、これからはもっと厳きびしくしてもいいかもしれない……）。

　女官たちはシェヘラの髪を整え終えると、礼をしてその場を辞じした。シェヘラも慌てて、お礼の言葉を述のべる。

　アフガット王子からの婚礼祝いは、ごちそうや宴の手伝いの人員だけでなく、バクラーシへの船の手配にまで及およんでいた。

　サディーンは、仕し入いれのついでに外交をしてこいというアフガットのぞんざいな命令に「人使いが荒い」とこぼしていたが、なんだかんだと了りよう承しようしてしまうあたり、兄弟の距離も少しは縮ちぢまっているようである。

「先に行って、花を撒まいてくるわね。シェヘラ。旦だん那なさんもすごくおしゃれして待っていてくれるはずよ」

「う……うん」

　緊張のあまり火ほ照てった頰ほおを押さえながら、シェヘラはうなずいた。

　ここから始まる。あたしの、新しい未来が。

　鏡の向こうには、化け粧しようを施ほどこされ少しだけ大人おとなびた顔をした自分が映っている。

　シェヘラは婚礼衣装の裾を踏まないように、そっと立ち上がった。




　天幕の外に出たシェヘラを迎むかえたのは、ギルドの仲間たちである。

　穏やかな顔をしたカイルや、笑顔のニーダ、そして年少の子どもたちから柘榴の花を一輪ずつ手渡される。シェヘラがイスプールから呼んだ両親におじぎをすると、父は涙ぐみながらシェヘラを煙で撫で、母は彼女のベールを整えてくれた。アラハバート神しんの像のそばに置かれたかがり火の前で待つ、青年のもとまでゆっくりと進んでゆく。

　潮しお風かぜが花嫁のベールを揺ゆらす。

　サディーンは、花嫁衣装を身にまとったシェヘラにはっとしたような目を向けて、それからとろけるようにほほえんだ。

「見違えた。どんどんきれいになるな、俺の魔法使いさんは」

「……すてきな婚礼衣装、ありがとう」

「こんなにかわいい姿を七晩も連続で見られるなんて、最高の気分だ」

「お、おおげさなんだから」

　このあとは、アラハバート神に夫婦の契ちぎりを交かわすと宣のべ、そして愛を誓ちかい合あうこととなっている。

　彼と手を取り合い、像の前に向き合うと、サディーンはそっとささやいた。

「俺はかなり面倒な生まれをしている。何度も迷惑をかけたし、危険な目にも遭あわせた。おまけに七日後には即そくベルシアへ行くことになる。逃げるなら今のうちだぞ」

　サディーンは笑い飛ばすように言ったが、瞳は真剣そのものであった。

　シェヘラは、柘榴の花をきゅっと抱きしめた。

　どこへ行こうと、何が待ち受けていようと、彼がいれば絶対に大丈夫なのだ。

「お互いさまだよ。一緒に生きる、って言った。サディーンなしじゃ、もう生きられないの」

「俺も、お前なしじゃ生きられない。ふたりで一人前だ」

　サディーンはシェヘラのベールをめくり上げ、そっと額ひたいに唇くちびるを落とした。

　あまりにも優しい仕し草ぐさだったので、くすぐったくて笑ってしまう。

　ふふ、と笑みをこぼしていたら、今度は彼が顔をかたむけて、唇を重ねてきた。笑い声はたちまちサディーンが吞み込んでしまった。
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　壊れそうなくらい心臓が早はや鐘がねを打ち始める。彼と結婚するというのに、触れ合うことに慣れていなくて、戸と惑まどってしまう。

　けれど、焦あせらなくてもいいということは、もう分かっている。少しずつ前へ進んでいけばいい。

　頰に置かれた指にそっと手を添そえて、シェヘラは自分の番を主張した。

　サディーンは一度離れて、シェヘラの髪をいとおしそうに撫なでる。

「今度は、あたしがするの」

「どうぞ奥さん、好きなだけ」

　シェヘラは少しだけ大だい胆たんに、背を伸ばして彼にくちづけを返す。

　彼がシェヘラのために背をかがめてくれる。信じられないくらい近くに、彼の髪や瞳があって、再び心臓が高鳴った。

　どきどきして、胸が張はり裂さけそう。

　シェヘラが目を潤うるませていると、すべて分かったというような顔をしたサディーンが、優しく抱きしめてきた。

「今夜の星と同じくらい、バクラーシで稼かせぎまくって、お前を最高に幸せな花嫁にするよ」

　シェヘラは彼の肩ごしに空を眺めた。幾いく千せんの星が夜空を彩いろどっている。これが全部金貨だとしたら、相そう当とうな額がくだ。相変わらずの彼の言葉に思わず笑ってしまった。

　仲間たちの歓声と楽器を搔き鳴らす音、そして酒さか樽だるを割る心地のよい音が聞こえてくる。

　誓ちかいの言葉をまだ言っていないというのに、ギルドの仲間はみんな気が早い。ふたりは顔を見合わせて笑い、そして大きな声で愛を誓った。

　赤い花が風に乗って流れてゆく。




　祝福された魔法使いの旅たび路じは、まだ始まったばかりなのだ。
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　アラハバートの魔法使い、最終巻です。

　今回も多くの方にお力添えをいただきました。




　熱心なご指導をくださる担当さま。的確なアドバイスにいつも助けられています。

　サマミヤアカザ先生。シェヘラがおめかしをするたびに、ラフがとても楽しみでした。シリーズを通して美しいイラストに何度も励はげまされてきました。

　前担当さま、編集部のみなさまをはじめ、当作品に携たずさわってくださったすべてのみなさまに、感謝申し上げます。




　当作品はもともと投稿作として書き上げたものでしたが、身に余る賞をいただき、さらには思いがけず続編のお話もいただいて、第一巻でやり残したことを書ききることができました。

　すべては読者のみなさまのお力によるものです。本当にありがとうございました。




　シェヘラたちの最後の冒険は終わりましたが、みなさまになにかひとつでも楽しんでいただけたら嬉しいです。











仲なか村むらつばき
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著者

仲村つばき

Tsubaki Nakamura




６月27日生まれ。埼玉県在住。

最終巻です。投稿作のときから、この物語のテーマは『成長』でした。

見届けてくださったらうれしいです。

ありがとうございました。










イラスト

サマミヤアカザ

Akaza Samamiya




11月７日生まれ　蠍座　Ｂ型

素敵な物語に最後まで携わらせていただけて幸せでした。

仲村先生ありがとうございました！
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